















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Prologue　『天てん帝ていユンメルンゲン』









　単一要よう塞さい領域「天帝国」。

　世界最大の領土を有するこの国では、ここ帝都ですべての統治が行われる。

　法案こそ帝国議会が立法するが、軍事方針は軍司令部が策定し、天帝への「お伺うかがい」を通して成立する。

　そのための場が天主府。

　帝都最古の塔ビルの、その最上部『非ひ想そう非ひ非ひ想そう天てん』で──

「閣下に報告です。ネビュリス王宮への砲ほう撃げき、開始しました」

『…………』

「星の要塞として名高いネビュリス王宮です。侵しん入にゆうできた部隊も精せい鋭えいとはいえ少数ですし、完全に攻せめ落とすというのは難しいでしょうな」

　報告者は、口ひげを生やした大おお柄がらな軍服の男だった。

　この国で知らぬ者はいないだろう。この男こそ天帝ユンメルンゲン──と、国民はそう信じきっている。

「じき半時間が経過します」

『……それで？』

「炎ほのおと闇やみ夜よに乗じて、使徒聖四人がネビュリス王宮への侵入に成功しました」

　帝国の式典に現れる「天帝」は、この厳いかめしい口ひげの男だ。

　だが現実は──

　薄うす布ぬののカーテンの奥にいる真の天帝に扮ふんした影かげ武む者しやに過ぎない。

「使徒聖三名。璃リ洒シヤ、冥メイ、ネームレスそれぞれが始祖の末まつ裔えいを発見。排はい除じよにむけて戦せん闘とうを開始したとのことです」

『第一席ヨハイムは？』

「女王の間を目指して単独行動中ですが、連れん絡らくを断たって十五分が経過しています。もしや敵の手に落ちたのでは」

『……あるいは、既すでに女王と戦闘中かもしれんな』

　カーテンの奥から伝わってきたのは、嗄しわがれた老人の声だった。

　さしずめ病びよう床しように伏ふし、今にも力ちから尽つきそうな者の最後の吐と息いきを想おもわせる。

『八大使徒には困りものだな』

　薄布のカーテンの向こう。

　ロウソクの火で透すかされたように、天帝の影がゆらゆらと揺ゆれる。

　続いて、微かすかな溜ため息いきが。

『始祖ネビュリスの眠ねむっている間に王宮を攻める。狙ねらいは純血種の捕ほ獲かくだろうが、これで始祖が目覚めた時にはすべての怒いかりが天帝わたしに向くだろうに』

「そうなるでしょうな」

『始祖アレには、まだしばらく寝ねていてもらいたいものだ』

　再び、薄布の向こうで溜息。

　──報告終しゆう了りよう。

　まずは影武者に仕える二人の秘書たちが一礼して退室。天帝の間に、その影武者である壮そう年ねんの男だけが残された。

　しん、と。

　水を打ったように静まりかえる『非ひ想そう非ひ非ひ想そう天てん』の間。

「ところで閣下」

　こほんと影武者が咳せき払ばらい。

「少々、下世話な話をします。最近、帝都の繁はん華か街がいにお忍しのびで出向かれましたか？」

　カーテンの向こうを見つめる影武者。

　そこに透ける天帝の影を、凝ぎよう視しするようにして。

「一番街での噂うわさです。ある日の夜、少女が奇き妙みような獣けものを見たと警務隊に通報したそうです。銀色の狐きつねのような獣が二足歩行していたと」

『────』

「迂う闊かつな散歩はくれぐれも控ひかえるようにと申し上げたはずですが？」

『んー？　そんなこと言われたっけかなぁ』

　ころんと声が変わった。

　笑い声を抑おさえるような弾はずんだ声の、明るいボーイソプラノの声で。

『ま、お前がそう言うならそうなんだろうねぇ。お前は記き憶おく力がいいし』

　サッ、とカーテンが開いたその先に──




　クスクスと笑う、銀色の獣じゆう人じんがいた。




　藺い草ぐさを編んだ畳たたみの床ゆかに、器用にあぐら座りで座している。

　両手の指は人間のように分かれているが、二足歩行となる両足は狐の足のまま。

　だが完全に狐というわけでもない。狐の身体からだなのに、顔だけはまるで人間のようなのだ。

　──すなわち獣人。

　おとぎ話の世界にしか存在しない怪かい物ぶつが、愉ゆ快かいそうに笑っている。

「…………」

　だが影武者は動じない。

　なぜなら、この銀色の獣人こそが自分の主あるじであるからだ。

『ふふ、懐なつかしいねえ』

　天帝ユンメルンゲンが、声を弾ませた。

　ここ世界最大の軍事国家の象しよう徴ちようが。

『三十年前だっけ。同じようにメルンの姿を見て泣いて逃にげてった男の子がいたっけ』

「ええ。あの時の恐きよう怖ふは今でも覚えていますとも」

　大きく頷うなずく、髭ひげ面づらの影武者。

「閣下を目もく撃げきした少女もさぞかし恐怖したことでしょう」

『これも星の運命だよ。三十年前の子供がいまは立派な天帝の影武者だ。格好つけて髭まで生やして、こうしてメルンと話してる。悪くない人生だろう？』

「…………」

『十代目の影武者は、あの娘こにしようかな。十年先の話だけど』

　狐を想わせる豊かな尻しつ尾ぽをふるわせて、獣人が楽しげに宙を見上げる。

　古来──

　始祖ネビュリスが反旗を翻ひるがえしたのは百年前。

　そのさらに前から天帝という地位は存在し、帝国民には明かされない『天てん上じよう転てん下げの式』なる方法によって継けい承しようされてきた。

　という歴史の裏で、実は替かわっているのは影武者だけ。

　──頂点は移ろわない。

　自らを「メルン」と呼ぶこの天帝は、常に帝国の頂点に君臨してきた。

『もう何度も話したことだけど』

　銀色の獣人が、人間そっくりの手を宙へと伸のばす。

　狐のような狼おおかみのような、毛皮に包まれたその腕うでを。

『星の深しん奥おうから生まれた星せい霊れいはとても強い。そのエネルギーは、生命をさらなる次元へと押し上げる』

「そのお姿がソレであると？」

『ん？　今はメルンの話をしてないよ』

　天帝がニヤリと口元をつり上げる。

　狼さながらの鋭するどい牙きばを、その端はしに覗のぞかせながら。

『始祖以外の『魔ま女じよ』がね、ネビュリス皇おう庁ちように新しく生まれたらしいんだ。今回の皇庁襲しゆう撃げきでわざわざ璃洒を遣つかわせたのは、それを調査するためでね。超越の魔人サリンジヤーにもその話を軽く匂におわせたんだけど』

「被ひ検けん体たいＥとやらですかな」

『この帝国軍の襲撃で、おそらく姿を現すだろうね。まあそれはさておき』

　銀色の獣人が、天てん井じようを見上げてしばし黙もつ考こう。

『……困ったもんだよ。今まさに帝国がネビュリス王宮を襲撃してるんだろう？　始祖アレが目覚めたら、恨うらみを買うのはきっとメルンだよ。まあ八大使徒を止めなかったのは認めるけどね。めんどくさいし』

　やれやれと肩かたをすくめてみせる。

　その仕草も溜息のつき方も、この銀色の獣人は何から何まで人間そっくりだ。

『始祖ネビュリス──』

　声に混じる、威い圧あつ。

　獰どう猛もうな獣の一いつ端たんがそこには確かに滲にじみ出ていた。

『お前が醒さめない夢を見ている間に、お前の国は変わってしまうだろうね。帝国じゃない。お前の末裔が、自ら戦火を望んだのさ』








Chapter.1　『魔ま女じよ狩がりの夜・前章』












　　　　１




　ネビュリス王宮──

　始祖の末裔が住まう城は、過去に帝てい国こく軍が一度として侵しん入にゆうに成功したことのない不ふ沈ちんの防衛を誇ほこっている。

　ここは星の要よう塞さい。

　古いにしえの星霊術により、無数の星霊が集まって結けつ晶しよう化したもの。漆しつ黒こくの夜空を背に抱いだいて、珊さん瑚ご礁しようのように鮮あざやかに輝かがやいて地上にそびえ立っている。




　その城が、燃えていた。




　噴ふき上がる火の粉が芝しば生ふに燃えうつる。

　城の外がい壁へきを焦こがす炎ほのおは鎮しずまるどころか、さらに猛たけ々だけしく勢いを増すばかり。

「燐リン、急いで！」

　そして今。

　王族専用車キヤデラツク・ワンの車窓からアリスが見上げるなか、ネビュリス王宮の塔とう同士をつなぐ空中回かい廊ろう『月の冠かんむり』が、猛もう烈れつな崩ほう壊かい音とともに落下した。

「……何てことなの」

　何百トンもの瓦が礫れきが空から地上へ。

　瓦礫の落下地点に星霊部隊がいれば、どれだけ凄すさまじい被ひ害がいが出ていることか。

「ご安心くださいアリス様。あれは想定どおりです」

　運転席でハンドルを握にぎる燐が、口早にそう返してきた。

「あの空中回廊はもともと切り離はなし可能な設計です。帝国兵が城内に侵入した場合でも、本命の女王宮まで到とう達たつさせないためのカラクリですから。城の防衛態勢が正しく機能しているという意味ではむしろ吉きつ報ぽうです」

「…………」

　でも燐？

　それはトカゲが自分の尻尾を囮おとりにして、切り離すようなものでしょう？

　──内心で問いかける。

　命を守るために多少の犠ぎ牲せいを良しとする。そこまで追いつめられているのだと帝国軍に教えているも同然ではないか。

「むしろこの炎が厄やつ介かいです。帝国軍やつら、まさか隔かく離りしていた燃料タンクを砲ほう撃げきしたのか……」

　燐が奥歯を嚙かみしめる。

　ピシッ。

　王族専用車キヤデラツク・ワンのフロントガラスに、小さな穴が穿うがたれたのはその時だった。

　狙そ撃げき？

　この車を狙ねらって専用の貫かん通つう弾だんで狙撃したものだとしたら、次は──

「燐、脱出でなさい！」

　後部座席のドアを開けるや、滑すべり落ちるようにアリスは身を投げだした。

　運転席からも燐が脱だつ出しゆつ。

　二人が暗い芝生を転がるのと同時、自分たちの乗っていた王族専用車キヤデラツク・ワンが焼しよう夷い弾だんをうけて炎えん上じようした。

「やっぱり。夜に紛まぎれて狙ってきてるわ！」

「アリス様は私の後ろから。敷しき地ち内にどれだけ帝国兵が混じっているかわかりません！　流ながれ弾だまにもご注意を！」

　業ごう火かの爆はぜる音を浴びながら、燐が敷地の奥へと走りだす。

　その背中を追うアリス。

　──目指すは、女王宮。

　母である女王ネビュリス８世がいる塔だ。

「ご無事でしたかアリス様!?」

　アリスに気づいた星霊部隊が、次々とふり返った。

　猛烈な炎に照らされたこの夜に、純白の生き地じで繕つくろったアリスの王衣ドレスは戦せん闘とう下であることさえ忘れて見入るほどに美しい。

　そして目立つ。

　ネビュリスの直系が着こなす絢けん爛らんな専用装しよう束ぞくは、まさしくこのような戦せん況きよう時、部下から一目で認にん識しきされるためにある。

「状況、わかる範はん囲いで教えてちょうだい」

「はっ！　女王宮の防衛を最優先に進めています。非戦闘員はそれぞれの塔の地下避難室シエルターへ避ひ難なんが完かん了りようしました」

「その地下避難室シエルターへの襲撃は？」

「軽けい微びです。配置された星せい霊れい部隊で防衛できており、またヒュドラ家の私兵が各塔の地下避難室シエルターにも増ぞう援えんとして駆かけつけたとの報告が」

「……タリスマン卿きように感謝ね」

　ならば目下の懸け念ねんは残り二つ。

　女王の安全確認が第一。

　そしてこの燃え広がっている炎だ。このまま火の勢いが増し続ければ、敷地外の市街地にまで被害が広がっていく。

「アリス様お急ぎください、女王陛下のもとへ！」

　息を切らせて走ってくる星霊部隊が数名。

「ここは我々が──」

「だめ、止まりなさい！」

　彼らの真横で。

　見上げるほど巨きよ大だいな炎の塊かたまりが、星霊部隊を吞のみこむように破は裂れつした。

　──星霊の自動防衛。

　アリスの星霊が爆ばく炎えんを察知して壁かべを形成。しかしその一いつ瞬しゆんでは、厚さ数ミリという氷の薄はく膜まくを支えるので限界だった。

「っ……ぐぅっ!?」

「あなたたち！」

　氷の壁を貫つらぬいた爆風が、星霊部隊へと吹ふき荒あれた。

　耐たい熱ねつの戦闘衣でも爆風の破は壊かい力は吸収できない。アリスが手を伸のばすのも間に合わず、背に火傷やけどを負った部下たちが地に倒たおれていく。

「アリス様、おけがは!?」

「わたしよりこの四人よ。……救護班、救護班はどこ!?　急ぎなさい！」

　燐に構わず声を張りあげる。

　だが本当はわかっている。

　救護班なんて来るわけがない。倒れた四人と同じ被害が、王宮のそこかしこで生まれているのだから。

「燐、巨人像ゴーレムを。この四人をルゥ家の地下避難室シエルターへ運んでいって。そこなら医師も待機しているはずよ。わたしはここで待ってる」

「っ!?　アリス様、ですが──」

　燐が言いよどむ。

　自分たちの最優先事じ項こうは女王宮へ向かうこと。ここに倒れた部下たちを置き去りにすることもそこに含ふくまれる。

「わたしは冷静よ。……冷静のつもりでいるわ」

　奥歯を嚙みしめ、アリスはゆっくりと首を横にふってみせた。

「女王陛下おかあさまには護衛がついているわ。女王宮の守りは万ばん全ぜんのはずだから、むしろ一番被害がひどいのが敷地ここでしょ」

「…………」

「十五分で戻もどってきなさい。その間、わたしは炎を消火してまわるから」

「仰おおせのとおりに」

　一礼する燐の後ろで地面が隆りゆう起き。

　巨大な巨人像ゴーレムが立ち上がり、地に倒れた四人を抱かかえ上げた。

「十五分きっかりで戻ってきますが、帝国兵の妨ぼう害がいも予想されます。私の帰き還かんが一分でも遅おくれたら、アリス様はどうか女王宮へ向かってください」

　燐と巨人像ゴーレムとが、火の粉の舞まう夜を駆けていく。

　十五分──

　問題ないはずだ。そう自らの心に諭さとし聞かせ、アリスは息を吐はきだした。

　……大だい丈じよう夫ぶ。わたしの判断は間ま違ちがってないはずよ。

　……たとえ使徒聖だって、この短時間じゃ女王宮の奥までたどり着けない。

　イスカでもネームレスでも。

　アリスの知る帝国の使徒聖はいずれも恐おそるべき精せい鋭えい揃ぞろいだが、ネビュリス王宮はかつて星霊が作った「生きた迷めい宮きゆう」である。

　塔の構造を知らない者は、絶対に女王の間へはたどり着けない。

「星霊部隊、全員よく聞きなさい！」

　炎の弾はじける音に負けないよう、アリスは喉のどから声を振ふりしぼった。

「わたしの星霊術でここの炎を一気に消火するわ。危険だから、今すぐわたしの後ろまで後退しなさい！」

　敷地に残って消火を優先する。

　その選せん択たくが──

　過あやまちであったと悔くやむ未来を、アリスはまだ知らない。




　　　　２




　ネビュリス皇おう庁ちよう、中央州──

　のどかな田園と森林。はるか地平線に連なる大雪せつ渓けいを望む郊こう外がい。

　女王ネビュリス８世を家主とするルゥ家の別べつ荘そうがここにある。

　ルゥ・エルツ宮。

　見わたすほど広大な敷地をほこる、美しい白の古城だ。

　外観こそ建築当時そのままだが、監かん視し装置付きの自動ドアをはじめ内部構造のほとんどは最新の機械設備に取って代わられている。




　その城が、崩壊しかけていた。




　一階の大広間は天てん井じようが瓦礫となって崩くずれ落ち、壁という壁には大穴が。

　さらに二階。

　ルゥ・エルツ宮の回廊には、けたたましい銃じゆう声せいが断続的に鳴りひびいていた。

「また見つかったか……！　隊長ボス、音ネ々ネこっちだ！」

　砲ほう火かの隙すきを縫ぬうようにして叫さけぶ。

　第九○七部隊なかまの二人にそう伝えるや、銀ぎん髪ぱつの狙撃手──ジンは、自分の隣となりに身を寄せていた少女の手を握にぎりしめた。

「きゃっ？」

「ずらかるぞ。次に隠かくれられそうな場所はどこだ」

「お、奥ですわ！」

　手を握った少女シスベルと共に走りだす。

　愛あい嬌きようのある大きな瞳ひとみに、艶つや々つやとしたストロベリーブロンドの髪かみ。ほんのりと上気した頰ほおと唇くちびるは緊きん張ちようをうかべながらも愛らしい。

　年ねん齢れいは十四、十五だろう。

　正確な歳としは知らない。帝てい国こく兵のジンには必要のない情報だ。ただの護衛対象に過ぎず、さらにいえば彼女は魔ま女じよである。

　ここが戦場であったなら容よう赦しやなく銃口を向ける相手だが……

　今だけは例外で、護衛という名の戦略的互恵トレードがある。

「コイツをネビュリス王宮まで連れていく。俺らはその見返りに、魔女になった隊長ボスの星せい紋もんを隠すシールをもらう……覚かく悟ごしていたが、つくづく命がけの案件だな」

「な、何か言いました!?」

「何でもねぇよ。お前は頭を低くして走ってろ。俺らを狙ねらった流れ弾が当たれば痛いじゃすまねえぞ」

　シスベルと併へい走そうしながら、ジン。

　敵は、帝国軍に偽ぎ装そうしたヒュドラ家の星霊部隊だ。

　女王を狙う暴力政変クーデターの黒幕がヒュドラ家であるという真実が、シスベルの『灯ともしび』の星霊で明るみになる前に口を封ふうじる──

　その刺し客かくたちが屋や敷しきを襲しゆう撃げきし、今に至る。

「おい、お前の星霊術でどうにかできないのか。あいつらをまとめて吹っ飛ばすとか」

「それができたら護衛なんて雇やとってませんわ！」

「じゃあ、この屋敷の使用人たちは？」

「料理人も庭師もほとんど戦闘力を持ちません。従者の子も自衛が精せい一いつ杯ぱいですわ。隠れてなければ被ひ害がいが増えるだけです！」

　ほとんど叫ぶようなシスベルの返事。

　戦力差は明白だ。

　廊ろう下かを追つい跡せきしてくる敵は全員が星霊使い、さらに帝国軍の装備で武装している。一方のジンたちには自衛用の武器しかない。

「あ、あなたは銃を持っているではありませんか！」

「俺のは狙そ撃げき用だ。こんな屋内の混戦じゃ構えるヒマもねぇよ。どのみち弾たまも限られてるから片かたっ端ぱしから兵を倒すってのは無理だ」

　狙うなら統とう率そつ者。

　つまり当主タリスマンの狙撃だが、そちらは一階でイスカが抑おさえている。いまのジンが優先すべきは護衛対象シスベルの安全確保だ。

「しばらく鬼おにごっこの続きだな」

「あ……で、でも逃にげるだけなら、わたくしの星霊で時間稼かせぎができるかも」

「本当か？」

「二度は通用しません。一度きりの虚こ仮け威おどしですが」

　シスベルが胸に手をそえて、勢いよく後ろへふり返った。

　迫せまってくる刺客に向けて。

「──星よ、あなたの過去を見せてちょうだい」

　胸の星紋に灯ともる星霊エネルギー。

　その輝かがやきが超ちよう精せい巧こうの立体映像として具現化し、ヒュドラ家の刺客たちに立ち塞ふさがった。

　十人以上もの帝国部隊となって。

「なにっ!?」

　突とつ如じよ現れた帝国兵に対し、ヒュドラ家の刺客が容赦なく臨戦態勢へ。彼らの脳のう裏りをよぎったのは、第九○七部隊ジンたち以外の帝国兵が屋敷にいたという可能性。

　それが──帝国兵に扮した自分たちの姿であると気づかずに。

「ちっ、報告では帝国兵は四人のみと……」

「まだ潜ひそんでいたか！」

　立てつづけに発はつ砲ぽう。

　もちろん立体映像を撃うっても弾はすり抜ぬけるだけ。これがシスベルの星霊術だと刺客たちが察するのとほぼ同時、ジンたちは階段の陰かげへと滑すべりこんでいた。

「おい隊長ボス、どうだ向こう？」

「た、たぶん大丈夫。今のでアタシたちの場所見失ったはず……！」

　奥の足音を窺うかがうミスミス隊長。

　その隣では、シスベルが荒あら々あらしい息で床ゆかに座りこんで。

「はぁ……っ、はぁ……ど、どうですか。ちゃんと騙だませたでしょう」

「お前の星霊術、幻げん覚かくも出せるのか？」

「幻覚ではありません。あの刺客たちが襲おそってきた最初の襲撃現場を再現したのですわ。数分前にこの屋敷で起きたことです」

　シスベルが汗あせをぬぐう。

「目の前に帝国兵が現れて銃を構えたら、皇庁人ならば絶対に動どう揺ようせずにいられません。帝国軍の装備を着けてるわけですし、一いつ瞬しゆんギクッとなるでしょう」

「なるほど確かに一度は騙せるな。二度目はさすがにバレるだろうが」

　相づちを打ち、ジンは階段の踊おどり場ばを睨にらみつけた。

　ここは古城の二階。

　一階にはヒュドラ家当主タリスマンがいて、それをイスカが堰せきとめている。

　三階にはシスベルの部屋があるが、そこはヒュドラ家の刺客が待ち構えている可能性が高い。

「いずれせによ屋敷から脱だつ出しゆつしなきゃ囲まれる。そうだな、二階ここからでも飛び降りれそうな場所はあるか？」

「っ……ま……まっ……て」

「わかった喋しやべるな。見つかるまではここで時間稼ぎだ」

　極度の緊張によるショック状態。

　銃を向けられて追いかけられてここまで来た。しかも自分の別荘で、相手は同じ王家の一族だ。むしろよく耐たえていると言えるだろう。

「魔女相手にわざわざ褒ほめはしないがな」

「え？」

「何でもねぇよ。それより黙だまって聞け。『違ちがう』場合だけ首を横にふればいい」

「────」

「状じよう況きようの確かく認にんだ。見てのとおりお前は狙われている。現女王の血筋と対立するヒュドラ家からだ。その理由はお前の星せい霊れい。そうだな？」

　シスベルに宿る灯の星霊は、過去を立体映像として再現できる。

　どんな凶きよう悪あく犯罪も、その犯行現場を映像として暴あばかれる。情報解かい析せき・立証能力としては理想のものだろう。

　──ゆえに狙われるのだ。

　女王暗殺計画を企くわだてた黒幕から。

「イスカが戦ってる胡う散さん臭くさい男……タリスマンといったか。あいつが女王を狙った黒幕であるのは、奴やつ自身が認めたことだ」




〝タリスマン卿きよう!?　本当にあなたが……！〟

〝必要なことなんだ。この星の中枢コアへと至るには帝国の力が不可欠だ〟




　ヒュドラ家当主タリスマン。

　この屋敷を襲った主導者は、ジンの追つい及きゆうを笑え顔がおで受けいれた。

　帝国との共きよう謀ぼうが知られれば国家反逆罪どころか一族追放は確実。が、あの男が顔色一つ変えないのにも理由がある。

「アイツの筋書きシナリオは、お前シスベルさえいなければ女王暗殺計画の首しゆ謀ぼう者しやがバレないって一点に尽つきる。この屋敷を帝国兵が襲ってお前を拉ら致ちしていった。そう言い張れば誰だれも疑わない。なにせ目下、王宮を本物の帝国軍が襲撃してるんだからな」

　そう。

　この別荘から遠く離はなれたネビュリス王宮では、ヒュドラ家からの誘ゆう導どうを受けた帝国軍が襲撃を開始しているという。

「もう一人。お前の姉イリーティアも黒幕だろうが、そっちに関しちゃ状況証しよう拠こしかないから立証は後回しだ。どのみちこの屋敷にいない」

「……はい」

「一つ念を押しとくぞ。俺らは帝国人だ。百年戦争を続けてる敵国を攻せめるのはいたって当然で、ネビュリス王宮がどうなろうと知ったこっちゃない」

「……承知してますわ」

「だが、お前は守ってやる」

　大きな瞳に不安を灯した魔女へ。

　そろそろ立て──

　無言で、ジンは手招きの仕草でそう誘いざなった。

「同どう僚りようの帝てい国こく兵がどこを攻めてようが、お前が敵の魔女であろうと王宮までは護衛する。だから陰いん気きくさい表か情おするんじゃねえよ」

「だ、誰が陰気くさいのです!?」

　立ち上がるやジンに詰つめよるシスベル。

「あ、あなただって口悪いくせに！」

「言い返すヒマがあれば頭を動かせ。とにかく屋敷の外に出るのが最重要だ。二階のどの部屋でもいい。窓から外に飛び降りれる部屋はどこだ？」

　屋敷のなかは徐じよ々じよに包ほう囲い網もうが狭せばまってきている。

　逃げるなら外。

　この真夜中ならば広大な庭に飛び降りても目立たない。そこから市街地に逃げこめば、ヒュドラ家の刺客とて追ってくることはできまい。

「なにせ帝国兵の格好してるからな。あの姿で皇おう庁ちようの市街地なんざ歩けば本物の帝国兵と間違われて星霊部隊に襲われる。だから追ってこれない」

「イスカはどうするんですの!?」

「何とでもなる」

「……相手は王家、その当主ですよ」

「純血種が揃そろいも揃って危険すぎるのは否定しないが、イスカはまず問題ねぇよ。あるとすりゃ多勢に無勢で押しきられることだが、土ど壇たん場ばになったら逃げに徹てつするくらい判断できる。あと少し黙れ」

　シスベルの口元に手をあてて、ジンは隣となりの隊長を見やった。

「隊長ボス、追っ手は？」

「う、ううん。足音は聞こえないよ。もうアタシたちが外に逃げたと思って、屋敷の外に追いかけていったのかも」

「楽観的解かい釈しやくだが、追っ手の半数を外の見張りに割さいた可能性はあるな。……おい」

「わ、わかってますわ。道案内でしょう！」

　頷うなずくシスベルが、目の前の通路を指さした。

「あそこを曲がった先です。使われてない部屋がいくつも並んでますわ。窓の外は庭木が密集してるところですから、飛び降りても見つかりにくいかと」

　そして歩きだす。
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　少女の華きや奢しやな足先が動いた途と端たん、サクっと軽い音を立てて床が沈しずんだ。

「……え？」

　違い和わ感かんを覚えたシスベルが立ち止まる。

　足あし下もとにあったのは葡萄酒色ワインカラーの絨じゆう毯たんではない。きらきらと輝く白い結けつ晶しようがうすく積もった雪の層だった。




　──見つけたよ帝国兵。シスベル嬢じよう。




「シスベルさん危ない！」

　音々が後ろからシスベルの手を思いきり引っ張って抱だき寄せる。

　その瞬しゆん間かん、天てん井じようが爆ばく発はつした。

　三階にあたる天井にぽっかりと穴が空き、そこから滝たきのごとく怒ど濤とうの雪がなだれ込んでくるではないか。

「屋や敷しきのなかで猛吹雪ブリザード？　あの婆ばあさんか！」

　狙そ撃げき銃じゆうを構えるジン。

　天井から降ってくる膨ぼう大だいな雪の粉ふん塵じんのなか、その奥に映る赤い「魔ま女じよ」めがけて発砲。それが──

「無む駄だじゃよ帝国兵」

　老ろう婆ばの一言とともに、猛吹雪ブリザードのなかに吸いこまれて消えていった。

「わずか一立方メートル。そこに詰められた雪は重量にして五百キロ。あらゆる音と衝しよう撃げきを吸収する緩衝材クツシヨンとなる。たとえ機関銃であっても貫つらぬけんよ。まして、そんなちっぽけな弾だん丸がんではな」

　ルゥ・エルツ宮の廊ろう下かがみるみる白く、雪の冬景色へと変わっていく。

「先ほどはよく逃にげたが、シスベル嬢がいてはそう長く走り続けられまい？」

「よう婆さん、お出ましか」

　天井の穴から飛び降りてきたのは、一人の老婆だ。

　神父服を想おもわせるデザインの赤服をまとう瘦そう軀くの魔女。真っ白な廊下の中で彼女という存在だけが異様に目立つ。

　──白びやく夜やの魔女グリューゲル。

　氷の亜あ種しゆである「雪」を操あやつる歴戦の魔女だ。帝国軍の魔女名簿ウイツチリストにも名を連ねているほどの大物である。

「随ずい分ぶんとしつこいじゃねえか。老人はぐっすり寝ねてる時間だぜ」

「そうさせてもらいたいものじゃな。主ぬしらとの追いかけっこはもう飽あいた」

　赤い衣ころもの魔女が、両手を掲かかげて。

「シスベル嬢を渡わたしてもらおう」

「ご免めんだね」

　同時だった。

　魔女の足下で雪が弾はじけたのと、ジンがシスベルの手を取って走りだしたのが。

「ジン君、またさっきのが来る……！」

「構うな隊長ボス。後ろ見てる暇ひまがあれば走れ！」

　星霊エネルギーが生みだした巨きよ人じんが咆ほう哮こうを上げる。

　──巨人像ゴーレム。

　熟練した土の星霊使いが「土」を素材にして生成するが、「雪」を素材にした巨人像ゴーレムはジンも初めて見る。

「音々、銃は使うなよ。弾たまの無駄だ」

　この巨人の鎮ちん圧あつは極きわめて難しい。

　銃や機関銃で一部を破は壊かいした程度では、この巨人像ゴーレムは無限に再生して襲おそってくる。それが床ゆかに地じ響ひびきを生みながら追いかけてくるのだ。

「ど、どうするんですの!?」

「一階したは論外だ。二階ここで追いかけっこして勝てる相手じゃねえし、三階うえしかねぇだろ。駆かけ上がれ！」

　三階に続く階段へ。

　もともとヒトのために設計された階段だ。巨大な巨人像ゴーレムが登るには不便この上ない。

　ただし──

　明らかに誘導されている。

「……狩りハント同然だな」

　老婆の魔女がゆっくりと歩いてくる。

　二体の巨人像ゴーレムに任せっきりかと思いきや、距きよ離りを保ちながらも自ら追つい跡せきしてきている。ジンたちの足下──積雪に残った足あし跡あとを辿たどりながら。

　まさしく狩人かりゆうどのように。

「だがな婆さん、それは年寄りの冷や水だ」

　階段を駆け上がりながら。

　凍こごえた大気のなか、ジンは白く輝かがやく息を吐はきだした。

「狩られる立場はどっちだか。あまり帝国兵オレらをなめんじゃねえよ」




　　　　３




　ルゥ・エルツ宮、一階大広間。

　ぱちぱちと弾ける火花。

　針のように細い黒こく煙えんが、左右の壁かべから天井へと立ち上っていく。

　視界を埋うめるのは、噎むせ返るほどに濃こい粉塵。広間の壁と天井とが原形を留とどめぬほどに壊こわされたことによる、その残ざん滓しである。

「古い、古い国だよ皇庁ここは」

　海が割れるように──

　白い粉塵の中から現れたのは、白スーツを着こなした壮そう年ねんの男だった。

　映画俳優さながらに凜り々りしい面おも立だちと、紳しん士し然とした柔にゆう和わな微び笑しようの偉い丈じよう夫ふだ。

　ヒュドラ家当主タリスマン。

　三王家の一つを束ねる強大な純血種であり、暴力政変クーデターの黒幕。

「帝国との戦争で膠こう着ちやくをひたすらに守ろうとする現女王のルゥ家。帝国への復ふく讐しゆうをいまだ吼ほえ続けるゾア家。我々ヒユドラはね、この国の現状に飽いているんだよ」

「…………」

「君はどう思う？　帝国人」

「さあね」

　柔和なまなざしに問いかけられ、帝国剣けん士し──イスカは口早に吐き捨てた。

「お前との会話には付き合わない。そう言ったはずだ」

「ふむ？」

「それがお前の遣やり口くちだってのはいい加減わかってる。シスベルを捕とらえるための時間を稼かせぎたいだけだろう」

　元使徒聖イスカ。

　第九○七部隊から単身ここに残って、シスベルを逃がすための時間稼ぎを引き受けた。その最大の理由が目の前にいるヒュドラ家当主だ。

　一見穏おだやかな物もの腰ごしだが、それは国民のために取りつくろった仮面に過ぎない。

　本質は、強さを極きわめんとする修しゆ羅らそのもの。

　……始祖ネビュリスの末まつ裔えいで、『波』の星せい霊れいを宿した純血種。

　……コイツは危険すぎる。

　ぽたっ、と滴したたり落ちる赤い滴しずく。

　一度は止まったはずの出血が、額の裂れつ傷しようが開いて流れ落ちていく。まぶたを伝って血が目に入る前に、イスカはそれを手の甲こうで拭ぬぐいさった。

「しかし何だね。君は、シスベル君を捕らえるための時間稼ぎというが──」

　瞬間。

　ヒュドラ家当主の姿が、揺ゆらいだ。

　床に積もった瓦が礫れきが爆発するように弾け飛ぶ。その強きよう烈れつな圧を肌はだで感じとるや、イスカは全力で跳とびさがった。

　ぼっ、と空気が破は裂れつ。

　鼻先をかすめていくタリスマンの拳こぶしが空を裂さく。さながら列車が通過したような風圧に髪かみが舞まい、イスカの全身がわずかに浮うかび上がった。

　風圧だけで、だ。

　……これがただの波の星霊だって!?

　……どれだけ膨大な波動が、コイツの拳に圧縮されてるんだ！

　波とは「波動」。

　目に見えない不可視の物理エネルギーを操るのが波の星霊だ。

　星霊自体は珍めずらしくなく、波の星霊術の多くは波動を大たい砲ほうのように「見えない弾丸」として撃うちだすものだと帝てい国こく軍は分ぶん析せきしている。

　しかしタリスマンは違ちがう。

　星霊術で生みだした力学エネルギーを加速度に転てん換かんし、己おのれの体術を強化する。

「つくづく素す晴ばらしい目をしている」

　タリスマンの姿が一瞬でかき消えて。

　気配は頭上から。それを捉とらえて、タリスマンが下降するより先にイスカは顔を天てん井じようへと振ふり上げた。

「これも察知したね。聴覚みみか？　いや違う、触覚はだか？」

「どっちもだ」

　大気が揺らいで風が生じる。

　そのわずかな風がイスカの肌を撫なでたと同時に、イスカは敵の姿が見える前に迎げい撃げき態勢へと移っていた。

　目に頼たよらずとも敵の動きは把は握あくできる。その修練を積んできた。

　──破裂。

　天井すれすれまで飛び上がったタリスマンの拳が、古城の床を打ちつける。まるで爆ばく撃げき。火薬が炸さく裂れつしたような地響きとともに石の床が砕くだけ散った。

「素晴らしい。頭から爪つま先さきまで電波探知機ソナーのようだ」

　そう言いながら。

　イスカの動きを追うタリスマンの目が笑っている。イスカが反撃に出ていれば、そこをさらなる反・反撃で潰つぶしにかかるつもりで。

　だからイスカは距離を置く。

　そう理解したタリスマンは、その場でスーツの埃ほこりを払はらうに止とどめる。

　他人には一いつ切さいわからない──二人が睨にらみあっているだけに見える水面下で、命をかけた駆け引きが毎秒のように展開されているのだ。

「繰くり返しになるが、本当に理解しがたいね」

　乱れたスーツの襟えりを正して、壮年の偉丈夫が肩かたをすくめてみせた。

「君たち帝国兵が、なぜネビュリス皇おう庁ちようの要人を警護するのか。命をかけてまで護衛する理由は何だね？　どれだけ大きな報ほう酬しゆうを持ちかけられた？」

「先に襲しゆう撃げきしてきたのはお前だ。暴徒を追っ払ぱらって何が悪い」

「今さらだが、それは誤解だよ」

　タリスマンが微び苦く笑しよう。

「ここはルゥ家の屋や敷しきだよ。皇庁の王家の城に、まさか帝国兵がここにいるなんて考えもしないのが普ふ通つうだろう」

「噓ダウト。イリーティアから聞いてたはずだ」

「っ」

「お前は、僕らを舐なめすぎだ」

　一瞬だが目を細めるヒュドラ家当主。

　その目をまっすぐ睨みつけ、イスカはそう告げた。

　──タリスマンの知らない事実がある。

　この襲撃以前から、第三王女シスベルは「王家の裏切り者」を探していたのだ。




〝イリーティアお姉さまっっっ！〟

〝わたくしには……わたくしにはお姉さまの心が見えません！　あなたは母国を裏切ろうというのですか！〟




　第一王女イリーティアが、女王ははの政権転てん覆ぷくを狙ねらっている。

　その彼女本人イリーテイアは、帝国軍がネビュリス王宮を襲撃する直前に王宮へ引き返した。

　……間違いなく現地で手引きするためだ。

　……帝国の精せい鋭えいを王宮に呼びこむ案内役として。

　一朝一いつ夕せきの計画ではあるまい。

　数年がかり。あるいはタリスマンの先代や先々代から受け継つがれてきた計画で、そこにイリーティアが賛同したのだろう。

「むしろ訊ききたいのは僕の方だ。なぜイリーティアは女王ははおやを裏切った？」

「ふむ？」

「とぼけるな。お前と彼女がこの件の黒幕だってのはわかってる。どのみちシスベルがいれば言いい逃のがれようがない」

「彼女の美び貌ぼうをどう思う」

「…………なに？」

　自分イスカの気勢を乱す話法か？

　イスカが逆に身構えるのも構わず、タリスマンは言葉を続けた。

「この世に魔ま術じゆつというものがあるとすれば、それはイリーティア君の美貌だよ。彼女の美には女め神がみも傅かしずくほかない。あれこそ天からの寵愛ギフトだろうね」

「…………」

　自分の問いと何の関係があるというのだ。

　そうイスカが応こたえるより早く。

「だが星には愛されなかった」

　ヒュドラ家の当主は、冷たい声で言い放った。

「一つ誤解があるようだ。我々ヒユドラと彼女の目的は同じではないよ。互たがいの理想は異なっている。理想を実現する過程ステツプその一が、たまたま共通していただけさ」

「……それが女王打だ倒とうだと？」

「帝国軍人には賛同してもらえると思うがね。現女王が消えれば一時的な皇庁の弱体化は免まぬかれない。今後の戦局を優位に進められるだろうに」

「そうやって帝国に話を持ちかけたのか？」

「ご想像にお任せするよ」

「……お前に一つだけ答えてやる」

　試ためすようなまなざしの純血種へ。

　イスカは、右手に握にぎった黒の星せい剣けんの切っ先を突つきつけた。

「僕が望む皇庁との戦いは、こんなのじゃない」

「その心は？」

「ヒュドラおまえたちの遣り口じゃ何も変わらない。二国が傷つくだけ傷ついて溝みぞが深まって、それで終わりだ」

　やって、やり返して。

　世界の至るところで勃ぼつ発ぱつしている二大国の小こ競ぜり合あいが、さらに膨ふくらむだけ。

　……そうじゃないんだよ。

　……僕が目指してる「終わり方」っていうのは。

　イスカとて帝国人だ。

　この戦争の結末が、帝国側の勝利で終わることを望む気持ちに偽いつわりはない。

　──ただし皇庁の滅亡ではない。

　帝国軍によるネビュリス王家の捕ほ縛ばくと、そこに基もとづいた帝国主導による和平交こう渉しようこそが自分の望む終わり方だから。

「お前は『やり過ぎ』なんだ。帝国の消しよう滅めつも皇庁の消滅も、僕は望んでない」

「ははっ。君は夢想家ロマンチストだね」

　王家を束ねる者による、冷れい笑しようまじりの拍はく手しゆが鳴り響ひびく。

「とても甘かん美びな空想だ。修羅らしからぬロマンに溢あふれている。だがあいにく君以外の使徒聖、そして私以外の王家は、この日を待ち望んでいたと思うがね」

「……どういう意味だ」

「比べっこさ。この数十年誰だれもが気になっていた上下関係があるだろう？」

　強大なる星霊を宿した純血種──『暴ぼう虐ぎやく』のタリスマン。

　その男が、両手を広げた。

「帝国がほこる『使徒聖』と、始祖ネビュリスの末裔たる『純血種』。どちらが上か白黒つけようじゃないか、とね。そういう夜なのさ」
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　ネビュリス王宮──

　帝てい国こく領土で迫はく害がいされていた星せい霊れい使いと共に、始祖ネビュリスが建設した要よう塞さいだ。

　星ルウ、月ゾア、太陽ヒユドラの三本の塔とうと、そして女王宮の全四つで構成されているのは帝国も把握している公おおやけの事実である。

　今、その女王宮へと突とつ入にゆうを企くわだてる帝国部隊があった。

「わおっ？　あっぶなぁ……」

　足場のわずか十五センチ先。

　ガラスでできた空中回かい廊ろう『月の冠かんむり』が、そこに踏ふみこんだ帝国部隊の前で轟ごう音おんとともに崩くずれ落ちていく。

「いやぁ危ない。あと一歩後退が遅おそかったら真っ逆さまに地上に落下してたじゃん。ここ高層ビル並みの高さあるし、超ちよう怖こわい」

「ぐっっ!?……め、冥メイ様っ！」

　逃にげ遅おくれた者たち。

　崩れた床ゆかの端はじっこに摑つかまって帝国軍の隊長が悲鳴を上げた。よじ登ろうにも、手に力をこめれば床がボロボロと崩れていって逆に落下しかねない。

「ど、どうか支し援えんを！」

「あーもう。隊長ちゃんってば。だから早く退ひけって言ったじゃん？」

　呆あきれ笑いで応じたのは、野性味ある女兵士だった。

　使徒聖第三席、『降りそそぐ嵐あらし』の冥。

　小こ柄がらながらもタンクトップ風の戦せん闘とう衣から覗のぞく二にの腕うでは、鋼はがねのように引き締しまっている。乱雑な長ちよう髪はつと日焼けした肌はだ、唇くちびるに見え隠かくれする犬歯は異様に長い。爛らん々らんと輝かがやく眼光もあいまってネコ科の大型肉にく食しよく獣じゆうのような佇たたずまいだ。

「ったく。しょうがない子だねぇ」

　隊長の首根っこを摑むや。高々とはるか後方へと放ほうり投げる。

　体重百キロ近いであろう屈くつ強きような帝国兵を片手で。まるでプラスチックの水すい筒とうでも投げるように軽々と。

　ドシン、と廊ろう下かに着地する隊長。

「あ、ありがとうござ──」

「それで命拾いしたと思っているのですか」

　声は、真正面から。

　床が抜ぬけおちた空中回廊。そのガラスの天てん井じようから、一人の少女が通路に飛び移った。

「帝国兵の皆みな々みな様さまはここでお終しまいです。わたしが排はい除じよするので」

　まだ幼げな黒くろ髪かみの少女。身にまとうドレスは煌きらびやかで、淡たん々たんとした物言いもあいまって人形じみた印象を帯びている

　キッシング・ゾア・ネビュリス９世──

　出会い頭がしらにそう名乗った魔女が両手を広げた瞬しゆん間かん、それを合図として、彼女の全身から何千本という極小の針が放出された。

「消去します。わたしの前から消えさって」

　ウニの棘とげに似た紫むらさき色いろの棘。

　それがヴンッと奇き怪かいなざわめきを発しながら、冥めがけて驟しゆう雨うのごとく降りそそぐ。

「おっとやばい」

　獰どう猛もうな笑えみを浮うかべた冥が、飛び上がる。

　高さ四メートル近い天井へ張りつくと同時に、キッシングの放った棘が刺ささった床が、みるみる穴だらけになっていく。

　床が溶とけた？

　それとも消えたのか？

　その恐おそろしい光景を目にした帝国部隊が息を吞のむなかで。

「ははっ。なるほど物質消去だ」

　シャンデリアの上に飛び乗った冥だけは、いとも楽しげに声を弾はずませていた。

「時空干かん渉しよう系かと思ったけど空間は削けずりとってない。物質に干渉する星体干渉系だ。そうだろ嬢じようちゃん？」

　床を消滅させた針が、再び獲え物ものめがけて動きだす。

　それを凝ぎよう視しして。

「星の深しん奥おうから生まれた『第二世代型』の星霊。この星霊を宿した魔女は大体のパターンで星せい紋もんが紫色らしいけど。ちょっと見せてよ」

「あいにく乙おと女めなので。肌を見せる気はありません」

「はっ、乙女？　血ち塗ぬられた魔女ごときが、よくもまあ人間のようなセリフを吐はくじゃん。それは人間になりたい怪かい物ぶつの願望かな？」

「…………」

「剝はぎとってあげる。その小こ綺ぎ麗れいな衣い装しよう」

　キッシングが身につけているのは麗うるわしき王衣ドレス。始祖の末まつ裔えいだけが許される専用装束で、細身の少女にぴたりと合っている。

「純血種のサンプル欲ほしかったんだ。身体からだのどこに星紋があるのか、その可愛かわいいドレスを引き裂さいて確かめてやるよ？」

「ああ素す敵てき」

　壮そう絶ぜつな冥の挑ちよう発はつを浴びながら。

　黒髪の愛らしい魔女は、それを心ここ地ちよさそうに聞き入れていた。

「オン叔父おじ様のいうとおり帝国兵はやっぱり野や蛮ばん。それがいいです。わたしも心おきなく、酷ひどいことをしてあげられる──────消えろ帝国人」

　無数の棘が結合し、有ゆう刺し鉄てつ線せんさながらの鞭むちとなる。

　握りつかむキッシングが棘の鞭を振ふりおろした。鞭そのものに意思があるように大きく空中で蛇だ行こうして、シャンデリア上の使徒聖へ襲おそいかかる。

「バカな帝国人。床に降りる前に消えて」

　詰んだチエツクメイト。

　冥はシャンデリアを足場にして宙へ飛ぶしかない。だが宙に逃げて鞭の一いち撃げきを避さけたところで、この鞭は無数の「棘」の集合体だ。

　空中に逃げたところを、何百という棘が襲いかかって消しよう滅めつさせる。

「──と思ってるだろう？」

　棘が突き刺さるより早く。

　冥は、足場代わりのシャンデリアを魔女めがけて蹴けりつけた。

「ガラスの洗礼を浴びせてあげるよ」

「っ!?」

　シャンデリアを蹴って空中に逃げる。

　星霊の棘が迫せまった時点でその選せん択たく肢ししか無いはずだった。キッシングはおろか一部始終を見守る帝国兵の部下もそう思っていた。

　まさか。

　重量百キロ超のシャンデリアを蹴り落として、ガラスの弾丸を振りまくなんて。

　──星霊の自動防衛。

　冥に襲いかかるはずだった棘が、瞬またたく間まに方向転てん換かん。

　主キツシングに降りそそぐ幾いく百ひやくというガラスの弾だん丸がんを、ことごとく宙で迎むかえ撃うち消滅させる。

「わたしの星霊の自動防衛を利用した!?」

「なんだ。強そうな星霊のわりに温室育ちのお嬢ちゃんか。駆かけ引きの何たるかも知らないなんて魔女未満。ただの人形じゃん？」

　悠ゆう々ゆうと床に降りたつ女使徒聖。

　猫ねこのようにしなやかに。床に撒まきちったガラスの破は片へんを踏んだ時さえ、その足音はほぼ無音に等しい。

　──パチッ。

　冥が軽かろやかに指を打ち鳴らす。

「それともお嬢ちゃんが穴だらけになる？──一斉掃射やれ」

　銃じゆう声せいが、塔の通路にこだました。

　背後に控ひかえた帝国兵四人が手にしたのは自動小銃アサルトライフルＴＨ87型──毎分六百発の弾丸を撃ちだす帝国軍の「対魔女」装備である。

　四挺ちようならば、毎秒四十発。星霊部隊の対星霊盾ライオツトシールドも問答無用で弾はじき飛ばす。

　それが。

「始祖の末裔を舐なめているのです？」

　すべての弾丸が、キッシングに触ふれる寸前の虚こ空くうで消えた。

　何百発という弾幕。人間など瞬まばたきの間まで吹ふき飛ばす弾丸の雨が、まさに魔術のごとく消失したのだ。

「……バカな、あれだけの弾丸をっ!?」

　ピッと弾丸が切れる電子音。

　弾倉一つを使いはたした帝国兵が、恐きよう怖ふに顔を引きつらせた。

　何百発という弾丸を防いでみせる。純血種ならば不思議ではないが、帝国兵の驚きよう愕がくは、それをキッシングが「棘」で実現してみせたことにある。

　──そもそも棘で弾丸は防げない。

　風や波動のような障しよう壁へき型の術ではないのだ。

　弾丸を防ぐには、毎秒四十発で飛来する超ちよう高こう速そくの弾丸すべてを、あの細い棘で狙そ撃げきしなくてはならない。

　何百発の銃じゆう弾だんを、同じ銃弾で撃ち落とすようなもの。

　そんな超精密の芸当は、帝国軍の最さい新しん鋭えい迎げい撃げきシステムでも不可能だろう。

「……すべて撃ち落としたというのか!?」

「わたしは月ゾアの血脈なので」

　キッシングの全身から立ち上る紫色の星霊光。

　その光から、また無数の「棘」が生まれて宙に浮かび上がる。

「月ゾアの星せい霊れい制せい御ぎよ式は、帝国兵みなさまが戦ってきた星ルウや太陽ヒユドラには持ちえない……ああ、失言でした。これは他言無用だよとオン叔父様に言われていたのに」

　ネビュリスの三血族には、それぞれ独自の研究分野がある。

　月ゾアの研究は──星霊の「暴走」と「制御」。

　その成果たる星霊制御は、星ルウや太陽ヒユドラの星霊使いにはない。

　女王ミラベアやアリスの星霊術が味方を巻き添ぞえにしてしまうのが欠点である一方で、キッシングは敵だけを正確に射い貫ぬくことができる。

　銃弾を防いだのも、この精密制御がなせる業わざ。

「失言。しかし知り得た者は消せばいいですし、何ら問題は……」

「『暴ルイ嵐ンド荒キン廃グ・のハリ王ケーン』、起動」

　床ゆかに片かた膝ひざをつけて。

　使徒聖第三席『降りそそぐ嵐あらし』の冥が、そう発した。

　冥のむき出しの肩かたの皮ひ膚ふが破けて血が噴ふきだす。

　キッシングは何もしていない。使徒聖の冥が、何かを肩に担かつぐ体勢を取っただけで、鋭するどい爪つめが食いこんだかのように血が滲にじみはじめたのだ。

　だが。

「っ！」

　純血種キッシングは、この瞬間、生しよう涯がい初めて寒気という感覚を知った。

　何かやばい。

　ゾア家の過か酷こくな訓練でも味わったことのない未み曾ぞ有うの脅きよう威いが、この使徒聖からもたらされるという直感が。

「棘よ！　あの女をバラバラに──」

「遅おそかったね」

　それが処しよ刑けい宣告。

　冥が担いでいた光学迷めい彩さい兵器が、起動によって真実の姿へと戻もどっていく。

　透とう明めいだったモノが鈍にぶく輝かがやく巨きよ大だい砲ほう台だいへ。

　──電子制御型36連機関砲「暴ルイ嵐ンド荒キン廃グ・のハリ王ケーン」。

　毎秒１０００発の弾丸を発射する艦かん載さい兵器である。そして毎秒１０００発の弾丸を防ぐことのできる星霊使いはいない。

　炎ほのおでも風でも雷かみなりでも、氷や水、土の障壁も突とつ破ぱする。

　あらゆる星霊使いを殲せん滅めつする兵器。

「言わなかったっけ？　『降りそそぐ嵐』の異名を教えてあげるって」

　ニッ、と鋭い犬歯を覗のぞかせる女使徒聖。

　猫のように愛あい嬌きようのある、それでいて獅し子しのごとき殺気を全身から立ち上らせて。

「だからバイバイ、可愛い魔ま女じよちゃん」

　棘の魔女キッシングは──

　自分に向けて襲いかかってくる嵐の轟ごう音おんを、聴きいた。




　　　　[image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん]




　女王宮・空中庭園。

　噴き上がる熱波に煽あおられて、庭園の爽さわやかな草花の薫かおりに、くすぶる煙けむりと燃もえ殻がらの刺し激げき臭しゆうがまじり始める。

「おっと、そう言えば一つよろしいかな美しき使徒聖殿どの」

　オン・ゾア・ネビュリス。

　黒のスーツを着こなしたこの男は、王家三血脈の一つゾアで当主にかわって指揮を執とることを許された人物だ。顔の古傷を仮面で隠かくすという立たち居い振ふる舞まいから、自ら仮面卿きようを名乗ることもある。

「肝かん心じんなことを聞き忘れていたよ。君は、どうやって女王宮ここに入ることができたのかな」

　女王宮の扉とびらは閉まっている。

　ほかの帝てい国こくの精せい鋭えい兵は一人として侵しん入にゆうできていないのに、なぜこの女だけは部下を差しおいて侵入できたのか。

「んー。ソレを言ったら商売あがったりですし？」

　応じたのは、眼鏡をかけた長身の女使徒聖だ。

　いかにも芝しば居いがかった仕草で首をかしげながら、彼女はあくまで暢のん気きな口ぶりで。

「そんなこと堂々と帝国てきに訊きく不敵さ、ウチは嫌きらいじゃないですけどねぇ」

　使徒聖第五席、璃リ洒シヤ。

　天帝参さん謀ぼうとして知られる彼女が帝都を離はなれて自ら参戦する。この事実だけをとっても、帝国の「本気」を窺うかがい知るに十分だろう。

「手品の種明かしまでは望んでないさ。だが商売と言うからには多少のおまけサービスがあっても良いだろう？」

「ならヒントだけ。正面扉はちゃんと閉まってましたよ」

「ほう」

　顎あごに手をあてて、仮面卿オンが低く喉のどを鳴らしてみせた。

「ということは、その先は──」

　消えた。

　声を置きざりに、仮面の男が闇やみ夜よに溶とけるように消失したのだ。

「っ」

「使徒聖殿の身体からだに訊くとしよう」

　消えた声は、背後から。

　転移。空間を渡わたって回りこむ仮面卿のナイフの切っ先が、璃洒の背中に突つき刺ささる──はずだった。

「なに？」

「……おっと危ない。やっぱりそう来ましたかっと」

　ナイフの切っ先が空を切る。

　仮面卿が驚愕の声を上げるほどの反応でもって、天帝の参謀である女使徒聖は軽かろやかにその身を旋せん回かいさせていた。

　流れるように床を蹴けって、後退。

「ああ言い忘れました。こっちあいにく奇き襲しゆうのネタはわかってるので。ミスミスっていう帝国兵を覚えてます？」

「ミスミス？」

「ミュドル峡きよう谷こくの諍いさかいで、あなたが星脈噴出泉ボルテツクスに蹴け落おとした帝国軍の隊長がいたでしょう。覚えてようといまいと構わないけど」

　眼鏡のレンズごしに。

　怜れい悧りな双そう眸ぼうで、女使徒聖が敵を睨ねめつける。

「ウチ、彼女の同期なんで。あなたのこともよく聞いてます」

「……ミスミス。ああ思いだした。あの小こ柄がらな淑女レデイだね。なるほど、そういう繫つながりなら合点がいく。ま、私の能力はそんな大それたものではないから。知られたなら、ただそれだけのこと」

　白はく刃じんのままナイフを懐ふところにしまう、仮面卿。

「しかし何だね。璃洒殿は、同期が隊長級のなか一人だけ使徒聖に昇しよう格かくしたと？」

「ええまあ」

「帝国軍はそういう序列階級の競争がとても激しいというじゃないか。君ほどの逸いつ材ざいなら、さぞ周りから妬ねたまれただろう？」

「慣れっこですよん」

　応こたえる使徒聖が、黒くろ縁ぶちの眼鏡を外してみせた。

　薄うすいレンズごしでさえ怜悧だったまなざしが、いっそう強まったのは仮面卿の思いこみではないだろう。

「これで四回目の二十二歳なんで」

「……ほう？」

「あ、これ秘密ですよ。バレたらウチが天帝閣下に怒おこられるんで」

　眼鏡の丁番ヒンジに指をひっかけて。

　クルクルと器用に回しながら、璃洒はクスッとおどけてみせた。

　──どうせ知ったところで利用できないでしょう？

　そんな暗あん黙もくの挑ちよう発はつを仄ほのめかせながら。

「まあ帝国兵こちらも日々精しよう進じんしてるわけですよ。魔女やら魔人が相手ならこっちも身に色々と仕込まないといけないですし」

「これはこれは。若き才女かと思えば、歴戦の古ふる強つわ者ものである老婦人であったと？」

「いやいや乙おと女めですよ？　三み十そ路じ前になったらやり直すのがウチの流りゆう儀ぎなんで。今まさに花盛ざかり、香かおり嫋たおやかな淑女レデイですってば」

　空いている手をふって璃洒が微び苦く笑しよう。

「老化予防アンチエイジングとか美容整形じゃない。もっと痛くて怖こわいやり方でね。興味あるなら帝国へお招きしますが」

「いや結構」

「それは残念。ああ、でもそうだ。我らが八大使徒のお達しノルマで──」

　ヒュン、と。

　微かすかな違い和わ感かん。夜風の吹ふきすさぶ音にまじって、空気を切り裂さく音がした。

「純血種おまえたちを捕とらえてこいって」

　光り輝く細い糸。

　髪かみの毛けよりも細い繊せん糸しが、仮面の男の首筋に絡からみつく。優ゆう雅がに佇たたずむ純血種が、はじめて動どう揺ようの声を禁じえなかった。

「っ何!?」

　そして転移。

　わずか二メートル先に移った仮面卿が目をみはるなか、獲え物ものを捕らえそこねた光の糸が、璃洒の手元にたぐり寄せられて戻っていく。

「あ、残念。よく気づきましたねぇ」

　さながら蜘く蛛ものごとく。

　獲物を糸で捕らえかけ、そしてもう一歩で逃のがしてしまった微苦笑の使徒聖。

「頸けい動どう脈みやく洞どう反射ってご存じです？　人体最大の急所の一つ」

「…………」

「どんな大男も首のココを絞しめれば五秒で失神する。しかも痛みがないから咄とつ嗟さの反応も困難極きわまりない。首にかかった糸をウチがもう少し早く引っ張ってれば、すごく綺き麗れいに落とせたんですが。まあ不慣れなんで」

　仮面卿は無言。

　ゾア家きっての切れ者は、当然にこの一いつ瞬しゆんで気づいていた。

　女使徒聖の指先──

　今まさに眼鏡をクルクルと回している人差し指から、星せい霊れいエネルギーの具現たる星霊光が立ち上りつつある。

「星霊術って不便ですねぇ。こんな細い糸でも星霊エネルギーが強きよう烈れつに光ってしまうから、夜はこうして気づかれちゃう。今が昼間なら良かったけど」

「…………」

「ま、さっきのお返しです。ウチみたいな可愛かわいい淑女レデイの後ろに回ってナイフで襲おそいかかる野や蛮ばんな真ま似ねよりマシでしょう？」

　星霊エネルギーは、星霊だけが発する未み解かい析せきエネルギー。

　人間から放出されることはない。星霊を宿した「星霊使い」だけがその身に強大な力を授さずかるのだ。

　それが、なぜ帝国人の使徒聖から？

「度しがたいな。帝国人というものは」

　仮面の裏から響ひびく、ぞっとするほどに低く押し殺した声。

「我々をさんざん魔ま女じよ魔人と蔑さげすんで、その裏で星霊を利用していたわけだ。使徒聖の皮をかぶった同じ穴の狢むじな……」

「おっと、怒いかりの矛ほこ先さきが違ちがいますね」

「ふむ？」

「星霊を人体に強制的に付ふ与よする実験ってのは否定しません。が、あなたたちネビュリス王家の協力なくして実現できなかったわけですし？」

「……裏切り者の示し唆さかな」

　仮面の縁ふちを指先でノックする黒服の男。

「王家に裏切り者がいることはゾアも見通しがついているが、情報の提示は大だい歓かん迎げいだよ。ついでにその名前も教えてくれないかね？」

「あーもう鈍どん感かん」

　璃洒が眼鏡をかけなおす。

　薄いレンズごしに、始祖の末まつ裔えいを見つめて口の端はしをつり上げた。

「ウチに勝てば教えてあげますよ？……なんてこんな臭くさいセリフ、言わなくたってわかるでしょうに」

「おお、これは失敬。私としたことが」

「だからあなたは逃げられない」

　璃洒・イン・エンパイア──

　使徒聖の第五席が、仮面の純血種に向けて両手を広げてみせた。

　星の糸──璃洒の掌てのひらから生まれた「星の糸」が空中で分ぶん裂れつし、蜘蛛の巣状に空中庭園を覆おおっていく。

　星の第四世代『紡つむぎ』の星霊。

　ネビュリス皇おう庁ちようには存在しない。この星霊は、帝てい国こく領土内の星脈噴出泉ボルテツクスで生まれた種であるからだ。

「ウチの持ってるあらゆる秘密が欲ほしいでしょう？　ウチを逃のがしたくないでしょう？　だからあなたは、この場から決して離れられない」

「まったくもって望むところさ」
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　仮か面めん卿きようオンが、姿勢を正して優雅に一礼。

　夜の仮面舞ぶ踏とう会。そこに出くわした一組の紳しん士しと淑しゆく女じよたち。その華か麗れいなるダンスの誘さそいであるかのごとく。

「美しき淑女レデイからの誘いだ。断るのは紳士失格だよ」

「そういう芝しば居いがかったの嫌いじゃないですよ。だけど……」

　天帝参謀がきゅっと目を細めてみせる。

　自らの均整のとれた肢し体たいを抱だき寄せるように、妖よう艶えんに身をくねらせながら。

「ウチは、あなたの素す顔がおの方がたぶん好きですよ？　仮面の奥から見え隠かくれする醜みにくい残ざん虐ぎやくな本ほん性しよう、いかにも魔人って感じ」

「はて覚えがないが」

「力ずくで曝さらけださせてあげますよん？」

　底知れぬまなざしで語りあい──

　魔人と使徒聖は、まさしくダンスのごとく同時に地を蹴った。




　　　　２




　時同じく。

　月の塔とう、女王宮につながる空中回かい廊ろう「月の冠かんむり」を前にして。

　カラカラ……

　カラン……と転がる小石の破は片へん。その正体は、数秒前までこの塔を構成していた壁かべと、そして天てん井じようであった特とく殊しゆな鉱石だった。

　並の衝しよう撃げきでは表面さえ剝はがれない強固な石材。それが、あたかも砂の城のごとく砕くだけて壁に大穴ができていた。

　──電子制せい御ぎよ型36連機き関かん砲ほう「暴ルイ嵐ンド荒キン廃グ・のハリ王ケーン」。

　たった一機の個人搭とう載さい兵器によって。

「ふぅ。あー重かった」

　巨きよ大だい機関砲を勢いよく床ゆかに打ちつける、冥。

　その兵器を担かついでいた肩かたは皮ひ膚ふがやぶけて血が滲にじみ、その両足は銃じゆうの反動によって床にめりこんでいる。

　だが刮かつ目もくすべきは兵器ではなく、冥自身。

　この女兵士は、王宮突入時から常にこの兵器を担いでいたのだ。

　光学迷めい彩さいで透とう明めい化していても重さは変わらない。

　軽量化に成功したとはいえ艦かん載さい兵器。それを担いだまま冥は平然と歩き、跳とび、そして走っていた。

　天の授けし肉体──

　魔女魔人に「星霊」が宿っているように、この女使徒聖の肉体にもまた生来の特異体質ギフトが宿っている。

「冥様、あの……純血種は生いけ捕どりにする予定でしたが……」

「あ。しまった。ついつい」

　冥が苦笑い。

　通路にうずたかく積もっている瓦が礫れきの山。その向こうは細かい粉ふん塵じんがたちこめて、銃のスコープでも見通すのが難しい。

　無論、毎秒一〇〇〇発もの弾だん幕まくを浴びてヒトがヒトでいられるわけがない。

「ああいう箱はこ入いり娘むすめを見るとさ、あたしつい虐いじめたくなっちゃうんだよね。こっちは生まれた時から硝しよう煙えんの中で。泥どろ水みず啜すすって生きのびて、化か膿のうした傷を自分で抉えぐってさ……命かけて戦場にいるじゃん。だけど純血種あいつらは違う」

　たまたま強大な星霊を得て生まれてきた。

　ただそれだけで一いつ切さいの苦しみを知らない生活が保障され、気まぐれに戦場に現れては、帝国兵を虫けらのごとく蹴け散ちらしていく。

　──あなたたちは何でこんなに弱いのかしら、と。

　蔑みのまなざしで。




　帝国が魔ま女じよを迫はく害がいした？──否ちがう。魔女こそがヒトを見下しているのだ。




　冥も四人の部下たちも、戦場で幾いく度どとなく見てきた。

　自分たちを見下す魔女たちの、あの弱者をいたぶる蔑みの目を。無論ネビュリス皇おう庁ちようがそれを認めることはない。

　星霊使いの迫害のない世界を？

　それは噓うそだ。

　そう謳うたう始祖の末裔たちが、世界で誰だれよりも「ただの人間」を見下している。

「だからむかつくんだよ。なあ隊長ちゃん？」

「仰おつしやる通りです。我々はヒトとして戦っているのですから」

　帝国には、帝国の正義がある。

　ただのヒトに過ぎない帝国兵は、魔女や魔人と比ひ較かくにならない過か酷こくな訓練に身を浸ひたし、ようやく戦場への投入が許される。

　そして──

　ただ生まれつき強いだけの魔女に、一いつ蹴しゆうされる。

　帝国軍の武器が非道だという噂レツテルが出回ることもあるが、現実には星霊部隊による一方的な蹂じゆう躙りんの方がはるかに多い。

「だから帝国兵あたしらは頭を使うんだよお嬢じようちゃん。あたしの武器も、この王宮への侵しん攻こうもね。薔ば薇ら色いろの空気に浸った子にはわからないだろうけどね」

　積もった瓦礫へ、舌打ち。

　部下たちに視線を送って背を向ける。そんな女使徒聖の耳に、カツッ、と瓦礫の破片が転がる音が飛びこんだ。

「…………」

「冥様？」

「よかった。生け捕りにする予定だったから。無事で何よりだよお嬢ちゃん」

　冥の見つめるその先。

　見上げるほどに積もった瓦礫が、奇き怪かいな音を響かせて氷が溶とけるように消えていく。

「バカな!?」

「あ、あれだけの銃弾を浴びながら生きているだと！」

「もう静かに隊長ちゃん。アンタたちは後ろ見張ってて。いまの銃声で星霊部隊が集まってくるだろうし」

　どのみち部下たちは役に立たない。

　暴ルイ嵐ンド荒キン廃グ・のハリ王ケーンの一いつ掃そう射しや撃げきで仕留めきれないのでは、後ろの部下たちの援えん護ご射撃など意味をなさない。

「だけど、さすがの純血種サマも相そう殺さいはできなかったみたいじゃん」

「…………っ……ぁ…………」

　黒くろ髪かみの少女が、息を荒あららげながら瓦礫のスキマから這はい上がってくる。

　美しく仕立てられた王衣ドレスはもはや無残な布の切きれ端はしとなり。日焼けとは無む縁えんの白い肌はだは、瓦礫で傷つけられて血が滲んでいる。

　絹のようにさらさらの黒髪も、粉塵で白く汚よごれている。

　そして何よりも。

　少女の愛らしい顔は、激痛と恐きよう怖ふに染められてくしゃくしゃに歪ゆがんでいた。

「い……痛い……わたしが……こんな……血……？」

　純血種キッシングは、敗北の味を知らないわけではない。

　帝てい国こく剣けん士しイスカとの戦いで思いがけぬ敗北を知った。だが彼になくて、この冥という女使徒聖に有るものがある。

　──怨おん念ねん。

　魔女に対する何千何万人もの帝国兵の怒り。

　望むものは和平ではない。すべての魔女の殲せん滅めつという憤ふん怒ぬの感情は、イスカとの戦いでは感じなかったからだ。

　だからこそ学んだ。戦争とはこういうものだ、と。

「…………オン叔父おじ様、わたし理解しましたわ」

　魔女キツシングの瞳ひとみが、輝かがやいた。

　眼光という気き迫はくの表れではない。冥と帝国兵四人が見ている前で、キッシングの双そう眸ぼうは物理的に輝きだしたのだ。

「へぇそういうこと。そんなボロボロの服でも星せい紋もんが見当たらないと思ったら、嬢ちゃんの星紋は瞳のなかにあったわけだ」

　瞳の奥で輝く星紋。

　魔女キッシングの登場時、この少女は眼帯で目を覆っていた。

　星紋の位置として「瞳のなか」というのは帝国側にもデータがない。純血種の中でも、おそらく異例のものだろう。
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「気になるね。ますますサンプルに欲ほしくなったよ」

「…………」

　純血種キッシングがふらりと立ち上がり、すり切れた自分の頰ほおをなでた。

　指先についた赤い滴しずくを見下ろしながら。

「わたし理解できました。戦争なんて全然いいことない。続けるのは時間の無む駄だ。だってこんなに痛いんだもの」

「おや？　いまさら改心かい？」

「はい。戦争をやめましょう」

　すり切れた王衣ドレスをまとう少女が、背後に広がる空へと両手を広げた。

　その瞳に、明確な殺意を滾たぎらせて。

「帝国軍の完全消しよう滅めつをもって！」

　ざわりと空間が軋きしみを立てる。

　数秒の間もなく、キッシングの仰あおぐ空を埋うめつくすほどの「棘とげ」が具現化した。

　──棘の行進『森しん羅ら万ばん消しよう』。

　何十万におよぶ星せい霊れいの棘。

　飛ひ空くう挺ていどころか、この月の塔さえ分解し尽つくすだろう。それが冥や帝国兵たちの頭上を包囲するかたちで瞬またたく間まに広がっていく。

「なっ!?」

「……へえ。いい表情するようになったじゃん」

　吹っ切れた。

　制御のタガが外れた。月ゾアの塔を破は壊かいせぬよう制御していた心のブレーキが、身に迫せまった死の恐怖でもって破壊されたのだ。

　──これこそが純血種。

　過去百年に、帝国が一体として捕とらえられていない怪かい物ぶつのあるべき姿。

「冥様！　敵の星霊術に囲まれました！」

「見りゃわかるじゃん。ほら気合い入れなよ隊長ちゃん、やられる前にやらないとあたしら全ぜん滅めつだし」

「できると思うのですか。もはやわたしに慈じ悲ひはない」

　すべての棘を拡ひろげて結界となす。

　その棘の規模は、暴ルイ嵐ンド荒キン廃グ・のハリ王ケーンの弾幕でさえ撃うち落とせるものではない。だが、それでも女使徒聖は野性味あふれる笑えみを浮うかべたままで。

「慈悲だなんて。まだ懲こりないのかな嬢ちゃん」

「……？」

「たかが一回生きのびたからって調子乗りすぎじゃない？」

　床に降ろしたままの暴ルイ嵐ンド荒キン廃グ・のハリ王ケーン、その表面を指先でなぞる女使徒聖。

「予言しようか。次の銃声が聞こえた時が最後だよ」

「ええ。帝国兵みなみなさまの最後でしょう」

　無数の棘を浮ふ遊ゆうさせるキッシングの言葉には、絶対の自信が。

　対する冥の口元にも、野性味あふれる勝利の笑みがこぼれ出ている。

　どちらかが虚きよ勢せい？

　そうではない。使徒聖と純血種は、どちらも等しく勝利を確信しているのだ。

　両者が動く──

　最大規模で展開された棘の一いつ斉せい放射に対し、冥の兵器である暴ルイ嵐ンド荒キン廃グ・のハリ王ケーンの真の弾だん丸がんがそれを迎むかえ撃つ。




　そのどちらもが、不発に終わった。




　帝国兵が見たこともない深ふか紫むらさき色をした奇怪な獣けものが、床ゆかを食い破って飛び上がり。

　キッシングの棘を全身に浴びながら割って入ったのだ。

「……えっ!?」

「何っ」

　キッシングの棘を浴びても消滅しない、六足の獣。

　帝国軍のものではない。なぜならその獣たちは、冥とキッシングのどちらにも牙きばを剝むいて飛びかかってきたからだ。

　顎あごまで口が裂さけており、そこからは星霊光に似た光が唾だ液えきとして滴したたり落ちている。

　その唾液が床に落ちた途と端たん、じゅっ、と音を立てて床が腐くさっていく。

　──ぞくっ。

　数あま多たの死線をくぐり抜ぬけてきた冥の第六感が、形容しかねぬ脅きよう威いを察知した。

　呪じゆ怨おん？

　極きわめて珍めずらしい『呪のろい』の星霊に似ているが、この一いつ瞬しゆんでは判断つかない。何よりキッシングの棘を浴びて平然と動いているのが異常すぎる。

「なんかヤバい。全員ちょっと離はなれよっか！」

　有う無むを言わずに跳とび下がる。

　四人の部下たちもそこに一いつ切さいの異論を挟はさまない。

「おい嬢ちゃん、これは──」

「まさか……グロウリィ御祖父おじいさまの星霊!?」

　キッシングが背後に振ふりかえった。

　青ざめていた。怒いかりのままに星霊術を展開していた純血種キッシングが、そこに現れた獣たちを前にして。

「待って御祖父さま。この帝国兵たちはわたしが──」

　どこからともなく。

　忌いまわしき獣の咆ほう哮こうが轟とどろいたのはその時だった。
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　ネビュリス三王家の当主とは──

　その血族の象しよう徴ちようゆえに、もっとも頼たよられるべき者でなければならない。

　では。

　もっとも頼りになる者とは、何を指す？

「もっとも強い星霊使いであること。さらに知略に優すぐれ、場数を踏ふんでいること。当主の要件はひどく明快じゃ」

『ならば女王とは？』

「アレも当主と変わらんよ。あえて言うならそこに人気投票の面が加わる」

　車くるま椅い子すの老人が、くくっと嗄しわがれた声で喉のどを鳴らしてみせた。

　ゾア家当主グロウリィ。

　皺しわと老人斑はんにまみれた顔。齢よわい七十を過ぎた老人ながらも、その声量は驚おどろくほどに豊かで、そして眼光は力に満ちている。

「若く美しい乙おと女め。それも強大な星霊を宿した者が女王となれば、それだけで十分に国民の希望となろう」

『不満そうな口上だな。貴様が男で、女王になれなかった負け犬の遠とお吠ぼえか？』

「まさか。今の女王とて手しゆ腕わんに不満があるわけではない。三十年前は手の付けられんかった戦闘機械オートマタが、よくもまあ人間らしくなったと感心しておる」

　ネビュリス皇おう庁ちよう・月の塔とう。

　満月を模した常夜灯ライトが照らしだす三階の大スペースは、講演や映画鑑かん賞しようをはじめとしたイベントが行われる多目的ホールになっている。

　今こ宵よいそのホールを訪おとずれたのは、帝国がほこる刺し客かくの一人──

「そうじゃな。ちょうどお主に似ておった。冷たい鋼はがねのような殺気と、何者の接せつ触しよくをも拒こばむ威い圧あつをまき散らす戦せん闘とう人形」

『俺に？　この国の女王が？　はっ、魔女バケモノと一いつ緒しよにされては困る。こんな俺でもさすがにヒトとしての矜きよう持じはある。貴様らとは違ちがうとな』

　鼻で笑いとばす帝国人。

　使徒聖第八席『神の見えざる手』ネームレス。

　その姿がゆらゆらと揺ゆれているのは、頭から足先までを鈍にび色いろのコートスーツで覆おおっているからだ。光学迷めい彩さいによって思いのまま姿を消すことのできるこの男は、銃じゆうを用いぬ格闘技術サイレントキリングの達人として知られている。

「昔の話じゃよ。お主がまだ生まれたてか、生まれてもない昔話」

　ギィ、と車椅子をわずかに傾かたむかせる老人。

「当時十四、十五か。あの寡か黙もくな殺さつ人じん鬼きじみた時が現女王ミラベアの最さい盛せい期だった。あの二年間、アヤツはまさしく史上最強の女王候補であった。……今のアヤツは牙が抜けたの。女王となって戦場を離れたからか、あるいは娘むすめができたからか」

『何が言いたい？』

「世代交代の時がきたのじゃよ」

　ゾア家当主グロウリィの言葉に、力がこもった。

「帝国軍きさまらにも感謝しておる。この混乱を招いた女王の責任は重い。きたる女王聖別儀礼コンクラーヴエでルゥ家は失しつ墜つい。残すは月ゾアと太陽ヒユドラのみ」

　常夜灯ライトに照らしだされた使徒聖を指さして。

「ゆえに帝国軍きさまらはもはや用済みじゃ。疾とく滅めつせよ」

　老人の足あし下もとで、影かげが弾はじけた。

　飛沫しぶきをあげてホールに噴ふき上がるのは、うっすらと紫むらさき色いろに輝く星霊光。ソレがみるみると凝ぎよう縮しゆくし、六本足の猟りよう犬けんとして咆哮を上げた。

「星霊エネルギーの具現化か？」

「これは化身獣アバター。既すでに貴様は罪をしでかした。その罪が『罰ばつ』となったのじゃよ」

　老人が、自分の肩かたに突つき刺ささった鉄棒を引き抜いた。

　アイスピックのごとく先の鋭するどい暗器。数分前──出会い頭がしらにネームレスが投じたものを、この老人はあえて受けた。

「迂う闊かつにワシに攻こう撃げきしてきたのが仇あだとなったの。さて貴様は、貴様自身の『罰』から逃にげおおせるか？」

『罪？　あいにく贖罪ゆるしを請こう気はない』

　ネームレスが勢いよく片手を振りあげた。

　下手投げアンダースローで投じたのは二本目の鉄棒。ソレが天てん井じように触ふれた途端、当主グロウリィの頭上で火花が散った。

　鉄棒に仕込んだ小型爆ばく弾だんが、破は裂れつ。

　天井のパネルが落下して、真下にいた化身獣アバターを狙ねらい違たがわず押しつぶす。

「無む駄だじゃよ」

　パネルの下した敷じきになった獣が、ずるりと這はい上がってきた。

「この化身獣アバターはあらゆる物理干かん渉しようを受けつけん。たとえ帝てい国こくのミサイルであっても倒たおせんよ。それはお主の左ひだり腕うでが証明しておろう？」

『逆襲カウンター型の星せい霊れいか』

　動かない左腕を庇かばい、ネームレスが後ろに跳んだ。

　わずか二分前の衝突こと。

　襲おそいかかってくる化身獣アバターを左の拳こぶしで殴なぐりつけたはずが、化身獣アバターの身体からだが拳をすり抜けて取り憑ついてきたのだ。

　──呪のろいとなって腕が侵しん食しよくされていく。

　罪とは？

　この魔人の星霊はいったい何だ？

『敵オレに反応して成長する星霊エネルギー。一定以上に育った時に獣の形態をとって襲いかかってくる。育つ条件は敵オレが貴様を傷つけた場合……だけではなさそうだな。複数の成長条件がある。それが「罪」とやらか？』

「タネを明かす気はないぞ。良い線を突いているとだけは褒ほめてやるが」

　グロウリィの冷れい笑しよう。

「一つ教えてやろうかの。この化身獣アバターは無限に成長する」

『醜しゆう悪あくな星霊だが、物体をすり抜けるのは仇あだではないか？』

　格闘技術サイレントキリングの達人が床を蹴けった。

　真後ろの壁かべに手をついて、三角跳びでさらに上へ。迫せまってくる化身獣アバターの頭上をはるかに飛び越こしたネームレスが、右手を振り上げた。

　手にはセラミックナイフ。

　ネームレスの全力の投とう擲てきは拳けん銃じゆうの弾だん速そくに並びうる。一度目は様子見で肩を狙ったが、次は老人の胸部。

　化身獣アバターは物理干渉を受けつけない。つまりナイフが素す通どおりするので受けとめられない。

『その星霊と共に消えろ、魔人』

「花発ひらいて風雨多し──都合のいいことの前には邪じや魔まが付きものじゃよ。若造」

　ナイフが止まった。

　老人の車椅子の下から別の化身獣アバターの腕が伸のびて、それが人間の手のようにネームレスの放った刃やいばを絡からみとったのだ。

『……何っ！』

「お主の物理干渉は受けつけん。だがこちらから一方的に物理に干渉することができる。その意味がわかるか若造よ」

　帝国の使徒聖が、着地。

『まるで無敵だとでも吠ほえているようだな』

「そう言っておるのじゃよ」

　化身獣アバターは倒せない。

　その化身獣アバターが次から次へ襲ってくるうえに、物理不干渉という究極の盾たてとなって老人を守ることもできる。

　──これが「罪」の星霊。

　グロウリィが保持する逆襲カウンター型のこの星霊は、罪の発動条件を満たした場合にもっとも理り不ふ尽じんな強さの一体となる。

『要するにこういうことか？　敵オレの攻撃は、貴様も化身獣アバターも絶対に受けつけない。だが貴様だけは敵オレを一方的に攻撃できる』

「左様」

『ずいぶんと不条理だな。いかにも抜け道がありそうだが』

「無い。ゆえに無敵なのじゃよ。帝国軍の爆ばく撃げきだろうと毒ガスだろうとミサイルだろうと、ワシを倒すことはできんかった。こうして七十年生き延びておることが証しよう拠こじゃ」

『…………』

「当主の冠かんむり、伊だ達てではないぞ？」

　月ゾアを束ねる当主グロウリィ。

　帝国軍の過去のあらゆる砲ほう撃げきも、この老人を倒すことは適かなわなかった。ゾア家の仮か面めん卿きよう、キッシングが慕したう理由もここにある。

「ワシの足が不自由でなければな。五十年前に帝都は灰になっておったぞ」

『──焉いずくんぞ来者の今に如しかざるを知らんや』

　帝国人の詠うたう一節。

　想像もしていなかったその応こたえに。

「……なに？」

　車椅子の老人は、訝いぶかしげに目を細めていた。

　古き慣用句の一節だ。

　──過去の偉い人じんに、なぜ今の若人わこうどが及およばないと言えるのか？

　どんな過去の栄光も必ずや未来に追い抜ぬかれる。それは紛まぎれもなく、「戦歴七十年」を誇ほこる老人グロウリイへの嘲ちよう笑しようだろう。

　また、先の「花発ひらいて風雨多し」への意い趣しゆ返がえしでもある。

『足が不自由でなければだと？　仮定もしもの話で過去の栄えい華がを誇こ張ちようする。それこそを老いというのだ魔人』

　化身獣アバターの呪いを受けた己おのれの左腕──

　既にピクリとも動かない腕をだらりと下げたまま、使徒聖第八席が再び地を蹴った。

　残像を残す速度でもって横に跳とび、背後から音もなく迫ってきた化身獣アバターを紙かみ一ひと重えで躱かわしてみせる。

『貴様の星霊が並外れているのは認めてやる。だがな』

　現女王を「牙きばが抜けた」と称しようする一方で。

　自らもその老いに囚とらわれた魔人。

『星霊の強さは衰おとろえしらずとも、肝かん心じんの使い手が老いたのではないか？』

「はっ！」

　グロウリィが噴きだした。

　老人斑はんだらけの顔をくしゃくしゃに歪ゆがめ、なお可笑おかしげに唇くちびるをつりあげて。

「ただの暗殺者と思えば中々どうして。久しく見ておらんかったぞ。話せる使い手というのにな。若造、名乗れ」

『化物に名乗る名はない。一度そう答えたが？』

「このワシが名を二度求める。そうそうあることではないぞ」

『耳まで老いたか？』

「小こ癪しやく」

　そう返しながらも、老人は嬉き々きとした口調を隠かくそうともしなかった。

「しかし血気だけで死線は覆くつがえらんよ」

　ネームレスの背後で、化身獣アバターがみるみる巨きよ大だい化し始めた。

　無限に成長していく罪の星霊。人間の腰こしほどの大きさだった犬が三つ首となり、長身の使徒聖が見上げる巨体となっていく。

『まるで冥府の番犬ケルベロスだな。どれだけデカくなる』

「お主が力ちから尽つきるまで。最高記録は、そうじゃな、この月の塔とうよりも大きかったか」

　ネームレスを踏ふみ潰つぶせるほどに成長した冥府の番犬ケルベロスは、恐おそろしく俊しゆん敏びんかつ気配がまるでない。星霊エネルギーの集合体ゆえに無音。

　だが。

「むっ……」

　当主グロウリィは、己の目を疑った。

　捕とらえられないのだ。どこまでも成長しながら追つい跡せきし続ける化身獣アバターが、たかが人間一人の速度に追いつけない。

　──使徒聖。

　当主グロウリィが帝国軍にとっての脅きよう威いであるように、このネームレスという男もまたすべての星霊使いの脅威に他ほかならない。

『貴様さえ潰せば俺の罪とやらも消えるだろう？』

　老人に迫るネームレスが拳を溜ためる。

　その足下で、床ゆかがゴム鞠まりのように跳はねた。

『増ぞう殖しよくか？』

「成長だけではない。貴様の罪は無限に増殖していく」

　車くるま椅い子すの車輪の下から、新たに獅し子しの姿をした化身獣アバターが這い上がってくる。冥府の番犬ケルベロスの巨体よりもさらに大きい。

　ネームレスの眼前には獅子、そして背後からは冥府の番犬ケルベロス。

　避けきれない。

　身体の一部でも触れられれば「呪い」の部位が腐くさっていく。頭部に触れられれば即そく敗北──そう察した使徒聖の判断は、早かった。

　全身をコマのごとく旋せん回かい。

　その反動でもって、既すでに動かない左腕を強ごう引いんに振ふりあげる。牙を剝むく獅子の口めがけ。

『くれてやる』

　左腕を化身獣アバターに嚙かみつかせた。

　その口を封ふうじた上で、呪いが全身に到とう達たつする前に──ネームレスの左ひだり肩かたから先が一いつ切さいの音もなく千切れとんだ。

「……捨ておったか！」

『元から義手だ』

　ある星霊使いとの死し闘とうで失った──

　帝国兵はみな等しく命がけなのだ。使徒聖とて誰だれもが一度は生死の境を彷徨さまよっている。それが純血種に挑いどむということ。

　──そして今。

　義手であった左ひだり腕うでを切り離はなすことと引ひき換かえに、ネームレスは当主グロウリィの喉のど元もとへと踏みこんでいた。

「っ！」

　グロウリィに突つき刺ささる使徒聖の拳こぶし。

　その拳を、摑つかんで受けとめる化身獣アバターがいた。ヒト型をした巨人が、車椅子の下から亡もう者じやのごとく這はい上がってくる。

『……なに』

「二度目の罪は重い。いまお主は、ワシを傷つけた再犯者となったのじゃよ。『再犯』は、一度目よりもはるかに罪が重い」

　七つの大罪。

　先制・再犯・兵器・無勢・破は壊かい・虚きよ偽ぎ・裏切り──

　ネームレスが犯おかした罪は最初の二つだ。グロウリィの肩を鉄棒で抉えぐった「先制」、さらにこの攻こう撃げきで「再犯」の条件が満たされた。

　ゆえに罪の星せい霊れいが、この一いつ瞬しゆんで爆ばく発はつ的に増殖したのだ。

「罪に吞のまれよ」

　ネームレスめがけ、五体もの巨人が腕を伸ばす。

　さらに冥府の番犬ケルベロスと獅子の二体が飛びかかってくる。対する使徒聖は左腕を失い、右の拳も呪のろいに侵おかされて動かない。

『ちっ』

　巨大な化身獣アバターたちに押しつぶされる。その寸前に。

　帝てい国こくがほこる最上位戦闘員は、苛いら立だちまじりの舌打ちと共に大きく右足を振りあげた。そのまま一直線に、床めがけて踵かかとを振りおろす。

「愚おろかな。化身獣アバターが怯ひるむとでも──」

『怯む』

　ネームレスの踵が狙ねらったものは床に転がる己の左腕。義手であった機械を、自ら粉々に踏み砕くだく。

　──閃せん光こう。

　義手に仕込んであった「奥の手」が破は裂れつし、ホールを光で吞みこんだ。

「……この光、対星霊擲弾グレネードか!?」

『物理干かん渉しようは受けつけない。だが星霊そのものへの干渉は届くのだろう？』

　ネームレスを囲む化身獣アバターの動きが止まった。

　対星霊擲弾グレネード──星霊の動きを乱す波長を半径三十メートルにわたって展開する。

　ただし展開時間は「二秒」。

　その二秒の間に、使徒聖は化身獣アバターの包囲をコンマ数秒の差ですり抜けて大ホールの奥へと駆かけだした。

『貴様の星霊は見た。次は仕留める』

「逃にがすと思うか」

　冥府の番犬ケルベロスがネームレスを追って床を蹴ける。さらに巨人の化身獣アバターも追跡を開始。塔の壁かべと天てん井じようを破壊しながら、逃とう走そうする使徒聖へ。

　残るは当主グロウリィただ一人。

「…………」

　使徒聖が大ホールから消えたのを確かめて。

「……抜かったつもりはなかったが。小癪な帝国兵が」

　老人は、血を吐はき捨てて車椅子から転がり落ちた。

　胸に突き刺さった拳に肋ろつ骨こつを砕かれた。息を荒あららげながらも、全身の力をこめて車椅子にかろうじてよじ登る。

「逃げられんよ。罪の星霊は、この皇おう庁ちようの果てまでも貴様を追い続けるぞ」

　だが。

　ゾア家当主グロウリィさえ知るよしもない。

　ネビュリス王宮の中心で、既に皇庁くにが崩ほう壊かいしつつあることを。
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　女王宮。

　星ルウと月ゾアと太陽ヒユドラの塔が並ぶ王宮で、その中央にそびえる塔は、ネビュリス女王のための無敵の要よう塞さいだ。

　星霊が生みだした「生きる迷めい宮きゆう」。

　まず通路が、月と曜日によって出口が変わる。

　さらに各フロアは星霊エネルギーでのみ動く昇降機エレベーターで制せい御ぎよされ、帝国軍が侵しん入にゆうしようとも昇降機エレベーター一つ動かせない。

　侵入不可能。

　それが、皇庁くにの誰もが百年間抱いだいてきた女王宮への信しん頼らいである。




　その百年の信頼が、崩くずれる時が来た。




　女王の間──

　葡萄酒色ワインカラーの絨じゆう毯たんに彩いろどられた静せい謐ひつの間は、今は窓から吹ふきこむ外の爆ばく風ふうが激しく舞まい荒あれ、いつもの静せい寂じやくが見る影かげもない。

　凍こごえるほどに冷たい夜風と、肌はだを焦こがす火の粉がまじりあう。

　そんな混こん沌とんとした空気のなかで。

「ネビュリス女王よ」

　帝国軍の放った刺し客かくの宣告が、女王の間にこだました。

　あるいは。

　天帝の護衛をただの「刺客」と呼ぶのは、的外れかもしれない。

「悠ゆう長ちように事を進める気はない。どうせ数分とたたずに王宮守護星たちがやってくるだろう。ゆえにだ」

　使徒聖第一席『瞬またたき』の騎き士しヨハイム。

　甲かつ冑ちゆうとコートとが一体化した専用の戦闘衣を着こなした、紅くれないの髪かみをした偉い丈じよう夫ふである。その男が一歩踏みこんだ。

　わずか一歩。

　女王ネビュリス８世がそう認にん識しきしたのとほぼ同時、女王の前髪が激しく舞い乱れた。

　風圧？　たかが一歩の踏みこみで？

「今この場で眠ねむれ」

　振りおろされた細身の刃やいば。

　瞬間転移──そう錯さつ覚かくするほどの刹せつ那なでもって迫せまってきた剣けん士しに、女王は目をみひらいて吠ほえ叫さけんだ。

「墜おちろ！」

　空気の砲ほう弾だん。

　広間の天井に溜めていた膨ぼう大だいな空気の塊かたまりが、まさしく魔ま女じよの呪じゆ文もんによって、床に大穴を空ける弾だん丸がんとなって降ってくる。

　と同時に、その強力な下降気流が女王を守る不可視の壁となる。

　──女王は、二階階段の踊おどり場ばへ。

　──使徒聖ヨハイムは、女王の間の扉とびら付近まで押し返されて。

　吹きすさぶ風がフロアを流れていく。

「『静寂しじまの風』のミラか。その渾あだ名なの割には術が荒あら々あらしい」

「何十年前の話をしているのです？」

　踊り場から帝国剣士を見下ろしながら。

　女王ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世は、乱れた前髪を手で梳すきなおした。衝しよう動どう的に、自身の胸に手をあてかけたのを自制する。

　凄すさまじく早はや鐘がねを打つ、鼓こ動どう。

　それは言葉にするまでもなく、使徒聖のたった一歩の踏ふみこみで懐ふところに潜もぐりこまれかけた衝しよう撃げきによる昂たかぶりだ。

「ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世──風の星霊の亜あ種しゆである『大気』の星霊使い。風を操あやつるのではなく、より大規模な空気そのものを操作する」

　報告書を読み上げるような、帝国剣士ヨハイムの感情なき声。

「戦場に出たのは十一歳。以後十年、純血種のなかで最多の出撃数により帝国領土の実に三パーセントを奪うばった。魔女でありながら武芸と暗殺技能を極きわめた皇庁随ずい一いちの使い手として、史上最強の女王候補としても目されたと」

「…………」

「だが衰えた」

　挑ちよう発はつではない。

　ただの通告として、使徒聖第一席が言葉を続ける。

「その強さは、感情のない戦闘人形として戦場で磨みがき上げてきたもの。女王として国民の前で笑え顔がおをつくろい、アクビの出る会議にただ座すだけでは鋼はがねも錆さびる」
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「帝国人が、まるで見てきたことのように想像を語るのですね」

「見てきたさ」

　細身の長剣をゆらりと携たずさえながら。

「この城の者たちがな」

「そうですか」

　女王ミラベアにとって、その事実はもはやどうでもいい。

　裏切り者がいる。

　それが自分の親しい者であることはほぼ確信しているし、内心で、どの娘であるのかも推測ができている。

「取捨選せん択たくですよ」

　二人だけの広間に、女王ミラベアは声を響ひびかせた。

「私一人の力が衰おとろえたことなどどうでもいい。女王として皇庁くにを守ることができるなら、それが正しき選択でしょう」

　帝国剣士の後ろには、サイコロ状に切断された扉の残ざん骸がいが転がっている。

　……護衛はまだ来ない？

　……これだけの轟ごう音おんが鳴り響けば、近くの警備が真っ先に気づくはずなのに。

　ここ女王宮の防衛システムは大きく二つ。

　女王を含ふくむ要人の護衛にあたる「王宮守護星」と、侵入者を狩かる遊撃部隊「支配星ルーラー」。いずれも生きつ粋すいの使い手たちだ。

　それが一人として現れないのは、疑問を通りこして明らかに異常だろう。

　……部屋の前にいた護衛たちは、この剣士に倒たおされた？

　……あるいは他の使徒聖も女王宮に入り込んでいて、戦せん闘とう中？

　敵の一挙一動を観察しながら。

　思い浮うかべたのは護衛の誰だれでもなく、次女アリスリーゼの面おも影かげだ。

　まだ十七歳ながらも戦力としては間ま違ちがいなくルゥ家の切り札。時刻としては既すでに王宮にたどり着いているはず。

「氷ひよう禍かの魔女を待つつもりか」

「っ!?」

　手の内を読まれた。

　その衝撃と焦あせりで、女王の思考が一いつ瞬しゆん止まる。

　──ヨハイムの姿がブレる。

　女王の間を揺ゆらすほどの衝撃でもって床ゆかを蹴った剣士が、瞬まばたきも許さぬ流りゆう麗れいさでもって目の前の虚こ空くうをなぎ払はらった。

「私の術を!?」

　爆弾低気圧ボムサイクロン。

　急速に発達した低気圧を指す気象用語だが、女王ミラベアの術は、まさに言葉どおりの見えない機き雷らいを意味する。

　触ふれた獲え物ものを、台風級の渦うずに引きずり込む。

　本気を出せば帝てい国こく軍の戦車さえ行動不能にする。それが生まれる風の予兆を感じとるや、その空気を剣で断たちきった？

　無理だ。

　この剣士がどれほどの達人であっても、女王の術のカラクリを知っていなければ対応できるわけがない。

「やはり通つう謀ぼう者……！」

「情報戦だ。正せい攻こう法ほうで女王おまえを仕留める気など、さらさらない」

「イリーティアですね」

　剣士は無言。

　ただまっすぐに剣を振ふりおろす。女王ミラベアが展開する風の結界に煽あおられながらも、使徒聖の剣は風を切り裂さきながら進んでくる。

　ぞっ、と冷たい感かん触しよく。

　頰ほおに硬かたいものが触れた瞬間に、ミラベアの頰から赤い滴しずくが勢いよく飛び散った。

「痛つっ!?」

　どこまで斬きられた？

　頰の表面？　それとも頰の肉まで斬られたか？　自分の傷を把は握あくする間も与あたえられず、ただ全力で跳とびさがる。

　速い。いや、この剣士の挙動をそう喩たとえるのは的外れだ。

　とてつもなく鋭するどい。

　ただ速いだけならば、ミラベアの展開した風の結界を突とつ破ぱできない。速さと力強さとが、とてつもなく高い次元で均きん衡こうした機動力。

「覚かく悟ご」




「──────私を舐なめすぎではないですか？」




　両者の動きが、止まった。

　ネビュリス８世は星せい霊れい術じゆつを使っていない。

　にもかかわらず、その眼前にまで迫った使徒聖ヨハイムは、踊り場に足をかけたところで急停止していた。

　──女王の眼光。

　次女アリスが、そして三女シスベルがいれば目を疑っていただろう。

　娘たちに一度として見せたことのない、純血種ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世としての機械じみた無機質なまなざし。

「……しょうがないですね。護衛も、アリスも当分まだ来ないようですし」

　しゅるりと衣きぬ擦ずれの音を響かせて。

　女王の王衣ドレスのうち肩かたを覆おおっていた厚地の上着部分を脱ぬぎ捨てる。防ぼう弾だん・耐たい刃じんの鎧よろいを自ら脱ぎすてた軽装へ。

「女王の間を私が壊こわしてしまうのは、本意ではないのですが」

　ぎちっ、と。

　ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世のまわりで響く奇き怪かいな音は、大気の星霊が騒さわぎ始めたことによる空気の断層現象によるもの。

　抑おさえていた星霊の、解放へ。

「これにて終演です」

「…………」

　ネビュリス女王の宣告を無言で受けとめる、使徒聖第一席。

　その男からこぼれた呟つぶやきは──

「やはり理解してないな。俺が『誰』であるのかを」

　これ以上ない。

　見下げはてた、哀あわれみの嘆たん息そくだった。








Chapter.3　『魔ま女じよ狩がりの夜・終章』
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　ルゥ家の別べつ荘そう──

　銃じゆう声せいが鳴りひびき、砕くだけた窓から火花が噴ふき上がる。

　その膨ぼう大だいな戦闘音は敷しき地ちの外へと伝わって、帝国軍の進しん撃げきに怯おびえる住民たちの気を引くには十分だった。

　ざわざわと。

　ルゥ・エルツ宮の敷地の外で、警務隊も駆かけつけてくる。

「帝国軍の襲しゆう撃げき!?　こんな場所にまで!?」

「さっきの銃声……まさか女王様の別荘が狙ねらわれているの!?」

　目撃情報も増えていく。

　帝国軍の姿をした者たちが、街路を通ってルゥ・エルツ宮の敷地に突撃したと。




「──この城の外で、既に大たい勢せいは決しているのだよ」




　ルゥ・エルツ宮、一階大広間。

　粉ふん塵じんの積もった床を歩いてくるヒュドラ家当主タリスマン。

「ここはルゥ家の別荘だけあって、近きん隣りんに住む住民たちもルゥ家に心しん酔すいする者たちが多い。彼らは目撃しただろう。帝国軍の姿をした武装兵が、この城に突入した一部始終を」

「目撃した？　目撃させられただろ」

　タリスマンの柔にゆう和わなまなざしを睨にらみつける。

　──紳しん士しの皮を被かぶった修しゆ羅ら。

　暴力政変クーデターを統とう率そつする男は、こうして敵イスカに語りかけ気を散らすことを得手とする。

　そして今も。

「どちらでも同じだよ。大事なのは、目撃した住民たちが『女王の別荘が帝国軍に襲撃された』と信じきっている。その事実だからね」

　スーツの胸むな元もとに手を伸のばす。

　ヒュドラ家当主が取りだしたのは小型の通信機だった。イスカにもはっきりと見覚えがある。帝国製の通信機だ。

「朝になれば、この皇庁くにの民たみは怒いかりを爆ばく発はつさせるだろう。帝国軍に。そして帝国の侵しん入にゆうを許した女王の現政権にね」

「…………」

「ああ、この通信機が気になるかい？　帝国製に似せた模造品レプリカだよ。この屋敷に来る前に可愛かわいい配下と話をしていてね。もう使わない」

　通信機を足あし下もとに放ほうり捨てる。

　この何気ない仕草さえ計算されている。ルゥ家の屋敷に帝国軍の通信機が残っていれば、帝国軍が襲おそってきた証しよう拠こになるだろう。

「さて私は先に失礼するよ」

「……なんだって」

　タリスマンの発した言葉に、イスカは眉まゆ根ねを寄せた。

「どういう意味だ。まだシスベルは──」

「王宮が帝国軍に襲われている事態に、その王家を束ねる当主がいつまでも不在では不自然だろう？」

　スーツの襟えり元もとを正す仕草をまじえながら。

「最初から詰んでいたのだよ、君たちは」

　紳士を演じる修羅は、そう言い放った。

「我々がこの計画に何年を費ついやしたと思う？　私自らがこの屋敷に出向き、それでも埒らちがあかないという可能性。まあ憂ゆう慮りよして然しかるべきだろう。場合によって、ここに残っていたのが君ではなくアリス君である可能性もあったのだから」

「…………」

「使徒聖イスカ、君たちはたった四人でよくやった。シスベル君を守ろうとする健けな気げな心意気には頭が下がる思いだよ。が、我々の目的は遂すい行こうした」

　イスカは無言。

　……どういう意味だ？

　……まさか既すでにシスベルが奪うばわれた。いや、これも駆け引きブラフの一つ？

　この場の自分に判断する手段はない。

　ゆえに──

「逃にがすと思うか？」

　黒くろ鋼がねの星剣の切っ先で、タリスマンの喉のど元もとを指ししめす。

「これだけの銃声と爆発だ。不ふ審しんを感じた警務隊が屋敷に突入してきてもおかしくない。そこでお前を見たらどう思う？」

「この場の首しゆ謀ぼう者しやが私だとわかってしまうね」

「お前が逃げようとする理由も本当はそっちなんだろ。城のまわりの住民に姿を見られる前に遠ざかるつもりだ」

　だから逃がさない。ヒュドラ家の当主がここにいる。それが明らかになるだけで太陽ヒユドラの陰いん謀ぼうはたやすく瓦が解かいする。

「それはどうかな？」

　カタカタ。

　カカッ……

　タリスマンの足下で、床ゆかに転がる礫つぶてが動きだした。

　それだけではない。壁かべ際ぎわに散乱する百キロ超ちようの瓦が礫れきや、シャンデリアの破は片へんまでもが床を滑すべるように一いつ斉せいに動きだしたのだ。

「これは!?」

「いい勘かんだ。君の反応は、『これは私タリスマンの波動ではない』と察した上での警けい戒かいだろうね。そう。確かにこれは私の星霊術ではない」

　波動の星霊術は、「握にぎりつぶす」「吹ふき飛ばす」といった力任せの破は壊かいが特とく徴ちようだ。

　これだけの瓦礫を引き寄せるような力ではない。

　タリスマンの背後──壊れた扉とびらから外の庭に向かって、総重量何百キロであろう瓦礫が床を這はいながら集められている。

　……何だこの現象。

　……初めてじゃない。どこかで似たものを見た気がするのに。

　考えるための集中力が割さけない。

　そこに意識を取られれば、タリスマン本人への警戒が疎おろそかになってしまう。

「通信機で配下と話をしていたと言ったけど、その補足が必要かな」

　床の通信機を靴くつで踏ふみつけるヒュドラ家当主。

　愉ゆ快かいそうに声を弾はずませて。

「つい先ほどだ。国家反逆罪で投とう獄ごくされていた『魔ま女じよ』が、ネビュリス王宮の牢ろう獄ごくから抜ぬけだした。その彼女と話をしていたのさ」

「魔女？」

　その言葉には二つの意味がある。

　帝てい国こくでは星霊使い全ぜん般ぱんを指す蔑べつ称しようである。一方で、星霊使いが誰だれかを魔女魔人と呼んだ時、それが意味するのは「大罪者」。

「君も知っている乙おと女めさ。もう勘づくだろう？」

「……なんだって」

「一度は君にしてやられたのも事実だが、あいにく異い端たん審しん問もんの隔かく離り室ごときで彼女を拘こう束そくできると思ったら大おお間ま違ちがいだ。王宮の混乱に乗じればなおのこと。なにせ彼女は、もはや人間ではなく本物の魔女なのだからね」

　カタ……カタカタ、と。

　タリスマンが言葉を綴つづっている最中も、ありとあらゆる膨大な量の瓦礫が、城の外へと引き寄せられていく。

　引力？　いや、まるで巨大な重力に引き寄せられているように。

　魔女。そして重力。

　そこから連想される魔女となれば。

「まさか!?」

「さよならだ、夢想家ロマンチストな使徒聖」

　スーツをはためかせ、ヒュドラ家当主タリスマンがさっとその身を翻ひるがえした。

　飛び去るように床を蹴けって扉へ。

　まずい。

　イスカの脳のう裏りに浮うかんだ最悪の可能性は、元凶ヒユドラに逃げられることではない。今まさに吸い寄せられつつある瓦礫たち。

　そうして発動する星せい霊れい術じゆつに見覚えがあったからだ。

「っ、待────」

「終わらせたまえヴィソワーズ」




　──極きよく砲ほう『骸むくろの魔ま弾だん』




　古城の大ホール一つ分の瓦礫たち。

　何十トンという質量を押し固めて生まれた弾丸が、イスカもろとも、ルゥ・エルツ宮の一階を消し飛ばした。
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　ルゥ・エルツ宮・三階。

　ジンたち第九○七部隊が雪の巨人像ゴーレムに追われて階段を駆け上がったそこには、真っ白い雪に覆おおわれた冬景色が広がっていた。

　──白びやく夜やの魔女グリューゲルの星霊術。

　古城の中に雪が積もっている。

　ともすれば幻げん想そう的にも思えるこの雪景色だが、これが見た目どおり「ただの雪」であるはずがない。

「……刺し客かくがいない？　手て駒ごまを引かせたか？」

「ジン兄ちゃん、後ろ！　巨人像ゴーレムがもうすぐそこまで来てる！」

　最さい後こう尾びから音ネ々ネが叫さけんだ。

　二階階段の巨人像ゴーレムが、地じ響ひびきを上げながら三階へと向かってきている。

「とにかく奥まで走るぞ」

「わ、わかってますわ！　わかってるから手を離はなさないで！」

　シスベルが必死に手を摑つかんでくる。

　先頭のジンとシスベルとで雪に足を踏み入れたその瞬しゆん間かん──ジンの足首に強きよう烈れつな痛みが走った。

「痛つっ!?　止まれ音々、隊長ボス。この雪に足を入れるんじゃねえ！」

「ど、どうしたのです!?」

「お前は平気なのか？」

「ええ。ですから何が────ひっ！」

　雪に埋うまったジンの足を見て、シスベルが声を裏返らせた。

　じわりと赤く染まっていく雪。

「この雪、嚙みついてきやがった。鉄板入りの帝国製でなかったら靴ごと嚙かみちぎられてたな」

　痛みを堪こらえながら足を引きぬく。

　靴にこびりついている血色の雪が、ガラスの破片のように鋭するどく強固な結けつ晶しように変わっているではないか。

「こ、これでは針の山を歩くようなものではないですか！」

「そんなのはわかってる。それより推理の時間だ。どうして俺だけが雪に嚙みつかれて、お前は無事だ」

「え!?　ええと……」

　目の前の雪景色をじっと見つめて、シスベルが眉み間けんに皺しわを寄せた。

「星霊術で生まれた生成物には、星霊エネルギーの有う無むで反応するものがあります。王宮の扉や昇降機エレベーターがそれで────あ、い、今のは失言でした忘れてください」

「いいから続けろ」

「で、ですから！　この雪は、星霊を持たない者にだけ嚙みついてくるのです！」

「なら問題ない。おい隊長ボス出番だ」

「……やっぱりアタシ!?　もう、隊長への扱あつかいが荒あらすぎるってば！」

　意を決したミスミスが先頭に躍おどりでて、床の積雪を思いきり蹴り上げた。

　──魔女ミスならば。

　ジンと音々が触ふれられない雪も蹴り分けられる。

「いいぞ隊長ボス、そのまま邪じや魔まな雪を蹴り飛ばせ。あとは……とにかくコイツか」

　轟ごう音おんが通路を揺ゆるがせる。

　這いつくばりながら階段を上りきった巨人像ゴーレムめがけ、ジンがふり向いた。

「しょうがねぇな。まだ取っておきたかったが」

「ダメですわジン、星霊術の巨人像ゴーレムに銃じゆう弾だんなど──」

「燃やすか」

「へ？」

　ジンが何かを投げつけた。

　宙を飛来するビンに反応した巨人像ゴーレムがそれを叩たたき割った瞬間、アルコールの刺し激げき臭しゆうが、つんとシスベルの嗅覚はなにまとわりついた。

「お酒!?」

「晩ばん餐さん会のテーブルにあった蒸留酒スピリタスだ。一瓶びんもらっておいたんだよ」

　アルコール度数93パーセント。

　酒という名目は表向き。わずかな火でも激しく燃え上がるこの液体は、ガソリンと何ら変わらない火気厳禁危険物だ。

「雪の人形だったのが災わざわいしたな」

　ジンの投げたライターが巨人像ゴーレムへ。

　蒸留酒スピリタスに引火。雪の巨人が瞬またたく間まに真っ赤な炎ほのおに包まれて、さらに炎がまわりの雪をも溶とかしていく。

　その一方で。

「……おい冗じよう談だんだろ」

　勝ちほこる間もなくジンは舌打ちしていた。

　ゆらゆらと揺れる炎の奥から。積もった雪が凝ぎよう縮しゆくし、そこから新たな雪の兵士が生まれているではないか。

　巨人像ゴーレムならぬ人形ドール。

　一体一体の大きさがちょうど音々ほど。巨人像ゴーレムより小さいがそのぶん機き敏びんな人形ドールたちが、一いつ斉せいに炎めがけて走ってくる。

「……強ごう引いんに炎を突つっきって襲おそってくる気か」

「ジン君こっち！　この一番奥の部屋、誰もいないよ！」

　通路の奥に到とう着ちやくしたミスミスが、部屋の扉とびらを開けて手招き。

　雪に残ったミスミスの足あし跡あと──雪の積もった廊ろう下かのなかでここだけは雪に触れずに走ることができる。

「音々、隊長ボスの走った足跡だけを辿たどれ。雪に触れるんじゃねえぞ」

「わかってるよジン兄ちゃん」

　ミスミスの足跡だけを踏んで廊下を走る。

　突きあたりの部屋にたどり着き、その場の全員に目配せして。

「全員入れ、扉を閉めるぞ！」

　部屋に飛びこむや、ジンは内側から扉を施せ錠じようした。

　そのまま壁かべに身をくっつけて息を潜ひそめる。

「ほ、本当にこんなので隠かくれられるんですの……!?」

「さあな。どのみち確実に逃にげられる手段なんてねぇよ」

　肩かたで息をするシスベルに、真顔で応じる。

　追いつめられているのは間ま違ちがいない。ここが二階なら窓から飛び降りる選せん択たくもあるが、三階の高さは素人シスベルには難しい。

「逃げる手順は一つだ。あの婆ばあさんをどうにかしつつ二階に戻もどる。どうにかして他の兵隊もかわして、空いてる部屋の窓から庭に飛び降りる」

「不確定要素どうにかしてが多すぎませんか!?」

「しっ」

　音々に後ろから肩を摑まれ、シスベルがビクッと全身を震ふるわせた。

　──ザクッ。

　雪を踏ふみ進んでくる無数の足音。

　炎を突きやぶってきた雪の人形ドールたちの足音だが、問題はその数だ。ザッ、ザッと軍隊の行進のような物々しい気配が近づいてくる。

「……執しゆう念ねん深い婆さんだ。手駒を増やせるだけ増やしやがったな」

　雪の人形ドールに銃弾は効かない。

　さらに星霊術で動く人形ドールの腕わん力りよくは、人間よりも遥はるかに強力だ。一度押さえつけられたらジンでも振ふりほどくのは不可能だろう。

「おや。どこかの部屋に隠れたかい」

　扉一枚を隔へだてて伝ってくる老ろう婆ばの嗤わらい声。

　まさに童話に登場する魔ま女じよそのもの。聞く者の背筋を凍こおらせる嗄しわがれた声で。

「雪は土とは違う。巨人像ゴーレムも熱で溶かせばいい。当然の理り屈くつだね。だが土の星霊は、土のあるところでなければ使えないだろう？　そこが逆に雪ワシの星霊の強みでね。どの場所にも雪を降らせられる」

　ザク、ザク……と。

　雪の人形ドールを連れた老婆が、雪の積もった床ゆかをゆっくりと進んでくる。

「ここはもう雪の世界。そしてほぅら、雪のなかを必死に走り抜ぬけたのは褒ほめてやるが、お前たちの逃げていった足跡が丸見えだ」

「っ！」

「──喋しやべるな」

　声を上げかけたシスベルの口を、ジンは有無を言わさず押さえつけた。

　廊下の奥まで続く足跡。

　その扉で足跡が途と切ぎれているのを指さして、ニヤリと目を細める魔女グリューゲルの姿がありありと脳裏に浮うかぶほどだ。

「その部屋に閉じこもって鍵かぎをかけて、追っ手が来る前にどうにかして三階から外の庭に飛び降りる方法を見つけると？　まあソレしかないだろうが、そんな時間は与あたえないよ。そのための人形ドールさ」

　気配が、爆ばく発はつした。

「やれ。扉を叩き割ってやりな！」

　雪の軍勢が扉へと体当たり。

　何十体もの突とつ進しんによって扉が粉々に破は裂れつする。ぽっかりと部屋に空いた穴に向かって、人形ドールたちが雪崩なだれこんでいく。

「帝てい国こく兵は押しつぶせ。シスベル嬢じようだけは────だけ…………は……？」

　いない。

　人形ドールたちが突入した先のリビングや寝しん室しつには誰だれ一人ひとりとして隠れていなかった。

　風ふ呂ろやトイレも、もぬけの殻から。

「まさか!?　奴やつらこの一いつ瞬しゆんで外に飛び降りたとでも……」

「アンタの後ろだよ婆さん」

「……馬ば鹿かなっ!?」

　背後から響ひびいた帝国兵の足音に、老婆が全身を震わせた。

　なぜ？

　一番奥の部屋に隠れているはずの帝国兵が、なぜ自分の後ろにいる？

　理解不能の現実に直面し、ふり返ることもできずにいる魔女グリューゲルへ。

「俺らが隠れてたのは奥じゃない。その二つ手前の部屋だ」

「何じゃと……」

「帝国軍の隊長を舐なめすぎだ。俺らの隊長ボスはぐーたらで間ま抜ぬけだが、バカじゃない」

　ミスミスが発した一言。




〝ジン君こっち！　この一番奥の部屋、誰もいないよ！〟




　一番奥の部屋に隠れるつもりだと。

　あえて魔女グリユーゲルに聞かせるための狂きよう言げんとして、隊長ミスはそう大声で発したのだ。

「じゃ、じゃが足跡は残っておったぞ！」

「バックトラックだよ。雪の足跡を奥の部屋まで残しておいて、その足跡を踏みながら後ろの部屋まで後ずさりした」

「ばかな!?」

　自然界に存在する逃とう走そう術である。

　捕食者キツネから逃のがれるために雪ウサギは本能的にコレを行う。生きるための弱者の知ち恵えが、魔女を上回ったのだ。

「帝国兵を舐めすぎなんだよ、婆さん」

「──おのれ帝国風ふ情ぜいっ！」

「眠ねむってろ」

　拳けん銃じゆうの銃口で後頭部を殴なぐりつける。星せい霊れい術じゆつの発動を許されず、意識を失った魔女は雪の絨じゆう毯たんへと倒たおれこんでいった。

「……わ、わたくしたち助かったのですか？」

　手前の部屋からシスベルが顔を覗のぞかせる。

　老婆が昏こん倒とうしている姿を見下ろして、ほっと安あん堵どの息をつく。

「い、いえ安心してる場合ではありません。ほかの刺し客かくの姿が見えないのは、おそらく魔女グリユーゲルの星霊術の巻まき添ぞえにならないための撤てつ退たいですわ。彼らが姿を隠している間に逃げないと……この魔女グリユーゲルを置きざりは気になりますが」

「ううん、このお婆さんは無視ね」

　倒れた老婆を見下ろして、ミスミスが間かん髪ぱついれず首を横に振ってみせた。

「アタシたちが屋や敷しきから逃げるのが先決。本当は人ひと質じちに使いたいけど、こんなお婆さん誰が背負って走るのって状じよう況きようだもん」

「わ、わかりましたわ。ならば二階に急いで下りましょう。使用人の部屋から外に飛び降りることも可能かと！」

　シスベルが階段を指さした。

　その刹せつ那なに。

　──極きよく砲ほう『骸むくろの魔ま弾だん』

　魔女の嘲ちよう笑しようがどこからともなく響きわたった。それを誰一人理解することなく。




　古城の一階が、消し飛んだ。




　シスベルも、第九○七部隊の三人も。

　別べつ荘そうを襲ったヒュドラ家の武装兵さえ、その衝しよう撃げきに誰もが意識を失った。

　二秒？

　あるいは十秒以上？

　どれだけの時間が経過したのかわからない。

　地上一階が消し飛んだことで古城が傾かたむいて──朦もう朧ろうとした意識の中、いち早くミスミスが目を開けた時には、あたりは一面の闇やみに包まれていた。

「……………………え？」

　気づけば、自分ミスは横向きに倒れていた。

　廊下は斜ななめに傾いて。

　城の電気系統が断線したのか、天てん井じようの電気がすべて消えている。

　窓からの月明かりでかろうじて窺うかがえるのは、天井からタイルが落ちてきて、壁に掛かけていた肖しよう像ぞう画がや花か瓶びんがことごとく転がっているということ。

「な……何なの……何があったの……？」

　斜めに傾いた床で、おそるおそる起き上がる。

「ジ、ジン君？　音々ちゃん？　どこ？」

　ごそ、と誰かが動く気配。

　脇わき腹ばらを押さえて歩いてくる銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆジン。続いて、転んだ拍ひよう子しに唇くちびるを切ったらしい音々が闇の中から現れた。

「おい隊長ボス。二階に下りるとは言ったが、城を吹ふっ飛ばせとは言ってねぇぞ」

「アタシじゃないよ!?」

「んな事はわかってる。十中八九、奴らヒユドラの仕し業わざだろうが……どういうことだ。今までの武装兵たちの発はつ砲ぽうどころじゃねえぞ。この城を潰つぶす気か？」

　薄うす暗くら闇やみのなかを何度も何度も見まわす、ジン。

　そしてぽつりと呟つぶやいた。

「護衛対象アイツはどこだ」

「え!?　あ、そ、そうだ……シスベルさんは!?」

　見当たらない。

　魔女とはいえこの場の誰より華きや奢しやな少女だから、今の衝撃に耐たえきれず遠くに吹き飛ばされた可能性がある。




「みーつけた」




　魔女の嬌きよう笑しようが、明かりなき廊ろう下かにこだました。

　ボッと灯ともるのは菫色ヴアイオレツトの炎ほのお。

　鬼おに火びのようにゆらゆらと輝かがやく星霊光が、窓まど際ぎわに一体の怪かい物ぶつを映しだした。

「シスベルちゃんみーっけ。あれ動かない？　ああ倒れてるだけね、やり過ぎちゃったんじゃないかって安心したわ」

　意識を失って倒れている少女を、肩かたに担かつき上げる怪物。

　──菫色ヴアイオレツトの魔ま女じよヴィソワーズ。

　見み間ま違ちがえるわけがない。

　真っ赤な宝石のように金属状に凝ぎよう固こした赤い髪かみ。全身の筋肉はガラスのように変質し、海月クラゲのように後ろの窓や天井が透すけている。

　死し闘とうの末にイスカが倒したはずの怪物が、なぜここに。

「ど、どうして……!?」

「ん？　ああ帝国人まだいたんだ。ってことはグリューゲルの婆ばあさんは失敗したのね。まあ別に構わないけど」

　シスベルを担いだ魔女ヴイソワーズがふり向いた。

　今ようやく第九○七部隊に気づいた。そんな口ぶりで。

「このあたしを監かん禁きんなんてできると思う？　無理無理、星霊を封ふうじる手て錠じようなんてただの鉄。あたしを封ふう印いんしたいなら『星の民たみ』の鍛きたえた純正じゃないとねぇ」

　悪夢がよみがえった。

　今の今まで必死に戦闘していた白びやく夜やの魔女グリューゲルでさえ、この「本物の魔女」に比べれば霞かすんでみえる。

　これは、正しよう真しん正しよう銘めいの人外の怪物モンスターなのだから。

「さてシスベルちゃんは確保したし。お前たちはどうしよう。この屋敷と一いつ緒しよに燃やしてあげようかしら」

「く、来るならきなさい。シスベルさんを返して！」

「──と思ったけど、今のあたしはとても機き嫌げんがいい。ついさっき復ふく讐しゆうを果たしたところだし。お前たちを相手にするのも時間の無む駄だだから放置一択たくかな？」

「……復讐だと？」

　そう返したのは、ジン。

「まさか」

「元使徒聖のイスカだっけ。あいつさっき消し飛んだから。この屋敷の一階ごとね」

　親指を逆さにして、魔女が床ゆかを指さした。

「三階ここも、もう床から傾き始めてる。崩ほう壊かいまであと何分保もつかしらね」

「噓うそっ！」

　肩をふるわせて音々が吼ほえた。

「イスカ兄が────」

「シスベル様っ!?」

　音々の咆ほう哮こうにせまる叫さけび声が、薄暗い通路にこだました。

　複数の足音。

　声を聞きつけてきたのは、奥に隠かくれていたであろう三人の少女たち。いずれも従者の服を身につけただけの軽装だ。

「ああ、この屋敷の従者ね」

「──ひっ!?」

　ヒトでない怪物を目まの当たりにして、従者三人が悲鳴を上げた。

　だがその恐きよう怖ふは一いつ瞬しゆん。魔女ヴィソワーズが肩に担いだシスベルを見た少女たちが、目に怒いかりを浮うかべて奥歯を嚙かみしめる。

「シスベル様！」

「貴様、その方は我が皇庁くにの至宝であられるのよ。返しなさい！」

「おあいにく様」

　魔女の冷れい笑しよう。

「あんたたちの主あるじは帰らない。永遠にね」

「────黙だまれっ！」

　少女の一人が、激げき昂こうとともに護身用のナイフを取りだした。

「シスベル様を離はなせ、この怪物めが！」

「馬ば鹿か野や郎ろう、やめろ！」

　ジンの制止は間に合わなかった。

　ルゥ家の別荘で働く従者たちは、誰だれも戦闘向きの星霊を所持していないのだ。彼女たちが魔女ヴイソワーズに抗あらがえるわけがない。

　手にした護身用ナイフ一本では──

「痛ったぁい。なんちゃって」

　魔女の脇腹に、ナイフの切っ先が突つき刺ささる。

　けれど刃やいばが刺さった半はん透とう明めいな肉体には小さな穴ができただけ。そこからは血の一いつ滴てきも流れ落ちてこない。

「こんなんじゃあたしは倒せないのよね」

「バケモノ!?」

「乱暴する子はね、もっと痛い乱暴でおしおきされるのよ？　こうやって」

「っ……がっ！」

　脇腹にナイフが突き刺さったまま、魔女が少女の首を握にぎり摑つかんだ。じわじわと絞しめ上げながら、その顔をじっと覗のぞきこんで。

「可愛かわいい顔ね。さすがルゥ家に仕えるだけあって選せん抜ばつされてるじゃない。生まれた時からさぞ良い思いをしてたんでしょうね」

「ぁ……っ」

「その顔、二度と直らない火傷やけどで潰してあげようかしら。もう一生鏡を見れないわよ」

「っっ!?　や……やめ……」

「だーめ。もう許してあげな──」




「ヴィソワーズ」




　魔女の笑えみが凍こおりついた。

　従者を摑んでいることさえ忘れて振ふり向いたその先に、頭から埃ほこりをかぶった黒くろ髪かみの少年が立っていた。

　全身が煤すすだらけだが、傷はわずかな頰ほおと額の切り傷のみ。

「お前っ？」

「……やってくれたな。おかげで今度も死にかけた」

　イスカが所持する星せい剣けん。

　この片かた翼よくである白の星剣は、黒の星剣で封印した星せい霊れい術じゆつを一度きり解き放つ。

　ヒュドラ家当主タリスマンの『波動』が強大無比でなければ、骸むくろの魔ま弾だんで一階フロアもろとも吹き飛んでいたに違いない。

　──一度見た星霊術。

　その経験則による〇・〇数秒の反応差が、生死をわけたのだ。

「お前、どこまで人間離ばなれしているの！」

　魔女ヴィソワーズの判断は速かった。

　一度戦って骨身に沁しみている。この帝てい国こく剣士と正面から戦うのは危険だと。

「シスベルを離せ！」

「来るのが七秒遅おそかったわね。勇ゆう敢かんな騎士ナイトさん」

　イスカめがけ、魔女ヴイソワーズは摑んでいた従者の少女を投げつけた。放ほうり投げるという可愛いものではない。人間砲ほう丸がんとしてぶつけるために。

「ぐっ？」

「あはははっ！　お前を仕留められなかったのは残念だけど。もうお終しまいよ」

　イスカが少女を受けとめる。

　そのわずか数秒で、シスベルを担いだ魔女は窓の外へと飛び上がっていた。

　重力制せい御ぎよによる空中浮ふ遊ゆう。

　もはやイスカさえ追いつけない。

「この屋敷は帝国兵によって破壊された。何百人という住民が目もく撃げきしたことでしょうね。帝国人のお前たちも逃にげる場所はない」

「ヴィソワーズ！」

「さよなら使徒聖。そのまま城の崩壊に吞のまれてくれると嬉うれしいわぁ」

　ミシリと天てん井じようが軋きしみを上げる。

　骸の魔弾を受けた地じ盤ばんが崩壊し、既すでに屋敷そのものが傾かたむきつつあるのだろう。

「シスベル様っ！」

「やめるんだ」

　窓へ駆かけよろうとする従者の手を摑み、イスカは強ごう引いんに制止させた。

「もう間に合わない。自分の命を優先しないと」

「離せ帝国人……お前に何がわかる！　あの方はルゥ家の至宝だ。シスベル様を守れない従者に何の意味があるという！」

「僕らが助けに向かう」

「──え？」

　ぽかんと、目をみひらく従者の少女。

　この帝国人は何を血迷ったことを言っているのだ。後ろに控ひかえる二人も、突とつ然ぜんのことに言葉を失っていた。

「彼女シスベルは僕らが助ける。今すぐ助けに向かうから、君らは屋敷を脱だつ出しゆつして安全な場所に身を隠せ」

「……何を……そんな寝ね言ごとを……」

　イスカに摑まれた手を、少女は振りほどこうとするのを止めようとはしなかった。

「貴様ら帝国兵に何ができる、何を信じろと！　いま目の前でシスベル様が誘ゆう拐かいされたのだぞ、それを見殺しにしたお前たちが！」

「人ひと質じちになったのはてめーだろ」

「っ！」

　ジンの告げた残ざん酷こくな現実に、少女がビクッと動きを止めた。

「あの瞬間、イスカが魔女アレの名前を呼んで注意を引いたのはなんでだ？　そうでなかったらお前、あのバケモノに炙あぶられて人生終わってたぞ」

「…………そ、それは……」

「人質おまえがいなかったらシスベルを助けられたかっつぅと五分五分だった。その五十パーセントをゼロにしたのは、お前が頭に血を上らせた結果だろうが」

　だからジンは最初に止めたのだ。

　馬鹿野郎、やめろ……！　と。

　イスカが魔ま女じよの背後に回ろうとしていた。その邪じや魔まをするな──従者たちは誰一人としてそこに気づけなかった。

「もう一度くり返す。シスベルは僕らで取り返す。必ずだ」

　魔女ヴィソワーズに刺さっていたナイフ。

　床に落ちた刃を拾い上げ、イスカは、目の前の少女の手に握らせた。

「できなかったら僕の命をくれてやる。このナイフで八やつ裂ざきにして構わない」

「なっ!?」

「事情は話せないけど、シスベルの護衛だけは僕らも命をかけて遵じゆん守しゆする気で敵国ここに来た。彼女を守りたいなら今この瞬間だけ従ってほしい」

「…………」

「そこの二人も」

　イスカに見つめられ、ランプを手にした少女たちがはっと我に返って顔を上げた。

「残りの子は？　隠れているならすぐに集めるんだ。城が崩くずれるぞ」

「あ、あの、その……」

「早く！」

「────は、はい！」

　少女二人が奥へ走っていく。

　ユミリーシャ、アシェ、ノエル、システア、ナミ──この別べつ荘そうで働いている従者は五人。脱出するなら全員一いつ緒しよにだ。

　……そうしなきゃ僕の面めん目ぼくが立たない。

　……シスベルに、それにアリスにも。

「今だけ僕らに従ってくれると約束できるなら、手を離す」

「わか……りました……」

　従者ユミリーシャ。もっとも年長者にあたる少女が自由になった手でナイフを握りしめ、その刃をそっと納めた。

　ふるえる唇くちびるを嚙みしめながら。

「今こ宵よいのみ従います。それでシスベル様を取り戻もどせるというのなら……」
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　ネビュリス王宮、敷しき地ち内。

　銃じゆう声せいが夜の静けさを切り裂さいて、敷地のそこかしこで生まれる悲鳴が亡もう者じやの怨おん念ねんのごとく耳にへばりついてくる。

　……気がどうにかなりそう。

　……戦場の最前線ならまだしも、この城でこんな煉れん獄ごくみたいな光景が。

「冗じよう談だんじゃないわ！」

　王衣ドレスの裾すそをはためかせ、アリスは広場を走り続けていた。

　兵士たちの悲鳴。

　星霊部隊のものか、あるいは帝国軍の兵士のものかも区別できない。今はただ火の粉を吐はきだし続ける業ごう火かを鎮しずめるのみ。

「消火班、燃料タンクの火はどうなったの!?」

「ま、まだ依い然ぜんとして燃え続けています！　近づこうにも帝国軍が潜ひそんでおり、狙そ撃げきの隙すきをぬって、かろうじて炎ほのおの勢いを削そぐだけで精せい一いつ杯ぱいです！」

「……攻せめこむのじゃなく、炎を守るのに徹てつするつもりね」

　帝国軍からすれば、勝手に炎が膨ふくれあがってくれるのを待てばいい。

　わたしが行くわ──

　喉のど元もとまで出かかった言葉を、アリスは決死の思いで胸の奥へと押し返した。いま燐リンが、負傷者を地下避難室シエルターへ避ひ難なんさせている。

　……燐、何をやってるの。もう二十分は経たってるわよ。

　……ここで合流するって約束したじゃない。

　ただ手間取っているだけならいい。最悪は、燐自身が帝国軍の襲しゆう撃げきを受けて動けなくなっている場合だ。

　待つか？　捜さがしにいくか？

　十秒が一分のように長い。歯を食いしばりその場に踏ふみとどまるアリスの前へ、土の巨人像ゴーレムが猛もうスピードで迫せまってきた。

「アリス様！」

「燐!?　無事でよかったわ。負傷者は無事でしょうね！」

「医い療りよう班との連れん絡らくに手間取りましたが、全員ルゥ家の地下避難室シエルターで手当てを受けています」

　燐が巨人像ゴーレムから飛び降りる。

「ヒュドラ家からも護衛と医療チームが応おう援えんに駆けつけてくれました。タリスマン卿の手配とのことです」

「さすが卿きようね。心から頼たよりになるわ」

「…………」

「どうしたの燐？」

　燐の表情が、苦々しい。

「私は、あのヴィソワーズがシスベル様を襲おそった姿を見ておりますので」

「……ええ。それはわかってるわ」

　ヒュドラ家の使者ヴィソワーズが妹を襲撃した。

　それも異様なバケモノに変身して──その姿をアリスは見ていないが、燐はシスベルと共に目撃しているのだ。

　彼女ヴイソワーズの凶きよう行こうは、ヒュドラ家とは無関係である。

　それが当主タリスマンの弁解だが真実は不明。いずれにせよ灯ともしびの星霊を持つシスベルが戻れば明らかになるだろう。

「アリス様！　至急のお願いがございます！」

　イリーティアの近この衛え兵。

　本来なら姉の私室の前を片時も離はなれない武装部隊の一人が、常夜灯ライトに照らされて駆けよってきた。

「女王の間に、刺し客かくです！」

「……なんですって!?」

　声が引き攣つりそうになり、アリスは燐と顔を見合わせた。

「燐」

「い、いえ私も聞いておりません。女王宮への敵の侵しん入にゆうは防いでいると」

「使徒聖です！」

　燐の言葉を遮さえぎって、近衛兵がそう吐きだした。

「女王の間から離れた場所で、護衛二人が倒たおれているのを発見しました。いずれも重傷で、医療チームが全力で止血にあたっています」

「使徒聖……」

　頰ほおの内側でその言葉をくり返す。

　アリスが一いつ瞬しゆん脳のう裏りに思い浮うかべたのはイスカ。続いて、全身を光学迷めい彩さいで覆おおった暗殺者ネームレスの姿もよぎっていく。

「すぐに女王のもとに向かえと。そういうことね」

「は、はい。ですがお願いにあがったのは女王様のご無事もそうですが、第一王女イリーテイア様の方がより気がかりです」

「どういうこと？」

「……そ、それが、星ルウの塔とうを飛びだして女王の間に向かわれてしまわれて」

　血の気が引いた。

　それが何を意味するのか、燐も耳を疑ったことだろう。

「どういうこと!?　だってイリーティアお姉さまはまったく戦闘ができないのよ！」

「女王の身を心配されるあまり、いてもたってもいられないと。近衛兵われわれの制止をふりきって向かってしまわれて……」

　無む謀ぼうだ。

　女王の身を案じる心情はわかる。だが女王宮に刺客が入りこんでいる中で、無力な姉が向かうのは命知らずにも程ほどがある。

　……人質に取られるようなことがあれば、なおさら事態は悪化するのに。

　……どうしてお姉さま。それがわからないはずないのに！

　理解できない。

　その行こう為いは場を混乱させるだけではないか。

「アリス様、どうか第一王女イリーテイア様を止めて頂きたく」

「近衛兵あなたは引き続き星の塔へ。わたしが女王宮に向かいます。──燐」

　巨人像ゴーレムの手を伝って肩かたに飛び移る。

　数秒の間もなく土の巨人が立ち上がり、戦車さながらの地じ響ひびきを立てて走りだした。

「全速力で向かいます。喋しやべると舌した嚙かみますのでご注意を」

「望むところよ」

　巨人像ゴーレムの肩から見下ろす敷地の奥──

　星霊光によって幻げん想そう的に輝かがやく女王宮を見上げ、アリスは拳こぶしを握にぎりしめた。

「お姉さま、何で……！」
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　時を、半時間ほど遡さかのぼる──




　星ルウの塔、第一王女の私室『鏡の小部屋』。

　高級ホテルのスイートルームを思わせる広々とした部屋の、その窓辺から。

「いい子ねアリス」

　燃え上がる芝しば生ふを見下ろして、イリーティアはうっとりと目を細めていた。

　この炎を鎮ちん火かするために妹アリスが奮ふん闘とうしている。

「炎が広がれば王宮の外にまで被ひ害がいは広がる。それを防ぐために必死になる。それはとても美しい心得よ」

　皮肉ではない。

　たとえ自分が「魔ま女じよの楽園」の崩ほう壊かいを望もうと、無む慈じ悲ひに犠ぎ牲せいが広がるのは望まない。皇庁くにの崩壊と、民たみの犠牲はまったく別であるからだ。

「でも太陽ヒユドラに、あまりそういう気持ちはないようね」

「ん？」

「第八州リースバーテンで私の妹シスベルを襲った時、あなたは街中で派手に暴れたそうね。見境なくビルを崩壊させたと」

「護衛がいたせいよ。文句は、帝てい国こくの使徒聖イスカに言えば？」

　イリーティアが背を向けているリビングで。

　囚しゆう人じん服を着た赤毛の少女が、のんびりとソファーに寄りかかっていた。その手首には、二つに割れた手て錠じようがぶらさがっている。

「それより脱だつ獄ごくご苦労様くらい一声ほしいけど？」

「ご苦労様だなんて物々しいでしょう。あなたの力があれば、あの程度の禁固を破るなんて苦労しないはずよ、ヴィソワーズ」

　窓の方を向いたままイリーティアがくすっと微び笑しよう。

「あなたの力が羨うらやましいわ。その力があれば何も怖こわくない」

「……よく言うよ。あたしより断然おっかない化物のくせに」

　ソファーに座るヴィソワーズが、溜ため息いき。

「そんな綺き麗れいな顔で、贅ぜい沢たくな肉体からだで。美の女め神がみさまもビックリの外面してるくせに、本当、いい趣しゆ味みしてるね。自分のすべてを捧ささげてまで化物の仲間入りするなんて」

「さあどうかしら」

「星に選ばれなかった王女が、星に逆ぎやく襲しゆうするために王女の身分を捨てて『魔女』になる。これも悲劇っていうのかな？」

「…………」

　イリーティアは、その言葉には応じなかった。

「ところで時間ではなくて？」

「ああはいはい。じゃ、シスベルちゃんを捕つかまえてきますか」

　立ち上がる赤毛の魔女。

　その全身から菫色ヴアイオレツトの炎が燃え上がり、身にまとう囚人服が燃え落ちていく。ヒトであった少女から怪かい物ぶつの姿へ。

　悪星変異──

　かつて『星の民』がそう呼び恐おそれた、ヒトならざる姿へ。

「グリューゲルの婆ばあさんもいるのに、あたしまで向かう必要ないと思うけどね」

「使徒聖イスカがいるわ。あなたが一度敗やぶれた相手だからタリスマン卿が用心を重ねるのは至し極ごく当然なことでしょう？」

「……気に障さわることを蒸むし返すねぇ。いいの？　あたしにそんな口きけば妹シスベルは──」

「ヴィソワーズ」

　背を向けたままの第一王女。

　にもかかわらず、菫色の魔女ヴイソワーズがその一言に小さく全身をふるわせた。

「私の妹に手を出したら、今すぐ太陽ヒユドラを潰つぶすわよ」

「……我が一族を裏切ると？」

「最初からタリスマン卿には伝えてあるわ。協力する条件は三つ。これはその内の一つ。守っているかぎり、私たち楽しい関係でいられるでしょうね」

「…………」

「お行きなさい。私も、これから大事な役目があるの」

「はっ」

　人外の怪物となった少女が、鼻で笑った。

「あたしと同じ身体からだだろうと斬きられたら痛いわよ。使徒聖の剣けんに斬られるなんてさぞ痛いでしょうね」

「知ってるわ」

「せいぜい上手うまくやりなさい。世界すべてを騙だませるように」

　そして消える。

　菫色ヴアイオレツトの火の粉がちらちらと絨じゆう毯たんに降っていき、それもやがて消えていった。

「…………」

　イリーティアはふり返らない。

　女王の娘むすめである第一王女は、常に外の光景を眺ながめているだけだった。

「アリス」

　菫色の魔女ヴイソワーズなどどうでもいい。

　見つめる先は最愛の妹だけでいい。今夜が最後。イリーティアが二人の妹と母と過ごしていられる最後の時間だから。

「あなたの欠点は強すぎたこと。あなたはきっと今この状じよう況きようでも、自分がいれば何もかも助けられると思ってるでしょう？　帝国軍を追い払はらって女王を助けて、この皇庁くにを救ってみせるって信じてる。それは確かに素す晴ばらしいことだけど」

　第二王女アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世。

　星せい霊れいの強さだけではない。国民に対する深い理解と博愛とを備えている。だが何よりも素晴らしいのは、いざという時に「冷れい酷こく」になれる才能だ。

　感情を殺すことができる。

　皇庁くにを守るためならば、アリスリーゼという王女は帝国軍に対しどんな無慈悲な戦闘も行うことができるだろう。

　──泣きながら。

　自分の感情を殺して、泣き腫はらしながら、戦い続ける。

　その強さが妹にはある。

「でもダメ」

　それでは足りないのだ。

　この皇庁くにを真の意味で「すべての星霊使いの楽園」に至らせることは、できないだろう。

「あなたの理想はね、あなたの強さで成り立ってるの。それでは強者の楽園しか創つくることができないと思わない？」

　生まれつき星霊に恵めぐまれなかった敗者たち。そのすべての者たちの代弁者として、自分はこの偽いつわりの楽園を焼きつくそう。

　手始めに──

「目に焼きつけて絶望なさいアリス。私が帝国軍に斬られるところを」

　窓ガラスにそっと指先で触ふれて。

　第一王女は、くすっと微笑ほほえんだ。
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　ネビュリス王宮、月ゾアの塔。

　空中回かい廊ろう「月の冠かんむり」に面した壁かべは、帝国軍と星霊部隊の交戦によって跡あと形かたもなく砕くだかれている。

　夜風が吹ふきこむ高層階。

　その床ゆかを破は壊かいして這はい上がってきたのは、濃のう紫し色をした星霊エネルギーの凝ぎよう縮しゆく体だった。

「これは、グロウリィ御祖父おじいさまの化身獣アバター!?」

　魔女キッシングが頰ほおを引きつらせる。

　床の穴から顔を覗のぞかせた星霊エネルギーの巨きよ人じんが、下の階から這い上がろうと腕うでを伸のばしてきているのだ。

　──空中の「棘とげ」に触れながら、平然と。

　キッシングの棘はあらゆる物体を消しよう滅めつさせる。

　破壊力なら間ま違ちがいなくゾア家最上位。だがグロウリィの「罪」から生まれた化身獣アバターは、その物理干かん渉しようを受けつけない。

「御祖父さまは好きだけど、コイツらは嫌きらい……」

　口をとがらせてキッシングが跳とびさがった。

　この「棘」と「罪」の相あい性しよう差さ。キッシングとはいえ化身獣アバターが暴れだせば距きよ離りを置くしかない。巻まき添ぞえを食わぬためにだ。

　その一方で──

　冥メイひきいる帝国部隊は化身獣アバターを知らない。

「め、冥様。銃じゆうが効きません！」

「そりゃ星霊エネルギーの塊かたまりだからっしょ。まあ面めん倒どうくさそうな臭においがするねぇ」

　這い上がってくる巨人を睨にらみつける、冥。

　肩かたに担かついだ暴ルイ嵐ンド荒キン廃グ・のハリ王ケーンはいつでも撃うてる状態にあるが、それよりも星霊の正体を探さぐるのが先だと勘かんが告げている。

「弾だん丸がんはすり抜ぬけるし黒くろ髪かみの嬢じようちゃんの棘も効かない。ってことは純じゆん粋すいな星霊エネルギーであって物理干渉が通じないのが道理なんだけど……」

　なぜ化身獣アバターは床を壊こわして現れたのか。

　物理的に存在しないなら、床を壊すことはできないはずなのに。

「そこんとこ、どうなのネームレスちゃん？」

『罪の星霊とやらが生みだした化身獣アバターだ。端たん的てきに言って無敵らしい』

　帝国の精せい鋭えいたちがぎょっと後ずさる。

　何もいないはずの虚こ空くうがぼやけて、そこから全身鈍にび色いろのコートスーツ姿の男が浮うかびあがってきたのだ。

　使徒聖、第八席ネームレスが。

「お？　左ひだり腕うでなくしちゃった？」

『あの化身獣アバターに触さわれば貴様もそうなる。さすがは血脈の当主だ。使徒聖とはいえ単独撃げき破ははなかなかに難しい』

「逃にげてきたんだ？」

『次は仕留める』

「……ふぅん。まず次があるかわかんないけどね」

　ふざけるような口ぶりから一転、獣けもののように目を細める冥。

　使徒聖二人が並ぶ通路に巨人型の化身獣アバターが這い上がり、その大穴から冥府の番犬ケルベロス型の化身獣アバターまでもが次々と飛び上がってくる。

「もいっかい訊きくけど無敵？　ミサイルとか炎ほのおでも？」

「効かないだろうな。むしろ罪が膨ふくれあがって増ぞう殖しよく増大する。極きわめて理り不ふ尽じんで面倒くさい星霊だ。ただし敵味方の区別がない」

　化身獣アバターはネームレスを追つい跡せきする。

　その命令の実行のために、ネームレスを追いかける途と中ちゆうで何がいようと関係なく破壊し、踏ふみつぶして進み続ける。

　ゆえに星霊部隊も、迂う闊かつにここへは駆かけつけられまい。

「──勘かん違ちがいしないで」

　純血種キッシングが右手を水平に。

　その仕草に連動して、一度はバラバラに分散していた空中の棘たちが何千本と蠢うごめきだし、冥とネームレスへと狙ねらいを定めた。

「御祖父さまには譲ゆずらない。あなたたちを排はい除じよするのは、わたし」

「あははっ。可愛かわいい孫のために当主がしゃしゃり出たってわけ？　泣ける話だね、いっそ嬢ちゃんはお部屋に帰って寝ねてれば？」

「……あなた本当に嫌い」

　黒髪の魔ま女じよが、笑い飛ばす冥めがけて指を突つきつけた。

「消え────」

　しゃらん。

　命を賭とした戦場とはかけ離はなれた、涼すずやかな呼よび鈴りんがこだました。他ほかならぬキッシングの耳元から。

『キッシング、すぐに集合場所へ戻もどりなさい』

「オン叔父おじさま!?」

　黒髪の下に隠かくされた耳につけたイアリング型通信機。

　そこから響ひびく男声も、そして聞き返すキッシングの声も極小ではあるが、常人離れした聴ちよう覚かくをもつ冥もネームレスも決して会話ソレを聞き逃のがさない。

「なぜです叔父さま！」

『想定外の事件が起きた。私もいま使徒聖との戦せん闘とうを切り上げて向かっている』

　告げる声は、昂たかぶっていた。

　そこにキッシングが違い和わ感かんを覚える間もなく。

『女王の間で、女王とイリーティア君が斬られた』

「……………………はい？」

　その言葉に。ゾア家の切り札キッシングは、この場で初めて、少女本来の可愛らしい声を漏もらしてしまった。

　帝てい国こく軍の刺し客かくが女王を襲おそった。それは可能性としてあり得うるだろう。

　だが。

　なぜ女王の間にルゥ家の第一王女が現れた？

「ありえませんわ。だって彼女は戦力外やくたたず。この事態に外に出るなど……」

『その通りだ。ルゥ家の地下避難室シエルターに避ひ難なんしていると私も思っていた。こと戦闘状じよう況きよう下で自分が無力であることも、賢けん明めいなイリーティア君が理解できないわけがない』

　命知らずの行こう為いだ。

　まるで自ら討とう伐ばつされるために出向いたようではないか。

「…………」

『私もアリス君の部下から報告を受けたのみだ。どこまで真実か確かめるのが先だ。……正直、私にも何が起きたのかわからない』




　一人の魔女イリーテイアの計略が──

　月ゾアの想定をも覆くつがえす事態を招いた瞬しゆん間かんだった。








Chapter.4　『許されざるもの』









　閉とざされた女王宮の正門。

　星霊の力によってのみ開閉できるこの扉とびらは、一度開けばしばらくは閉じられない。ゆえに開けば帝国側の思う壺つぼ。帝国軍の突とつ入にゆうを許してしまう。

「燐リンわかってるわね、奥の隠し扉からよ」

　女王宮の正門を無視して裏手へ。

　広大な敷しき地ちのなか、常夜灯ライトの光も届かない城の裏側へとアリスは走っていた。

「アリス様、はやる気持ちはわかりますが落ち着いて」

「わたしは冷静よ」

　拙つたないウソだ。

　こんなにも息を切らせて、柄がらにもなく額から汗あせをかいて。これが落ち着いた王女の態度からは程ほど遠とおいと自分アリスにも自覚はある。

　胸むな騒さわぎが止まらないのだ。

　……女王宮に敵の刺客。それが使徒聖なら危険すぎる相手よ。

　……イリーティアお姉様も女王様も、どうか無事で。

「燐、隠れて」

　女王宮の外がい壁へきに面した茂しげみに、二人で身を潜ひそめた。

　何も無い──

　帝国軍にはそう見えるだろうが、星せい霊れい使いであるアリスの目には、この壁にうっすらと星霊光が滲にじんでいるのが視し認にんできる。

「星霊たち。わたしよ、開けてちょうだい」

　アリスが手をかざすのに応こたえ、壁が大きく蠢いた。

　この女王宮は「生きて」いる。

　始祖ネビュリスの血統に反応し、壁に住み着いている微び小しようの星霊たちが目覚めることで壁に小さなトンネルを作りだす。

「帝国軍の姿は見えません。今ならこの扉も気づかれないはずです」

「急ぐわよ燐」

　隠し通路を走って女王宮の一階ホールへ。

　そこには女王から巡じゆん回かいを命じられた近衛兵、そして王宮守護星の一人が待っていた。

「アリス様、戻られましたか！」

「ご報告があります。先ほどイリーティア様が……」

「わかってるわ」

　部下たちに頷うなずきつつ、アリスは颯さつ爽そうとホールを突き進んだ。

「今すぐ女王の間に向かいます。そこの三名わたしについてきて。残りの者はここで警備を続けてちょうだい！」
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　……いつからでしょう。

　……この戦いの小さな違和感。何か引っかかる。

　予感のようなもの。

　ごくわずかな心の引っかかりが拭ぬぐえない。女王ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世の幾いく百ひやくという戦歴をふり返るなら、その勘は常に自分を正しく導いていた。

　帝国軍の地じ雷らい原。毒ガスの平原。通信傍ぼう受じゆ。スパイ。包囲。

　死地を感じとる絶対嗅きゆう覚かくが、ざわめくのだ。

「なぜそれを、あなたに感じるのでしょうね」

　唇くちびるについた埃ほこりを拭う。

　ネビュリス女王が悠ゆう然ぜんと立つ女王の間は、真っ平らになっていた。

　女王の暴ぼう虐ぎやく──

　天てん井じようを支える円柱が何百枚という円えん盤ばん型に切断され、階段があったはずの場所にはサイコロ状に微み塵じん切ぎりにされた瓦が礫れきが積もっている。

　ぱらぱら、と。

　割れたステンドグラスの窓から、色とりどりのガラス片へんが降ってくる。

「帝国軍の爆ばく撃げき機も真っ二つにした大気の大おお鎌がまです。ヒトに直接振ふるうのは非人道的かと過去には控ひかえてきましたが、女王わたしの首を狙いにきた悪逆にまで遠えん慮りよする必要はありませんからね」

「…………」

　ヒビだらけの壁かべに、くずおれて座りこむ帝国軍の刺客。

　細身の長ちよう剣けんを握にぎりしめたままピクリとも動かず、その足あし下もとには本人から流れでた小さな血だまりができている。

「どういう理り屈くつでしょう。なぜあなたは生きている？」

「…………」

「心臓の鼓動おと、聞こえてますよ。大気は聞き逃さない。どんな小さな呼吸音も」

「なるほど便利な星霊だ」

　淡たん々たんと呟つぶやいて、剣士が紅くれないの髪かみについた自分の血を振り払はらった。

　専用の甲かつ冑ちゆうも一部が大きく切り裂さかれているが、戦闘に支障はないと言わんばかりに無音で立ち上がる。

「始祖の末まつ裔えいらしい暴虐もあり、搦からめ手てにも対応できる。応用の幅はばが広い」

「……なぜ無事なのか。私の質問には答えてくれないのですね」

「俺だからだ」

「…………」

「戯たわ言ごとをと思っているだろう。理解を求める気はさらさらない」

　背の丈たけほどもある長剣を右手にぶらりと提さげて、使徒聖の第一席ヨハイムのまなざしが女王を捉とらえた。

「次は斬きる」

「確かにあなたの言葉は理解不能です。けれど私に向けるその目は嫌いやですね。経験上とても嫌なまなざしです」

　亀き裂れつの入った床ゆかで一歩後退。

　流れるような挙動でもって、ネビュリス女王はトンと爪つま先さきで床を叩たたいた。

「だから消えて。風の墓標のなかで」

　──衝しよう撃げき『風神風界曼まん荼だ羅ら』。

　女王の間の壁が崩ほう壊かいした。

　何百という烈れつ風ぷうの層が女王の間に生まれたのだ。無む秩ちつ序じよの風がもたらす幾き何か学模様の結界は、そこにあるものすべてを捻ねじりあげ殲せん滅めつする。

　本来ならば攻こう城じよう戦法術。

　強固な城じよう郭かく都市を砦とりでもろとも崩壊させる秘ひ奥おうの一つ。女王の間という矮わい小しような規模であるが、その威い力りよくは何ら本来のものに劣おとらない。

　それが。

「やはり見誤ったな。俺を」

　無傷で。

　何百という旋せん風ぷうの暴虐をすり抜ぬけて、使徒聖筆頭の剣士は迫せまっていた。

　女王ミラベアの眼前まで。

「そんなっ!?」

「お前の風は星霊エネルギーを避けて進む」

　極大すぎる星霊術ゆえの代だい償しよう──

　ここは女王宮だ。今この部屋に部下が駆かけつければ、吹ふき荒あれる風の暴虐は部下も巻きこんで引き裂くだろう。

　ゆえに星霊使いを除くように術を放った。

「それが災わざわいだ」

「どうし…………まさかっ!?」

　女王の口からこぼれる驚きよう愕がく。

　使徒聖の第一席ヨハイム。帝国からの刺客であるこの男の正体は──

「裏切り者はあなただった」

「そうだ。俺はこの皇庁くにを変えるために女王あなたを裏切った」

　第一席ヨハイム。

　その正体は皇おう庁ちように生まれ、皇庁くにを裏切って帝国についた星霊使い。

　女王はそれを知らなかった。そして必殺の星霊術に込こめた「星霊使い以外を滅ほろぼせ」の制せい御ぎよが、致ち命めいとなったのだ。

「俺は女王あなたを知っていた。だが女王あなたは俺ごときどうでも良かった。ただの敵兵としか見なさなかった。その差だ」

「ぐっ!?」

　一の太た刀ち。全ぜん盛せい期の自分なら──皇庁随ずい一いちの戦せん闘とう人形であった時代であれば咄とつ嗟さに跳とび下がることはできただろう。

　躱かわした？

　そう思った瞬間、女王の目が見たのは切り裂かれた王衣ドレスの切れ端はしだった。

　続く血しぶき。肩かたから左ひだり腕うでが千切れなかったのは幸運……ではない。使徒聖が既すでに二の太刀を構えていたからだ。

「ここで歴史が変わる」

　星霊使いの楽園を滅ぼすための刃やいばが、振り下ろされる。自分が斬られる瞬間を女王さえ受け入れるしかなく。

「お母さま！」

「……………………え？」

　叫さけび声が聞こえて。




　女王を庇かばった第一王女イリーティアが、使徒聖ヨハイムの剣に切り裂かれた。




「……お……母さ……逃にげ…………」

　背を向けたままの長女の膝ひざが、床につく。

　肩から胸にかけて噴ふきだした血が使徒聖を赤く染め上げる。その光景を、母である女王は最後まで見届ける前に──

　意識を失った。

　腕に受けた刃の傷。だが何より、娘むすめの身に起きた惨さん劇げきを受け入れることを心が拒きよ否ひした結果であった。

　昏こん倒とうする女王。

　血まみれで斬りすてられた第一王女。

　その目もく撃げき者は他ほかならぬ使徒聖ヨハイムと、そして。




「……イリーティアおねえさま？……おかあさま？…………」




　使徒聖がふり返る。

　血まみれの長剣を握る剣士の遠く先に、今まさに、女王の間の扉とびらがあった場所に走りこんできた少女が立っていた。

　純血種であろう白の王衣ドレスをまとった、美しき金きん髪ぱつの魔ま女じよが。

「何者か知らないが遅おそかったな」

　許されざる者ヨハイムの、鋼はがねの呟き。

「この皇庁くには墜おちた」








Chapter.5　『氷ひよう禍かの魔女アリスリーゼ』









　悲鳴は、なかった。

　悲鳴のかわりに女王の間を染め上げたものは、肩から胸を斬られた姉イリーテイアの真っ赤な血しぶき。

「……お……母さ……逃げ…………」

　口からも血を噴きだした姉が、糸が切れるようにくずおれる。

　その後ろに倒たおれているのは女王ははミラベア。

　二人ともピクリとも動かない。

「……イリーティアおねえさま？……おかあさま？…………」

　噓うそだ、と。

　何よりも真っ先にアリスは自分の正気を疑った。こんなものは夢でだって見たことない。この女王の間で、最愛の家族が倒れていく惨劇──

「何者か知らないが遅かったな。この皇庁くには墜ちた」

　血染めの剣けんを握る剣士がふり向いた。

　知らない顔だが帝てい国こくの刺し客かく以外にあるまい。

　使徒聖？　わからない。そんなことはどうでもいい。一つ確実なのはこの男が許されざる罪を犯おかしたということ。

　そして悔くやんだ。

　自分が甘かった。だから女王ははも姉も守れなかった。

　やはり。

　やはり帝国というモノは、滅ぼすべきものだったのだ。

「次は貴様か？」




「帝国人がぁぁぁぁぁぁぁっっ！」




　生しよう涯がい初めて、吼ほえた。

　煮にえたぎる激情に視界が真っ赤に染まっていく。その咆ほう哮こうがどんなに王女らしからぬ振ふる舞まいであったとしても、誰だれがそれを止められただろう。

　そして嘆なげく。

　……今までわたしは、お姉さまが暴力政変クーデターの犯人じゃないかって疑ってたわ。

　……シスベルを別べつ荘そうに連れていったことも、その一いつ環かんだって。

　だが違ちがう。

　姉は潔白だ。自分は取り返しのつかない誤解をしてしまっていた。

　なぜならば──

　女王交代を狙う裏切り者が、女王を庇うわけがない。姉イリーティアはルゥ家の裏切り者などではなかったのだ。

「────帝国人、お前、絶対に許さないっ！」

　星せい霊れいの制御が追いつかない。

　アリスの背中にある星せい紋もんからあふれた極大の星霊エネルギーが冷気となって、あたかも背に生えた真っ青な翼つばさのごとく顕けん現げんした。

「その冷気。氷禍の魔女か」

「ええそうよ、帝国軍あなたたちにとっての魔女よ」

　指を突つきつける。

　最愛の家族に振るった凶きよう刃じん。その復ふく讐しゆうのためならば、自分は帝国に滅びをもたらす魔女でいい。

「帝国のあらゆる都市を氷こおり漬づけにしてやるわ。そしてお前も！」

　冷気が吹きすさぶ。

　空中で無数の氷の剣が生まれ、使徒聖へと驟しゆう雨うのごとくふりそそぐ。だが。

「状じよう況きようを理解してないな」

　ヨハイムの手には盾たてがあった。

　肩から胸にかけて鮮せん血けつを流す第一王女イリーティアという、人間の盾が。

「アリス様いけません！」

「……ぐっ!?」

　燐リンの絶ぜつ叫きように我に返って、アリスは夢中で術を止めた。

　降りそそぐはずの氷が空中で溶とけていく。星霊術を止めなければ、氷の刃に貫つらぬかれていたのは人ひと質じちである姉の身だっただろう。

　姉をこんな姿に辱はずかしめ。

　挙げ句の果てに生きた盾として扱あつかう、その非道をどう言葉に尽つくせというのか。

「純血種は捕とらえた。俺は帰き還かんする」

「黙だまれ帝国人！……お前……本当に許さない。その身、もはや原形を保って帝国に帰れると思わないことね！」

「さあな」

　左腕で姉を抱かかえた剣士がくるりと方向転てん換かん。

　アリスに背を向けるや、女王の間の奥へと走っていくではないか。

　……逃げる？

　……でも向こうは壁かべよ。扉はわたしの背中の後ろ一つだけ。

　いや。

　扉はもう一つある。王家とその側近だけが知る避ひ難なん通路が。しかし始祖の末まつ裔えいが触ふれないかぎり隠かくし扉は絶対に開かない。

「鍵かぎならある」

　抱えたイリーティア──

　動かぬ姉の手をとって壁に触れさせる。ルゥ家の第一王女を感知した星霊たちが反応し、そこに通路を作りだす。

「お前、どこまでお姉さまを道具扱いするつもり！」

「有効活用だ」

　女王の間から走りさる。

　隠し扉は直接外の敷しき地ちに繫つながっている。帝国軍と合流し、第一王女イリーティアを帝国本土へと連れさる目もく論ろ見みか。

「燐！　女王様おかあさまの容態は!?」

　燐へとふり返る。

　倒れた女王を囲むのは燐と、そして同行してきた三人の警備たち。そのうち二人が既すでに通信機で応おう援えんを要よう請せいしている最中だ。

「命は無事です。ただ左ひだり腕うでの裂れつ傷しようが骨に達しています……腕が繫がっている方が奇き蹟せきのような状態です」

　痛々しく倒れた女王のもとで、燐が唇くちびるを嚙かみしめる。

　細い糸で肩かたの動脈の部位を縛しばって止血。

「今すぐ腕の縫ほう合ごう手術が必要です。医い療りようチームが駆かけつけ次し第だい、医務室にお送りしてその場で手術を始めなければ……」

「すべて任せるわ。あなたの判断ですべて進めなさい」

「……アリス様」

　燐が息を吞のむ。

「あの帝国人を追うのですね」

「違うわ。追いかけるのはイリーティアお姉さまよ」

　何よりも第一王女の奪だつ回かいが先だ。

　あの男を八やつ裂ざきにするのも帝国を壊かい滅めつさせるのも、二の次になる。

「燐、何かあったらすぐに連れん絡らくを寄こしなさい！」

　返事を待たずに床ゆかを蹴けった。

　隠し扉をくぐり抜ぬけて女王宮の外へ。

「どこ!?　あの男は……」

　姉を抱えた使徒聖も十数秒前にここに立っていたはず。

　遠くへ行っていない。わずかな常夜灯ライトの光を手がかりに周囲を見まわすアリスの目が捕らえたのは、舗ほ装そう路に残った黒い血けつ痕こんだった。

　イリーティアの血。

　もう本当に時間がない。女王の腕の傷とはワケが違う、姉の容態は今すぐ手当てを受けなくては生死に関かかわる。

「逃のがさない。お姉さまを好きにさせるものですか……！」

　血痕の行き先は、敷地内の広場。

　その奥で、広場に止まった一いつ般ぱん車が動きだした。

「お姉さまを運びさる気!?」

　使徒聖の狙いは帝国軍への合流ではなかったのだ。

　今すぐ純血種を運び去ること。

　アリスの足では絶対に追いつけない。どうする。星霊部隊に命じて追つい跡せきさせて、国境を封ふう鎖さする？

「アリス様こちらです！」

　白しろ塗ぬりの公用車が、猛もうスピードでアリスの後方へ。

　運転席に乗っていたのは、女王の間についてきた警備隊の一人だった。

「燐様のご指示です。帝国軍がイリーティア様を連れさるにあたり、アリス様が追跡するには車が必要だろうと」

「最高の判断よ、全速力でお願い！」

　助手席に飛び乗る。シートベルトを着けるのも待たずして、アリスを乗せた車が前方の一般車を追って走りだした。

　王宮の敷地外へ。

「市街地へ向かうつもり？」

「その先の高速道路へ出るつもりでしょう。中央州高速道路８号線の先は国境に直結しています」

　ハンドルを片手で握にぎる部下が、もう片手で通信機を手にとって。

『国境検問所チエツクポイントへ。こちら王族搭とう乗じよう車だ。現在、襲しゆう撃げきによってイリーティア王女が敵に連行された。奴やつらの狙いは高速道路だ。すべての国境を封鎖しろ』

　真夜中の市街地を走りぬける。

　敵車が信号を無視して突っきって、こちらも当然に信号無視。状況を知らない他の車から警音器クラクシヨンを鳴らされようが道を譲ゆずっている余よ裕ゆうはない。

「お願い急いで。お姉さまの傷は命に関わるわ。国境まで追いかけるなんて時間は残ってないの。命がもたない！」

「重々承知しております。ですが……！」

　距きよ離りが縮まらないのだ。

　激しい追跡カーチエイスによる二台の車間距離は、時間でいえば五秒未満。姉を乗せた車が目の前にいるのに、このわずかな隔へだたりが埋うまらない。

　……ありえないわ。この真夜中に、この速さでどうして完かん璧ぺきに運転できるの!?

　……道を間違えないだけでも精せい一いつ杯ぱいのはずよ。

　中央州の道を熟知しているとしか思えない。

　間違いなく皇おう庁ちようの裏切り者が乗っている。あの車の中にだ。

「──一つ先に伝えておくわ」

　隣となりでハンドルを握る運転手へ。

「あの車を捕つかまえた後の話よ。そこに乗っているお姉さまが無事であれば、すぐに最も寄よりの病院へ向かいましょう」

「もちろんです」

「でも……もしも無事でなかったら。あるいは奪だつ還かんが間に合わなかったとしたらすぐに王宮へ戻もどってほしいの」

「は、はい。女王様のもとへ向かうのですね」

「違うわ」

　それは──

　かつて自分が発したなかで、もっとも冷たい声であったことだろう。

「残ってる帝てい国こく軍を潰つぶすわ。誰だれ一人ひとり、二度と帝国の地を踏ふませない」

「…………」

「お姉さまが無事でなかったら、わたし、本当に正気でいられないかもしれない。だから先に言っておくの。お願いね」

「……畏かしこまりました」

　窓の外の風景が一転した。

　ビルのそびえたつ都心部から都市郊こう外がいへ。のどかな田園と森林が広がる道へ。

「アリス様、敵の車が止まって……い、いや違ちがう!?」

　追跡する車が急停止したのだ。

　しかし停止は一いつ瞬しゆんのみ。フロントガラスに映る車が、後ろ向きのままこちらの車へと猛スピードで突っこんでくる。

「まさか!?」

　言葉が終わるより早く、アリスの視界は炎ほのおに染まった。

　──自動車爆ばく弾だん。

　星せい霊れいの自動防衛は、人間の殺気には敏びん感かんだが機械的な攻こう撃げきは感知が遅おそい。

　そして至近距離による内蔵型機械爆弾の爆発は、アリスの星霊の自動防衛さえも許さぬほどに速かった。

　……これさえ罠わなだったの。

　……イリーティアお姉さまを運ぶと見せかけて、無人運転？

　意識が暗転する。

　炎の熱気を感じた直後に、アリスを乗せた車は爆風によって宙を舞まっていた。

「────」

「ア……リス……様……お気を……確かに……」

　目を開ける。

　横転した車の中で、アリスが感じたのは金属の冷たい感かん触しよくだった。

　鋼はがねの星霊──金属を操あやつる星霊で自動車の部品を引っぺがして「盾たて」を形成。アリスを爆風の直射から守っていた。

　ただし、咄とつ嗟さに展開できた盾は一人分。

「あなた!?」

「ご無事で……な……に……よ……」

　フロントガラスに背を向けた男が、アリスの膝ひざ元もとへと崩くずれていく。衣服の背中にあたる部分が爆風で焼け焦こげて、肌はだが真っ赤に爛ただれているのがあまりにも痛々しい。

「わたしを庇かばったの……」

　返事はない。

　自分を庇って倒たおれた者は、もはや意識すら定さだかではなかった。

「生きて、すぐに助けを呼ぶから！」

　焼け爛れた背中に手をかざす。

　氷の冷気で覆おおって応急処置。車の窓から外にでて、自分を庇った男を摑つかんで全力で引っぱりだした。

　そして通信機へ、怒ど鳴なる。

「燐お願い、頼たのみがあるの！」

　返事が来る間も惜おしんでアリスは続けた。

「今すぐ医療チームをこちらに寄こして。大至急！」

『────アリス様!?　イリーティア様のご状じよう況きようは！』

「逃したわ。わたしの追跡した車自体が罠だった。でも今はとにかく医療チームを寄こしてちょうだい。火傷やけどの重傷者が一人いるわ……わたしを庇って……」

『すぐに手配します！』

　場所は訊きかない。

　アリスの通信機の発信位置は、王宮の通信センターで把は握あくできている。現在地から動かなければ十数分で医師が駆けつけるだろう。

「……頼んだわよ」

　通話を切って顔を上げた。

　真夜中の車道では爆発した車がいまも轟ごう々ごうと燃えさかり、火の粉が雪のようにアリスの肩かたに降ってくる。

　足あし下もとには、意識不明の部下。

　背後には、爆発を受けてひしゃげた自分たちの車。

「…………」

　そのすべてを前にして。

「────どうして！」

　アリスは自分の唇くちびるを嚙かみきった。血が噴ふきだすまで。

　悔くやしい？

　違う。そんな生ぬるい言葉では到とう底てい表現しきれない。女王も姉も、そして新たに部下も。こんなにも目の前で人が倒れていく。

　必死に掬すくった水が、両手の指の隙すき間まからこぼれ落ちていくように。

「わたしが助けるはずだったじゃない。女王もお姉さまも、この部下だって。なのに……何でこれっぽっちも上手うまくいかないの！」

　自分には戦況を変える力がある、そう思っていた。

　王宮についてから死しに物もの狂ぐるいで火災をとめて、女王宮に駆かけつけて、そして今も大事な姉を取り戻したくてここまでやってきたのに。

　すべてが空回り。

　この一番大事な時に、なぜ自分は誰一人として救えないのか。

「…………」

　使徒聖に斬きられた姉イリーティアは瀕ひん死しの身だ。

　女王もすぐに手術がいる。

　車道に寝ねかせている部下も、早急に病院へ運ばなければどうなるかわからない。

　……帝国軍。いえ、帝国人も何もかも！

　……これがあなたたちの意思だというのなら、わたしは絶対に許せない。

「覚かく悟ごなさい……本当に、本当に復ふく讐しゆうしてやるんだから……」

　拳こぶしを握りしめる。

　そこに足音。

　誰かが車道を走ってくる気配がしたのは、その時だった。

　誰？

　そう思って顔を上げたアリスの目の前に、息を切らせた黒くろ髪かみの少年が立っていた。

　黒と白の二ふた振ふりの剣けんを抱かかえた剣士が。

「アリス？」

「……………………イス……カ……？」

　この状況下。

　帝国と皇庁とが、過去最悪の関係にいたった夜に。




　黒くろ鋼がねの後こう継けいイスカと氷ひよう禍かの魔ま女じよアリスは、出会ってしまった。




　少女アリスリーゼは思い知った。

　──帝国兵は一人残らず敵。

　大事な姉を斬り、女王を傷つけた帝国人。誰一人として逃のがすわけにはいかない。それがたとえ誰であっても。

「…………」

「……アリス？」

　自分を見た少年がわずかに息を吞のむ。

　すぐに気づいたのだろう。憤ふん怒ぬに強こわばったこちらの表情と、そして制せい御ぎよしきれないほどの星霊エネルギーが背中の星せい紋もんからあふれていることに。

　何もかもが、いつもと違う。

　……そう。そうよね。

　……キミなら「何となく」察してくれるわよね。

　そんな帝国剣士を見つめている内に、目元がじわりと濡ぬれていくのを感じながら。

「……なんで、こんな時にキミに出会っちゃうのかな」

　ふるえる唇で。

　嚙みきった唇で。

　アリスが必死に紡つむいだ声は、嗚お咽えつにも似た弱々しいものだった。

「わたしたち……もう……好敵手ライバルなんて言えなくなっちゃった。そんな甘い関係じゃダメになっちゃった……」

「アリス？　何を言ってるんだ。それより聞いてくれ、シスベルが──」

「別荘に残ってって言ったはずよ」

　有う無むを言わさずに彼イスカの言葉を断たつ。

　帝国軍の侵しん攻こうを聞いて急いで王宮へ戻もどる寸前のことだ。別荘の廊ろう下かですれ違った彼イスカに、アリスは確かにそう告げた。




〝わたしはキミがこの事に関係してないって信じたいの。だから、無実を主張したいなら屋や敷しきで待っててちょうだい〟

〝アリス？　っ、何を言って──〟

〝絶対に外に出ないで。帝てい国こく軍に協力する素そ振ぶりを見せたら、承知しないから！〟




　警告は十分過ぎるほどにした。

　それを破ったのは彼イスカの方だ。

「話を聞けアリス、シスベルが誘ゆう拐かいされたんだ！　ヒュドラ家のヴィソワーズが、牢ろう獄ごくを破ってルゥ家の別べつ荘そうを破は壊かいして！」

「……シスベルが？」

「僕はそれを追いかけてきた。それで道の途と中ちゆうで爆発音がしたから立ち寄っただけだ」

　それは本当？

　喉のどまで出かけた言葉を、アリスは顔をくしゃくしゃにして押さえこんだ。

　……ダメなのよ。もうキミの言葉も聞き入れられない。

　……信じたくてもダメなのよ。わたしの立場がそれを許さない。

　帝国軍は敵なのだ。

　そして自分は、女王の後を継つぐ王女なのだから。

「妹が誘拐されたですって。それはヴィソワーズではなく帝国軍ではなくて？　たとえばキミがそれに協力したとか」

「アリス!?　どうしたんだよいったい！」

「…………」

　イスカの視線が痛い。

　わかってる。こんなこと本当は口が裂さけても言いたくない。だけど、自分はこの皇庁くにを守るために帝国軍を滅ほろぼさなくてはいけないから。

　帝国人が誰だれであっても容よう赦しやできない。

「信じられないのよ！　帝国人のキミの言葉は！」

「……なんだって」

「そんなの信じろっていう方が無茶よ！　わたしは……わたしの目の前でイリーティアお姉さまが斬られたのを見たのよ。キミと同じ使徒聖に！」

　張りつめた声だけが悲しく木霊こだまして。

　頰ほおから流れ落ちるしずくが、止められなかった。

「お姉さまだけじゃないわ女王だってそうよ。もう取り返しがつかないわ。わたしだって、わたしの家族と部下を傷つけた者を許せない！」

　涙なみだを拭ぬぐうことは、できなかった。

　泣いている理由が自分でもわからなかったから。

　……わたしは。

　……わたしは何が悲しくて泣いてるの？

　家族を傷つけられたこと？

　それとも────

「わたしはネビュリス皇おう庁ちようの第二王女アリスリーゼ。帝国を滅ぼさなきゃいけない。それがキミであっても」

「……アリス」

　まっすぐ向かいあう彼の表情は、今も戸と惑まどいが色いろ濃こく滲にじんでいる。

　でもだめだ。

　もう踏ふみとどまることはできない。

「なんで！　なんでなの！　わたし……こんな関係でキミと戦いたくなかった！」

　ああ、きっとそうだ。

　それがわたしの泣いている理由。わたしが叫さけばなければならない一番の理由。

　二人だけの特別な戦場で出会いたかった。

　帝国と皇庁の軋あつ轢れきなんか忘れて、ネビュリス王家の血の争いも気にせずに。




　──キミとわたしの聖戦を、愛のぞんでいたのに。




　その夢が崩くずれさった。

　こんな最悪の終わり方で。こんな憎ぞう悪おまみれの未来しかない終わり方で。

「わたしは……」

　涙を拭うかわりに、両手を広げる。

　その手から生まれた星せい霊れい光が瞬またたいて、虚こ空くうから無数の氷が生成されていく。

「元使徒聖イスカ、あなたに宣戦布告する。構えなさい」

「アリス!?　今はそんな時じゃ──」

「もう戻れないのよ！」

　擦かすれた声で。

　アリスは、目の前の帝国剣士を指さした。

「わたしだって、こんなぐちゃぐちゃの気持ちで戦いたくなんかなかった！　こんな終わり方なんて望んでなかったのに……！」




　そして今。

　黒鋼の後継イスカと氷禍の魔女アリスの、二度目の決戦が幕を開けた。
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　真っ青な星霊エネルギー。

　幾いく千せん、幾万の光の粒りゆう子しとなって、一いつ瞬しゆんの花火のように空へと昇のぼっては消えていく。その幻げん想そう的な光景を目もく撃げきした者は数少なかった。

　帝国軍の襲しゆう撃げきによって、非武装民は地下避難室シエルターへ避ひ難なんしている。

　その例外が──

「強い星霊の輝かがやき。誰かと思えば第二王女アリスリーゼ。ミラの娘むすめであったか」

　田園地帯の一角にある小高い丘おかで。

　あたかも天からの祝福を受けるがごとく、白はく髪はつの美び丈じよう夫ふは、月光に照らされるがままに悠ゆう然ぜんと立っていた。

　超ちよう越えつの魔人サリンジャー。

　三十年前、ネビュリス王宮に侵しん入にゆうして先代女王を襲おそった大罪人。

　実じつ年ねん齢れいは五十を超こえているはずが、その鍛きたえぬかれた体たい軀くと美び貌ぼうは二十代の全ぜん盛せい期から衰おとろえるどころかますます磨みがき上げられている。

「…………」

　丘から眼下の距きよ離りは、実に数キロ。

　専用の双そう眼がん鏡きようでかろうじて見えるほどだが、この男が所持する星霊の中にはそのための能力もある。

「そして誰かと思えば、あの帝国剣士……」

　小さく舌打ち。

　サリンジャーにしてみれば、様子見であったとはいえ苦い経験を喫きつした相手だ。




〝勝負だ魔人〟

〝貴様、剣けん客きやくの皮を被かぶった獣けものか！〟




「解げせぬな。なぜあの男がまだ皇庁にいるのか。それに何より──」

　あの男は、アリスリーゼの従者を庇かばった。つまり帝国剣士イスカは、実はアリスリーゼの部下だったのでは？

　そうサリンジャーは思っていたのだが。

「なるほどな。なんとも数すう奇きな運命だ」

　白髪の魔ま人じんから零こぼれたものは、嘆たん息そくだった。

　眼下で展開される攻こう防ぼう──

　アリスリーゼの星霊術で、田園の車道が真っ青に凍こおりついている。

　容赦ない。

　一いつ切さい手加減する気がないというのは星霊術から明らかだが、何より明白なのは鬼き気き迫せまるほどに張りつめた少女の表情にある。

　歯を食いしばり。

　目をみひらいて、帝国剣士に星霊術を撃うち続ける。

「第二王女アリスリーゼ、お前もやはりミラの娘だな。大方このたびの襲撃が、帝国軍の仕し業わざと信じているのだろう？」

　超越の魔人は知っている。

　この帝国軍の侵攻が、皇庁分ぶん裂れつをもくろむヒュドラ家の謀はかりごとであることを。

　──三十年前。

　あの時から。まだ眼下の二人が生まれるより遥はるか前から。

「滑こつ稽けいだな。この星は何も変わらない。ミラよ、だから言っただろう。お前は、女王にはふさわしくないと」

　純じゆん粋すいすぎるのだ。

　現女王ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世も。その娘アリスリーゼも。

　始祖の末まつ裔えいにはふさわしくない。怨おん念ねんうずまく血の抗こう争そうには耐たえられない。いつか必ず、こうして悲劇の姫ヒロインとなるのが見えていた。

「…………馬ば鹿かが」

　珍めずらしく。

　本当に珍しいことに、白髪の美丈夫は他人への怒いかりを口にしていた。

「くり返すのか。あの時の過あやまちを」








Intermission　『キミと僕の最後の決戦、あるいは二人が泣いた夜』
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　現在から三十年と数か月前のこと。

　サリンジャーが生しよう涯がい唯ゆい一いつの「挑ちよう戦せん者」であった時代──彼の前に立ちはだかる、始祖の末裔がいた。

　最大最強の宿敵で、ミラと呼ばれた美しい少女だった。
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「サリンジャー、あなたは本当に頑がん丈じようですね。鈍どん感かんだからですか？」

「…………」

「普ふ通つうは原形留とどめてないと思うのですよ。私の星霊術を浴びて」

　自然保護区にあたる大草原で。

　全身からおびただしい出血をして仰あお向むけに倒たおれたままのサリンジャーへ、金きん髪ぱつの少女が無造作に近づいてきた。

　両手には、無骨な大型ナイフ。

　肩かたの高さで切りそろえた髪かみをなびかせながら。機械のように正確な歩調、機械のように感情の映らない瞳ひとみで歩いてくる。

「あなたは我が皇庁で、百を超える星霊を奪うばった大罪人です。というか私の星霊も狙ねらってるわけですし。この場で処しよ刑けいが妥だ当とうですね」

「…………」

「ただまあ、今回も良い刺し激げきになりました。だから生かしておいてあげます。あなたが私の練習相手になっている間は」

　そう言いながら、肩にできた擦り傷を消毒がわりにペロリと舐なめる。

　まるで野生児。身にまとう服も星霊部隊の装しよう束ぞくではなく、ほとんど胸だけを隠かくす上うわ衣ぎと、腰こしには極小のスカートを巻いただけ。

　そして。

　その心もとない服さえ、少女はサリンジャーの目の前で脱ぬぎ始めた。

「奥の水辺で汗あせを流してきます。血と泥どろだらけで王宮に戻もどると家臣から心配されるので。あなたもどうです？　さぞ埃ほこりとか嫌きらいそうですし」

「……誰だれが……貴様、と……水浴びなど……」

　そう言い終える前に。

　倒れて動けないサリンジャーの顔すれすれにナイフが飛んできた。いや、むしろ顔の皮一枚が切れた。

「なら私のナイフを預かっててください。それ特注品なので」

　一糸まとわぬ裸ら身しんを晒さらす、その少女。

　目の前に男サリンジヤーがいるのに。

　十四、十五という年とし頃ごろの少女でありながら、美しき己おのれの肌はだを見せることに一切の恥はじらいがない。気品の欠かけ片らもない。

　これが王家？

　これが次代の女王候補？

　誰もがそう思うだろう。だが一度「彼女」の戦せん闘とうぶりを目撃すれば、その疑問は瞬しゆん時じに吹ふき飛ぶに違ちがいない。

　史上最強の女王候補──それがミラベア・ルゥ・ネビュリス８世なのだから。

「サリンジャー、あなた腕わん力りよくで私に負けてどうするのです？」

「サリンジャー、あなた星せい霊れい術じゆつが荒あらすぎです」

「サリンジャー、あなた奇き襲しゆうを仕し掛かけておいてソレですか？」

　憐あわれみではなく蔑さげすみで。

　王家の戦闘人形として知られる王女は、いつもいつも、血だらけで倒れる挑戦者サリンジヤーを見下ろして冷れい酷こくに言い放つのだった。




　そんな彼女が、ある日、百八十度変わった瞬間ときがある。




　ネビュリス皇おう庁ちよう、中央州のある街で。

　他人の星霊を奪いとる力──

　その容疑で指名手配されているサリンジャーは、正体を隠しながら昼の繁はん華か街がいを歩いていた。大型食料店で食料をまとめ買いして拠きよ点てんに戻る。

　次はいつどうやって宿敵ミラベアに挑いどもうか。

　そう思っていた矢先のこと。

「あ……」

　真昼時の交差点で。

　一人の少女が、変装している自分を見るなり足を止めたのだ。

「サリンジャー？」

「……お前！」

　変装して街をうろつくサリンジャー。

　それを一目で看破したのは、お忍しのびの服で街を散歩していた王女ミラベアだった。

「まさかこんなところで出会うとはな……」

　傷は癒いえてない。

　だが知ったことか。出会った瞬間、出会ったところで戦いが始まる。それが二人の間にある暗あん黙もくの掟おきてなのだから。

　そう。

　暗黙の掟のはずだった。

「あ……あはっ、あはははははははははっっっ！」

　宿敵の少女が、突とつ如じよとしてお腹なかを抱かかえて笑いだすまでは。

「あははははは、な、何なのですかサリンジャー。わ、わた……私に笑い死にさせる気ですか！　あはははははっ」

「……何だと」

「だ、だってあのサリンジャーがスーパーの袋ふくろを持って歩いてる！　一いつ般ぱん人にまじってスーパーに並んで野菜や肉を見比べて、レジに並んだのでしょう？」

「…………」

　そう言われて。

　サリンジャーは、自分がスーパーの袋を両手に抱えていることを思いだした。

「あんなに格好つけて『ミラ、今日こそ貴様が地に跪ひざまずく時だ』なんて私に挑んできた男が、スーパーで主婦の皆みなさまと一いつ緒しよにレジに並んでる姿を想像したら……あ、あは、あははははははははっっ、もう私だめです。参りました！」

　とうとう耐えきれず少女が道路に転がってしまう。

　真昼時の交差点で、道行く人の目がいっせいに集中するのもお構いなしにだ。

「な、なんと恐おそろしい策でしょう。まさか私が動けなくなるなんて！」

「……おいミラ」

「しかも肉に特売品のシール付き！　主婦の皆さまとさぞかし壮そう絶ぜつな奪いあいを！」

「黙だまれ！」

　スーパーの袋から透すけて見える「特売品」のシールに気づいた少女が、目に涙なみだを浮うかべてますます笑い転げてしまう。

　ちなみに偶ぐう然ぜんである。

　サリンジャー自身は何も考えず手に取っただけだが、それがよりによって特売品という間の悪さに繫つながってしまったらしい。

「……ちっ」

　舌打ちを残して道を歩きだす。

　笑い転げる少女にすっかり戦意が削そがれた上に、ここまで衆目を集めてしまえばすぐに警務隊もやってきてしまうだろう。

「あ、待ってください」

　と。

　そんなサリンジャーに後ろから追いついてきたのは、他ほかならぬ彼女だった。

「こんな偶然あるのですね。今日のところは休戦ですか？」

「黙れ。命拾いしたと思えばよかろう」

「はい。あやうく笑い死にするところでした」

「…………」

「あ、だから待ってくださいってば。それはさておき、私がここで街をふらついているの、王家には内ない緒しよにしておいてください」

「……なに？」

　元から言う気もない。

　王宮に近づくだけでも自分サリンジヤーは星霊部隊に銃じゆうを向けられるだろう。

「会議中に眠ねむってたら大臣から怒おこられて、それで腹を立てて王宮を飛びだしてきたのです。いつものことですが」

「……お前がか？」

　自分より頭一つ半以上は小こ柄がらな少女を、まじまじと見つめ返した。

「会議というのは寝ねるための場です。私の本分は戦いですので、戦場での疲つかれを会議中に寝て癒やすのは当然のことでしょう」

　意外だった。

　血まみれの機械人形。サリンジャーが知っているのは戦地での鬼き気き迫せまる戦せん闘とう狂きようぶりだが、さぞ王女としての執しつ務むも完かん璧ぺきにこなすものだと思っていた。

　機械のように正確に。

　機械のように淡たん々たんと。

　それがどうだ、会議で居眠り？　大臣と喧けん嘩かしてふてくされて逃にげてきた？

「まるで人間のようだな」

「どういう意味かわかりませんが、お願いしますね」

　そして去って行く。

　相変わらずその足音は無音だし、背を向ける動作も俊しゆん敏びんこの上ないのだが。

「……あの戦闘人形も笑うのか」

　初めて見た。

　サリンジャーの返り血を浴びても眉まゆ一つ動かさない少女が、あんなにも顔をくしゃくしゃにして笑うだなんて。それに何より──

　可愛かわいらしかった。

　顔立ちの整った娘むすめだとは思っていたが、それは人形的な美しさだ。人間的な魅み力りよくはゼロである。そう思っていたのに……

「ちっ」

　再び舌打ちして、足を速める。

　見とれていた。その事実を受け入れるのを拒こばむつもりで、サリンジャーは目の前の壁かべに拳こぶしを打ちつけたのだった。

「今日だけだ。次は見み逃のがすと思うなよ」
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　命をかけた決闘だったはずだった。

　サリンジャーは少女ミラの星霊を奪うばうために挑み、彼女はそれを撃げき退たいする。街で出会ってからもそれは何一つ変わらない。

　ただ、いつからだろう。

　戦いの瞬間がどうしようもなく愛いとおしく、いつまでもこの関係が続くことを、心の底で願い始めていた。

　それが──

　三十年前の『女王７世暗殺計画』によって、すべてが狂くるわされた。

　事のキッカケは、サリンジャーが巻きこまれた奇き怪かいな事件だ。

　事件の犯人を追つい跡せきするうちに、サリンジャーは当時の女王ネビュリス７世の命を狙ねらった暴力政変クーデターの計画を耳にした。

　標的は、二人。

「狙いは女王。そして……女王聖別儀礼コンクラーヴエの最有力候補ミラベア……だと？」

　王女ミラは命を狙われていたのだ。

　それも始祖の末まつ裔えいから。

「……血の争い。くだらんぞ醜みにくい血脈ども、誰の断りを得て俺の女に手を出す気だ！」

　未知の感情に突つき動かされるままに、サリンジャーは女王宮へと向かった。

　ミラは誰よりも強い。

　だが始祖の末裔も皆みなひとしく強大無比で、暴力政変クーデターを裏でたくらむ組織も大規模だろう。奇襲を受ければ彼女とて危あやうい。

　──誰かが。

　──誰かが彼女と共に戦ってやらなければならないのだ。

「勘かん違ちがいするなよミラ。貴様に同情したわけではない。これは俺自身のためだ」

　そう言い聞かせて。

　女王宮に忍びこんだサリンジャーが見たものは──




　床ゆかに倒たおれた、女王ネビュリス７世だった。




「……バカな」

　遅おそかったのだ。

　何者かサリンジヤーが暴力政変クーデターに気づいた。それを知った首しゆ謀ぼう者しやが計画の実行を早めたことで、わずかに到とう着ちやくが間に合わなかった。

　そしてサリンジャーは、そこに女王を襲おそった怪かい物ぶつを見た。

「っ。なんだこのバケモノは!?」

　王家の一つ「太陽ヒユドラ」。

　その血を継つぐ者が、みるみると異形の怪物に変へん貌ぼうしていくではないか。

　──被ひ検けん体たいＦ。

　サリンジャーに襲いかかったのは異形の魔ま女じよだった。

　言語に絶する怪物の重圧感。時間にすればわずか数分。だが一秒が一時間にも感じられるほどの極限の死し闘とうを経へて。

「サリンジャー!?」

　異形の魔女は逃げさって。

　残されたのは女王とサリンジャー。そこに駆かけつけてきたのはミラだった。

「女王陛下……」

　倒れた女王と、サリンジャー。

　女王の星霊を狙って王宮に侵入した──何も知らないミラの目には、両者の関係がそれ以外には考えられなかったのだ。

「サリンジャーッッッ！」

　初めて吼ほえた。

　戦闘人形として生きてきた王女が、初めて「怒いかり」という感情を覚えた瞬しゆん間かんだった。

「あなたが……あなたが女王を襲ったのですか！」

「…………」

「答えなさい！」

　あの時。もしもサリンジャーが真実を語っていれば歴史は違ちがっていただろう。

　だができなかった。真実いいわけを語って許しを請こうという行こう為いに殉じゆんじるには、彼は気位が高すぎたから。

　俺を信じろ──

　そんな弁明を口にする自分の醜しゆう態たいを受け入れられなかった。

　一方のミラベアも、沈ちん黙もくを続ける彼を無条件で信じることは王女としての尊厳と立場が許さなかった。




　気位と尊厳が、二人を隔へだてた。




　両者はそこで決別した。

　少女は泣いていた。泣きながら、刃やいばを抜ぬいて襲いかかってきた。

「サリンジャーッ！　なぜなのです！　なぜこんな真ま似ねをしたのです！」

「……ミラ」

「私はあなたを唯ゆい一いつの宿敵だと思っていた。どんなに敵であっても、一いつ緒しよにいるのは楽しかった。もっと一緒にいたかった。なぜ穢けがしたのですか！」

　好敵手ライバルという関係は消えた。

　サリンジャーは女王を襲った罪人で、ミラベアは彼を捕とらえる正義の断罪者。

　ただの正義と悪という関係でしかなくなってしまったのだ。

「……私は、こんなドロドロの気持ちであなたと戦いたくはなかった！」

　戦いの果てに。

　サリンジャーは、第十三州アルカトルズオーレルガン監かん獄ごく塔とうに捕らえられた。女王の星霊を奪おうと王宮に侵入した最悪の魔人として。

　──真実を語るつもりはない。

　元より王家の諍いさかいに関かかわる気は毛頭ない。

　現政権が崩くずれて太陽ヒユドラが皇おう庁ちようを支配しようがどうでもいい。

　自分が気にかけていたのは彼女ミラだけ。そして自分はその彼女ミラからの信しん頼らいを失った。ただそれだけのことだから。







　そして現在いま。

　黒くろ鋼がねの後こう継けいイスカと氷ひよう禍かの魔女アリスが同じ運命を辿たどろうとする光景を、かつての主役サリンジヤーだけが無言で見下ろしていた。








Chapter.6　『キミと僕の歪ゆがんだ決戦、あるいは二人が誓ちかう夜』









　いつ、何が原因で。

　僕らの運命の歯車は狂ったのだろう。たとえ僕らが敵であっても、立場を越こえた共感はあると思っていた。

　今もそう。

　魔女ヴィソワーズに奪われた王女シスベルを取り戻もどすために、追いかけてきたのに。




〝彼女シスベルは僕らが助ける。君らは屋や敷しきを脱だつ出しゆつして安全な場所に身を隠かくせ〟

〝……わかりました〟

〝今こ宵よいのみ従います。それでシスベル様を取り戻せるというのなら……〟




　従者の少女たちは屋敷の外へ。

　崩ほう壊かいしかけた屋敷をミスミス隊長、ジン、音ネ々ネが見張り、イスカはたった一人で魔女ヴイソワーズを追跡してきたのだ。

　それなのに──

「アリス、話を聞け！」

　突き刺さす寒風のなかイスカは声を張りあげた。

　星霊の生みだす膨ぼう大だいな寒気が、田園を道ごと氷で覆おおっていく。スケートリンクのごとく一面の銀ぎん盤ばんと化した地で。

「僕はシスベルを助けたくて走ってきたんだ、噓うそじゃない」

「聞き入れられないのよ！」

　金きん髪ぱつの少女から返ってきたのは、嗚お咽えつまじりの絶ぜつ叫きようだった。

「わたしは……わたしの目の前でイリーティアお姉さまが斬きられたのを見てしまったのよ。それに女王陛下おかあさまも！」

「……何だって」

「これは戦争だもの。誰かが傷つくなんて当たり前。でもわたしは王女として、王家が受けた苦しみを報復しなくちゃいけない！」

　私見は許されないのだと。

　第二王女アリスリーゼは、帝てい国こく人との対話を受け入れられない。

「帝国軍あなたたちは越えてはいけない境界を越えてしまったわ……もう戦争は止まらない。どちらかが焼け野原になって滅ほろびるまで！」

「…………」

　この数時間ですべてが変わってしまった。

　それは彼女アリスの絶叫を聞いた時点で、イスカも本能的に察していた。皇庁と帝国の争いは、最悪を通りこして「起源」まで悪化したのだ。

　百年前。

　始祖ネビュリスの反乱と同じ状じよう況きようまで陥おちいった。

　そして自分たちの関係も遡さかのぼる──

　二人が初めて出で逢あった時の関係にまで。

「どちらかの国が滅びるまで戦うだって？　それがアリスの本意なのか？」

「皇庁くにの総意よ。わたしがどうにかできる話じゃない」

　氷の壁かべを隔てる少女が、涙なみだを拭ぬぐった。

「打だ倒とう帝国がわたしの最終目的だったわ。でもここまでじゃなかった。帝国人を根絶やしにするとか帝国を焼け野原にするとか、そんなこと考えたくなかった……だって、それはゾア家と同じだもん」

　全面戦争の後の、帝国滅めつ亡ぼう──

　成功したとしてもネビュリス皇庁に数あま多たの犠ぎ牲せいが出るだろう。王家も、戦場に投下される星せい霊れい部隊も。

　だが、もはや運命の歯車は止められない。

「帝国人に話のわかる人がいることも、あなたと出会ってわかったわ。打倒帝国だって、わたしはできるかぎり穏おん和わに終わらせたかった────だけど！　それを台無しにしたのは帝国軍あなたたちよ！」

　アリスの全身から生まれる星霊エネルギーが、夜空に鮮あざやかに花はな咲さいて。

　決戦の始まりへ。

「わたしを仕留める覚かく悟ごできなさいイスカ、わたしも躊ちゆう躇ちよする気はない！」




　黒鋼の後継イスカと氷禍の魔ま女じよアリスの、二度目の決戦──




　ぎちっ。

　イスカの足あし下もとで、輝かがやく銀盤がヒビ割れた。

　何かが亀き裂れつから飛びだしてくる？　身構えるイスカの眼前へ、浮ふ上じようしてきたのは宝石のごとく磨みがき上げられた巨きよ大だいな氷の「鏡」だった。

　イスカを覆い囲み、前後左右に規則正しくそびえたつ八枚の鏡。

「氷の鏡っ!?」

「もう一度言うわ、わたし本当に手加減しないから！」

　初めて見る氷の星霊術だ。

　……アリスの力は桁けた違ちがいでも、氷の星霊の力はいたって単純シンプルだ。

　……氷をぶつけてくるか氷で閉じこめるか。でもこれは違う？

　何のための鏡だ？

　特とく殊しゆな能力は考えにくい。鏡の素材はあくまで氷。氷にかかわる力しか持たない以上、片かたっ端ぱしから星せい剣けんで壊こわすことが理想だが。

　──『氷禍・沙しや塵じん挨あい渺びようの光こう扇せん舞ぶ』

　光の明滅ちらつき。

　ほんの一いつ瞬しゆん。視界の端はしにある鏡が輝いた瞬間を、イスカの目は確かに捉とらえた。常夜灯ライトの光とは違う。淡あわい幻げん想そう的な光が収束していく。

　星霊光が凝ぎよう縮しゆくされている？

　それが、記き憶おくにある音々とシスベルの会話を呼び起こした。




〝なにこれ……電気じゃない。燃料でもない。こんな強いエネルギー源は……〟

〝星霊エネルギーの光ですわ！〟




　魔ま女じよ狩がりの機体『殲滅物体オブジエクト』。

　その星体ライフ・分解フオーム・砲インテグラの発動前の兆候を、想おもわせた。

「そういうことか！」

　閃せん光こうが、八枚の鏡から射出された。

　氷ではなく、星霊術の源となる星霊エネルギーそのものを発射。

　一筋の光が鏡に反射して二つに分かれ、それがさらに別の鏡に反射して分ぶん裂れつしては増ぞう幅ふくをくり返す。

　百を超こえる閃光が、中央に立つ標的イスカを灼やき貫つらぬいた。

　──はずだった。

「相変わらずね。とんでもなく鋭するどい勘かん」

　アリスの賞賛に偽いつわりはない。

　一人の強大な敵に対する、自らの警告の表れだ。

「わたしの新術。燐リンにも見せてない実験途と中ちゆうの術だったのに」

「……運が良かった」

　神速でもって跳とび下がったイスカの、頰ほおからにじむ赤の滴しずく。

　一秒未満の差だ。

　まさしく刹せつ那な未満──沙しや塵じん挨あい渺びようの差でもって、イスカは八枚の鏡の外へと逃にげだしていたのだ。閃光の範はん囲い圏けん外がいへ。

「鏡を割ってたら間に合わなかった」

「そうよ。あなたなら、真っ先に鏡を砕くだくだろうって思ったの。そういう罠わなだから」

「……まるで僕への専用対策じゃないか」

「そう言ってるのよ。こんな術、他の誰だれにも意味がない」

　今なお赤く腫はれ上がった双そう眸ぼうで、アリスがこちらをまっすぐ見つめて。

「初めてネウルカの樹海で戦った時から、あなたの為ために用意してたわ。でも途中で開発をやめたの。これは卑ひ怯きようすぎるって……」

　完全な対イスカ戦術メタ。

　この不気味な氷の鏡に囲まれて、他の帝国兵ならば不ふ穏おんがって逃げだすだろう。

　だがイスカは違う。

　逃げるどころか迫せまってくる。無類の機動力でもって鏡を砕きにかかるに違いない。その行動を逆手にとって接近させて、鏡からの閃光で灼き貫く。

　光の射出なら、どんな剣士も反応できまい。

　……実際そのとおりだ。

　……これが開発途中でなくて完成した術だったなら危なかった。

　光の明滅ちらつきが予兆として存在した。

　だからイスカも術のカラクリに気づいたのだ。完成された術ならば光の明滅ちらつきさえ無かったに違いない。

「こんなのただの罠同然よ。正々堂々じゃないし、わたし本来の星霊術でもないわ。決着をつける時、わたしはわたし本来の手札で戦いたいって願ってた。でもそんなこと言えない状況になったのよ」

「……本当に手段を選ばないんだな」

「もう時間がないのよ！　帝国軍の侵しん攻こうがいまも続いてるわ。わたしは皇おう庁ちようを守らなきゃいけないの！」

　許されざる敵。

　そこに卑怯も何もない。どんなに非道の戦術もアリスは躊躇できない。

　守るべき王家と国民のためならば──

　第二王女アリスリーゼは、どんなにだって残ざん酷こくに徹てつするだろう。たとえ、それが自分の本意でなくてもだ。

「全力でかかってきなさいイスカ。ネウルカの樹海で戦った時と同じように。わたしは、あなたを名も知らぬ帝国兵と思って戦う」

「っ、この──」

　星剣を握にぎる手に力をこめる。

　肌はだが凍こおりつくような殺気は疑いない。目の前にいるのはアリスではない。帝国軍の最大脅きよう威いたる氷ひよう禍かの魔女アリスリーゼ。

　……冗じよう談だんじゃない。シスベルの救出だって時に。

　……よりによってこんな場面でアリスと決着をつけろっていうのか!?

　何と捻ねじれた運命か。

　第三王女シスベルを助ける壁として、第二王女アリスリーゼが立ちはだかる。

「どけアリス、僕はこの先に用がある！」

「わたしを斬って進みなさいと言ってるのよ、できるものならね！」

　アリスの傍かたわらに生まれる氷の巨人像ゴーレム。

　手て駒ごまを増やす気か？

　訝いぶかしむイスカの前で、巨人像ゴーレムが地に倒たおれているアリスの部下を抱かかえ上げた。と同時に、王衣ドレスを大きくなびかせて少女が両手を広げた。

　……部下を庇かばうための巨人像ゴーレム。

　……無差別広範囲に冷気をばらまく気か！

　思いあたる術は一つ。

　氷禍の魔女という俗ぞく称しようの、象しよう徴ちようともいうべき星霊術がある。

　──『大氷禍』。

　夜の空気が悲鳴を上げた。田園も、道ばたの植樹も常夜灯ライトの柱も、何もかもが幻想めいた白はく霧むに覆おおわれていく。

　まずい。

　夜の暗くら闇やみのせいで白霧が限りなく見えにくい。アリスはこれを狙ねらっていたのだ。一度はイスカが躱かわした術であっても、この「夜」は彼女に味方している。

「ぐっ!?」

　どこまでが凍とう結けつ範囲かわからないまま、がむしゃらに真上へと飛び上がる。

　ピシッ。

　凍いてつく音を従えて、未み曾ぞ有うの大寒波が吹ふき荒あれた。

「…………」

　イスカが着氷したのは、地面から五メートルはあろう高さの氷ひよう壁へきの上だった。

　相まみえて、改めてぞっとする。

　まさに氷河期。田園も常夜灯ライトも、道に横転した車も何もかもが等しく凍りついている。ここが戦場なら戦車も拠きよ点てんも丸ごと氷こおり漬づけになっていただろう。

「やっぱり避よけるのね」

　声は、後ろから。

　氷雪まじりの風の向こうに、星霊光に照らされた金きん髪ぱつの少女が立っていた。

「ネウルカの樹海で避けられた時は正直あまり動どう揺ようしなかったわ。心のどこかで『どうせ偶ぐう然ぜんでしょう』って思ってたから」

　氷の丘おかに立つ少女。

　その艶つややかな唇くちびるから、白い吐と息いきが微かすかにこぼれた。

「結局、燐が正しかったのね。あの子はいつも言ってたわ。イスカという帝てい国こく剣けん士しは必ずわたしにとっての脅威になるって。だから心を許しちゃいけないって」

「お互たがい様さまだろ。脅威って意味なら」

「…………ねえ」

　自らも氷の結けつ晶しようを肩かたに積もらせながら。

　直立の姿勢で、氷禍の魔女アリスリーゼは言葉を続けた。

「わたしのこと罵ののしらないの」

「ん？」

「わたしのこと魔女って呼んでいいわよ。わたしは帝国軍にとっての敵だもん。わたしはあなたに宣戦布告した。だから魔女って呼ばれても受け入れるわ」

「…………」

「もういいの。あなたにそう呼ばれてもわたしは──」

「アリス」

　その言葉の続きを、イスカは断たち切った。




「声がふるえてる。そういう無理した自じ嘲ちようは聞きたくない」




　少女が目をみひらいた。

　その肩が小さくふるえ、唇がわなわなと戦おののいて。

「────」

「そんなの誰の得にもならない。僕だって……」

「やめて！」

　少女アリスが、髪かみを振ふり乱して叫さけんだのはその時だった。

　血を吐はくように擦かすれた声で。

「お願いやめて、わたしに……わたしに優やさしい言葉をかけないで。わたしはもう、キミの好敵手ライバルでいる資格はないの！」

　唇を食いしばる少女。

　その目元に浮うかんだ小さな滴が、冷気に煽あおられては輝かがやく氷の粒つぶとなっていく。

　──涙なみだのかたちをした氷の結晶。

　風に煽られてポロポロと落ちていく。

　いくつもいくつも、止めどなく。

「わたしはネビュリスの王女でいなきゃいけないの！　帝国を滅ほろぼさなきゃいけない！　だからもうやめて、何もかも忘れてわたしと戦って！」

　少女の咆ほう哮こう。

　それはイスカが聴きいたなかで、もっとも悲しい魔ま女じよの戦せん闘とう表明だった。

　──『氷禍・千枚の棘とげ吹雪ふぶき』。

　イスカの上空で、風の中から氷の剣が次々と生成されていく。

　ネウルカの樹海でも見た術式だが状じよう況きようが違ちがう。この真夜中では氷の剣を目で捉とらえることが困難極きわまりない。

　……だめだ。わかっちゃいたけど手加減なんて出来るわけがない。

　……相手は本気のアリスなんだぞ！

　自分自身を𠮟しつ咤たさせる。

　本気でかからなければ自分の命がない。相手はそういう星せい霊れい使いなのだ。

「来なさいイスカ！」

　その声に招かれるように──

　剣が飛びかう宙へ、イスカは身を投げだした。

　氷の剣は全方位。頭上はもちろん前後左右から五月雨さみだれのごとく降ってくる。避けきるという選せん択たく肢しはありえない。

　自分がやられる前に敵をやるしかない。

　イスカにそう決断させるために、アリスはあえてこの星霊術を選んだのだ。

「はっ！」

　黒の星剣を握りしめ、飛び来る刃やいばを薙なぎはらう。

　氷上にできた亀き裂れつをとびこえて。

　何もない空中でネコのように身を旋せん回かい。服の襟えりぐりを掠かすめて剣が貫つらぬいていくのを横目に、薄うす紙がみ一枚の差ですり抜ぬける。

「下か！」

　足あし下もとに生まれた氷の棘を、蹴けり砕くだく。

　そして前へ。

　吹雪のなか一度の瞬まばたきもなく愚ぐ直ちよくに前へ、氷上を滑すべるがごとく駆かけていく。真っ青な光に包まれた彼女へ。

「さあ来てイスカ。これで終わりましょう」

　氷禍の魔女アリスリーゼが、両手を前に突つきだした。

「どっちが勝ってもお終しまいよ。わたしたちの戦いの終しゆう止し符ふを打つの。この望んでもない決着を強いる運命に恨みをこめて！」
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　氷雪まじりの風が吹きすさぶ。

　第二王女アリスリーゼの星霊が生みだす大寒波が、辺り一面を無差別に氷河期のような景観へと塗ぬりかえていく。

「…………」

　その寒波のなか平然と、超ちよう越えつの魔人サリンジャーは眼下を見下ろしていた。

　田園を望む小高い丘。

　足下の草が白く凍りついていく寒波に煽られながらも、白はく髪はつの偉い丈じよう夫ふは顔色一つ変えずにその場に踏ふみとどまっていた。

「星の運命よ、これがお前の望んだ世界の姿か？」

　第二王女アリスリーゼと帝国剣士イスカの戦い。

　王宮では帝国軍と星霊部隊とが激しい攻こう防ぼうを続けている。その裏で、この二人の戦いを見守っているのは自分サリンジヤー一人だけ。

「……それともこれがヒトに与あたえられた試練だと？　この不毛な戦いの先に何一つ未来など無いというのに」

　二人の事情をサリンジャーは知らない。

　だが何が起きたのかは一目でわかった。同じなのだ。三十年前、女王の間にいる自分を見たミラベアと同じ表情。

「王家は同じ歴史あやまちを繰くり返す、か……」




　──なぜ私たち、こんな酷ひどい終わり方しかできないの？




　星の運命に激しく嘆なげき、戸と惑まどって。

　それでも王女の立場が留とどまることを許さない。皇おう庁ちようを守るという運命のもとに生まれた少女が、昔も今も、星の運命に弄もてあそばれている。

「……見るに堪たえぬな」

　眼下の戦いに背を向ける。

　決着寸前。

　もう数分とかかるまい。二人の決死の表情がそう告げている。が、どちらが地に倒たおれ、どちらが立っていようと何も違いはないのだ。

　この戦い、残るのは勝者ではない。

　残った方も敗者。

　何一つ得るものがないからだ。どうしようもない虚きよ無む感かんだけが残るだけ。つまるところ、この戦いが起きた時点で両者ともに負けたのだ。

　運命に負けた。

　三十年前、かつての王女と自分サリンジヤーがそうであったように。

「……見るに堪えぬ」

　わずかな苛いら立だちと共に再びそう呟つぶやいて。

　超越の魔人サリンジャーは、今まさに決着に向かう二人の戦いから背を向けた。
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　──これが最後。

　夜の闇やみを切り裂さいて、氷の剣がとめどなく降りそそぐ。

　千におよぶ刃。

　死を運ぶ雨に追われながら、イスカはただまっすぐ金きん髪ぱつの少女へと駆けていた。

「『氷花』！」

　アリスが両手を前に突きだして、吼ほえた。

　その足下の銀ぎん盤ばんが割れて、植物が芽を出すように大輪の花を象かたどった氷の盾たてが生成される。少女の星霊を象しよう徴ちようする「氷花」──始祖ネビュリスの星霊術をも防いだ無敵の盾が。

　星剣を防いでの反はん撃げきか？

　イスカが察した目の前で、花の中心が大きく隆りゆう起きした。

　花の種子。

　透すきとおった水すい晶しようのように美しい。握にぎり拳こぶしほどの大きさの種子が、たった一つ、氷花の花弁に覆おおわれながら輝きを増していく。

　光は、まさにその種子の中から生まれていた。

「この光っ!?」

「氷花を展開した時のみ、星霊は、人わたしの肉体を飛びだしてこの種子に転移する」

　盾を両手で構えるアリスが、そう応こたえる。

「この種子は、わたしの星霊そのものだから」

「……だからか」

　かつてイスカの星剣も氷花に防がれた。

　星剣が斬きるのはあくまで星霊エネルギーのみ。アリスの氷花は星霊そのものであるため、星剣では斬ることができなかったのだ。

「一いつ切さい隠かくしはしないわ。これで本当に最後だから……！」

　種子に光が灯ともる。

　氷花の星霊本体から放たれる極大エネルギーの出力は、八枚の鏡から放出された力など比ひ較かくさえできないだろう。

　光が膨ふくれあがる──

　イスカが星剣を構えて振り上げて、そして氷花から爆ばく発はつ的な光が撃うちだされたのはまさに同時だった。

　一秒、一いつ瞬しゆん、刹せつ那な、そんなあらゆる時間の単位でも比べられない「同時」。

　そして。




　イスカのはるか斜ななめ後ろの夜を、氷花の閃せん光こうが通過していった。




　…………

　……………………え？

　直撃どころか服に掠めることさえない、あまりにデタラメな照準の光の射撃。

　一発目は故意に外してフエイント、二発目が本命か？

　氷花の盾を構えるアリスの目を見つめ返す。そして気づいた。なぜ自分を狙ねらったはずの閃光が外れたのか。

　わざと外した？

　否ちがう。

　氷ひよう禍かの魔ま女じよアリスリーゼは本気だった。本気で自分イスカを狙って撃ったのだ。

　だが当たらなかった。

「…………」

「な、何よイスカ、どうしたの！　なんで走るのをやめるの！」

　氷花に守られたアリスが、立ち止まった自分に気づいて叫さけんだ。

　イスカは無言。

　剣の間合いに入るぎりぎり外で歩を止めて、アリスと向かいあう。

「う、撃つわよ!?　キミがそんな無む抵てい抗こうだって、わたしは本当に──」

「当たらない」

「っ!?」

「僕の姿ことろくに見えてないんだろ。そんな目じゃ」

　氷禍の魔女アリスリーゼ──

　彼女の双そう眸ぼうは、ぼろぼろと零こぼれる涙なみだに覆われてしまっていた。

　視界が滲にじんでろくに見えない。イスカの姿も朧おぼろ気げにしか見えていなかったのだ。

　いつしか瞼まぶたは真っ赤に腫はれ上がり──

　寒波によって涙が氷の粒つぶとなって落ちていく。それでも涙は止まらずに、湧わき水みずのごとく目の端はしから滲んでは大おお粒つぶのしずくとなっていく。

「…………っ……う……」

　少女の嗚お咽えつが、風にまじった。

　顕けん現げんしていた氷花が、糸がほどけるように消えていく。

　立て続けに極大のエネルギーを放出したことによる消しよう耗もうで、主アリスの肉体へと星せい霊れいが還かえっていったから。

「……もうやめよう」

　対ついの星せい剣けんを鞘さやに収め、イスカはそう告げた。

　もういい。

　今この瞬間は、自分たちにとっての聖戦ではない。わかっていたことだ。

「はっきり言うよ。そんな怒いかりに我を忘れたアリスと戦いたくはない。僕とアリスが戦う時は、今じゃない」

「……っ。そんなの──」

　金髪の少女が、表情を強こわばらせる。

「そんなのわたしだってそうよ！　だけど、もう何度も言ってるでしょ、わたしは帝てい国こく軍を許せないのよ！」

「そもそも、それが勘かん違ちがいなんだよ。これは帝国だけの陰いん謀ぼうじゃない。シスベルを連れさったのも帝国軍を呼びこんだのも、アリスと同じ始祖の末まつ裔えいだ。そのうちの一人はアリスの姉の第一王女イリーテイアだ」

「……お姉さまが……？」

「シスベルがそう言ったんだよ。アリスが別べつ荘そうから出て行ってすぐのことだ」

　アリスが別荘を去った後。

　ヒュドラ家当主タリスマンの襲しゆう撃げきの直前だった。




〝たった今……わかりました……〟

〝裏切り者はイリーティアお姉さまです……お姉さまが女王を裏切ろうとしている黒幕に、間違いありません！〟




「妹の言葉も信じられないのか？」

「違うのよ！　わたしは……シスベルがそう言っていたっていう、そのキミの言葉を信じることができないのよ！」

　アリスが拳を握りしめて。

「お姉さまが暴力政変クーデターに関かかわってんじゃないかって、わたしだって怪あやしんでたわ……でもわたしは見たのよ。瀕ひん死しの女王陛下おかあさまを庇かばってイリーティアお姉さまが斬られた瞬間を！」

「それがまず疑わしいんだよ。なぜなら──」

「アレを見て、どうしてお姉さまを疑うことが────」

「話を聞け！」

「──ひっ!?」

　アリスの唇くちびるから漏もれる微かすかな悲鳴。

　初めて怒られた。

　その未体験の恐きよう怖ふによって少女がビクッと押し黙だまる。

　王女であるアリスリーゼを怒おこる人間など、今まで女王以外に一人として存在しなかった。女王からも冷静に窘たしなめられるだけ。

　だから、これが初めて。

　少年からの本気の怒ど声せいを浴びて、アリスは「怒られる」ことを知った。

「…………」

「いいかアリス」

　怯おびえたまなざしの少女へ。

「ルゥ家の別荘はヒュドラ家の襲撃で崩ほう壊かいした。帝国兵に変装していたのもヒュドラ家の刺し客かくで、そいつらはすべて当主の命で動いていた」

「……当主」

「暴ぼう虐ぎやくのタリスマン。波動の星霊のエネルギーで自分の体術を引き上げる戦せん闘とうをする。僕の言ってることに間違いないはずだ」

「…………」

　アリスの無言が、答え。

　帝国人のイスカが純血種の星霊を知っている。この事実が、ルゥ家の別荘を当主タリスマンが襲おそった証しよう拠この一つになるだろう。

「……わたしだって…………」

　無言を保っていたアリスが、か細い息を吐はきだした。

「わたしだって……キミが噓うそつくような人間じゃないって思ってるわよ。でも……」

「でも？」

「わたしには判断できないのよ！　だってタリスマン卿きようの名前も星霊も、帝国軍が今回の計画の前に調べていた可能性が否定できないわ。タリスマン卿を追つい及きゆうしたってそう答えるに決まってるじゃない！」




〝帝国人イスカの証言など虚きよ言げんだよ〟

〝アリス君、キミは帝国人のでっちあげた言葉を信じるのかね？　同じ王家の仲間である私よりも彼を信じると？〟




　そんな反論を突つき返す証拠がないのだ。

　ルゥ家の別荘は崩壊した。

　瓦が礫れきの下から見つけられる物は、すべて帝国製の銃じゆうや装備だろう。ヒュドラ家の襲撃どころか帝国軍の襲撃だという説を強めるだけ。

　……それはその通りだ。

　……シスベルの灯ともしびの星霊以外に、ルゥ家の襲撃を証明するものがない。

　だからシスベルが狙われたのだ。

　当主タリスマン自らがイスカを足止めし、さらに魔女ヴィソワーズまで駆かけつけて別荘を崩壊させた。

「……わたしは……わからないのよ……」

　目に涙をにじませる少女。

　揺ゆれている。

　イスカが噓をつくとは思わない。それでも自分だってこの目で見たのだ。帝国軍による破壊と残虐の限りを。

　何が真実なのか、わからない。

「だってシスベルが攫さらわれたんでしょ。妹を守れなかった帝国兵の言葉を、王女のわたしが信じるわけにはいかない」

　ヒュドラ家の絶対的信用を崩くずせない。

　女王が帝国軍に斬きられた今、ネビュリス王宮の誰だれが帝国人イスカの言葉を信じるだろう。それはアリスも同様なのだ。

「わたしだって……本当はキミとこんな気持ちで戦いたくないのよ！　今ここで戦わずにすむ理由がほしくてたまらない。だけど何も見つけられないんだもん！」

　アリスが瞼をぬぐう。

　視界を滲ませる涙を指先ではらって、氷雪の舞まう風のなかイスカを見つめて──

「……え？」

　アリスが、惚ほうけたように口を半開きにした。

「イスカ、それ!?」

「何……っ、何だこれ」

　アリスに指を指されてようやく気づいた。

　自分イスカの手首に、小さな小さな星霊光がくっついていたのだ。あまりに微び弱じやく、かつ今まで緊きん急きゆうの状じよう況きように対応するのに手て一いつ杯ぱいで気づかなかった。

　……灰色の光？　アリスのじゃない。

　……なら誰の星霊術だ。

　呪のろいの類たぐい？

　けれど肌はだに付着していても驚おどろくほど違い和わ感かんがない。わずかな痛みでもあれば、どんなに意識が逸それていても気づいていたはず。

「まさか……」

　まだ驚きの醒さめない様子のアリスが、ふらふらとした足取りで近づいてくる。イスカの肩かたについた光が反応し、まるで蝶ちよう々ちようのような形へ。

　光の蝶。

「やっぱり『共とも鳴なり』！　ユミリーシャ……わたしの別荘の子の星霊よ。キミ、あの子に何かしたの」

「僕が？　だから違う、僕は何もしてないし、従者は無事なはずだ」

　魔女ヴイソワーズに襲われたユミリーシャも怪け我がはない。

　五人全員が古城から脱だつ出しゆつした。

「そうじゃないの。あの子の星霊は、伝言なのよ……」

「伝言？」

「伝言者になる相手に触ふれて、そこに自分の伝言を託たくすことができるわ。ユミリーシャに触さわられたはずよ」

　思いあたるのは一度きり。

　別荘を脱出する寸前、シスベルの救出を約束した時のこと。




〝シスベルは僕らで取り返す。必ずだ〟

　刃やいばを拾い上げ、イスカは、少女の手に握にぎらせた。

〝できなかったら僕の命をくれてやる。このナイフで八やつ裂ざきにして構わない〟




　彼女ユミリーシヤの手に触れていた。

　あの時にこっそりと、従者の星せい霊れい術じゆつはイスカの手元に宿っていたのだ。

「……イスカ。攻こう撃げきしないから近づかせて」

　無言で頷うなずく。

　アリスから星霊の輝かがやきが消えていたからだ。近づいてきて襲ってくることはないという、彼女なりの表明。

「ルゥ家が雇やとっている従者はただの従者じゃないわ。あの五人は戦闘向きじゃないけど、みんな緊急時に対応するための星霊を宿してる」

「この共鳴とかいうのが？」

「そうよ。特定の人間が触れないかぎり発動しない」

　アリスが手を伸のばす。その指先がふるえているのは、イスカにもわからない彼女なりの葛かつ藤とうがそこに込こめられているからだろう。

　そして光の蝶に、触れた。




〝アリス様、シスベル様、イリーティア様、あるいは女王陛下〟




　主あるじに向けた『伝言』。

　ルゥ家の血脈四人の誰かが触れた場合のみ、その伝言は再生される。




〝ご報告します。我々従者一同、その魂たましいの本音こえであることを、王家に誓ちかい──〟

〝この帝てい国こく軍の侵しん攻こうは、帝国軍のみの陰いん謀ぼうではありません〟

〝暴力政変クーデターの黒幕はヒュドラ家です〟




　帝国軍イスカたちに脅おどされて喋しやべったものではない。

　脅されて喋った証言など録音テープで十分すぎる。自分の星霊を帝国軍イスカたちに明かしてまで残したかった伝言である。これこそが──

　従者ユミリーシヤの本音だと示している。




〝当主タリスマンが帝国兵に扮ふんして屋や敷しきを襲い、破壊していきました。そして申し訳ありません。シスベル様を奪うばわれたのは私の責任です〟

〝本物の帝国兵は私たちを救出し、シスベル様の身を案じてくれています〟

〝どうか彼ら四人には寛かん大だいなお心こころ遣づかいを……〟




　これはルゥ家側の一方的な目もく撃げき談だ。

　王家の異い端たん審しん問もんでヒュドラ家に突きつけたところで、当主タリスマンの立場を崩すだけの公的証拠にはなりえない。

　だが。

　ルゥ家の王女にとって、従者の本音こえは十分すぎるほどの証言だった。

「…………」

　光の蝶が飛び立っていく。

　共鳴の役目を終えて、一いつ匹ぴきの蝶が黒の帳とばりへと消えていくのを、第二王女アリスリーゼはただただ見守ることしかできなかった。

　やがて。

「…………そう……」

　アリスに満ちる気き迫はくが、そんな声とともに抜ぬけ落ちた。

「結局、キミが……ぜんぶ正しかったのね。欺だまされていたのはわたしの方……」

　すべてが茶番。

　帝国軍の侵攻はヒュドラ家が招いたもので、イスカたちはむしろ最愛の妹を守るために全力を尽つくしてくれたのだ。

　女王が傷つけられたことも、その報むくいの矛ほこ先さきは太陽ヒユドラに向けるべき。

　──戦う理由はない。

　王宮を襲っている帝国軍が本物だとしても、目の前の彼イスカとの因果はない。そのすべてを、アリスはようやく信じることができた。

　そして。

「ごめんなさいごめんなさい、ごめんなさいっ……！」

　少女は、氷の銀ぎん盤ばんに泣き崩れた。

　一度は止まりかけていた涙なみだが堰せきを切ったように流れだし、嗚お咽えつと咳せきにまみれたその声は、今にも消え入りそうなほどに弱々しくて。

「…………わたし……本当に、この皇庁くにも家族も守りたくて……なのに、なんでこんな…………こんな最低なことをキミに…………」

　泣きじゃくる。

　身を守るものは何もなく、涙でぐしょぐしょで前もろくに見えていない。

　もしも──

　少年に敵意があれば、この無防備な魔ま女じよに刃を振ふり下ろすことは容易だったに違ちがいない。彼女もそれを受け入れるしかなかったことだろう。

　だが少年は。

「立てアリス」

　その一言に、名指しされた少女がビクッとたじろいだ。

「敵ぼくに謝るより先にやることがあるはずだ」

「……え？」

「攫われた妹をどうする気なんだ。放ほうっておくのか？」

　見上げる少女へ。

　ただただ言葉を浴びせ続ける。

「帝国人ぼくには皇おう庁ちようがどうなろうと知ったことじゃない。女王の身に何があっても関係ない。だけどシスベルだけは放っておけないし、助けるつもりでいる」

「…………」

「アリスはそこに座っているだけか？　なら僕は先にいく」

　甘い言葉はかけないし、起き上がるための手を差しだすこともない。

　二人じぶんたちはそういう関係ではない。

「……辛しん辣らつなのね」

　アリスがふっ、と自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべたのは一いつ瞬しゆんきり。

　涙のしずくを指先で払はらい、自分の足で立ち上がる。よろめきながら、それでも王女らしく気品ある仕草で。

「女の子がこんなに泣いてるのに。ちっとも優やさしい言葉をかけてくれないし立ち上がるのに手も貸してくれない。帝国人って本当に野や蛮ばんよ」

「失望してもらってもいい。だけど──」

「ありがとう」

　首筋に触れる、少女の吐と息いき。

　何が起きたのか。

　イスカが理解するより先に、ふわりと鼻先を撫なでたのはアリスの絹糸のような金きん髪ぱつ。

　そして胸むな板いたに触れる、柔やわらかい肌の感かん触しよく。

「ありがとう……まだ好敵手ライバルと思ってくれて。……今まで通りの関係でいてくれるから、そうして対等に扱あつかってくれるんでしょう？」

　抱ほう擁ようではない。

　ただ彼イスカに我が身を預けて、両手を背に回して抱だきしめているだけ。

　そう。

　これは決して他意ある仕草じゃない。何かを求めての振る舞まいじゃない。

「……アリス？」

「────」

　触ふれあっていたのは、ほんの数秒。

　何をされていたのかイスカが察する寸前に、美しき魔女の姫ひめは、もうイスカから離はなれて目を逸そらしていた。




　運命ながれが、変わった。




　かつての主役サリンジヤーと王女ミラが陥おちいった運命。

　歴史あやまちはくり返さなかった。今ここに星の運命が『世代交代』を告げたのだ。

　なぜならば。

　三十年前の二人は、どちらも戦いの中でしか己おのれを表現することができなかった。二人の強すぎる気位がそれ以上の距きよ離り感かんを許せなかった。

　あるいは、「触れあう距離」に至るための時間があと僅わずかに足りなかった。

　だがイスカとアリスは──




〝あなたパスタが好きなの？〟

〝イスカ。あなたは、どうしてこの画家が好きなの？〟

〝わたしはキミの好敵手ライバルとして、キミのすべてを知る権利があると思うの！〟




　触れあっていた。

　強さも弱さも、人としての何もかも。

　黒くろ鋼がねの後こう継けいイスカと氷ひよう禍かの魔女アリスには、戦い以外に、あらゆる関係で互たがいを認めあう時間があった。

　何度も出会って──

　すれ違って──

　離れたくても離れられなくて──

　その誰だれよりも近い距離感が、二人をぎりぎりで繫つなぎとめたのだ。

「……もう一度謝るわ。ごめんなさい」

　唇くちびるを嚙かみしめるアリスの足あし下もとで、氷が溶とけていく。

　巨きよ大だいな氷の壁かべがとけて、夜の田園もまた徐じよ々じよに姿を取り戻もどしていく。

「わたしは王宮を襲おそった帝国軍を恨うらんでるし、女王様を斬きった使徒聖も絶対に許せない。……だけどもう二度と、そういう嫌いやな気持ちをキミにぶつけない」

「シスベルはどうする」

「わたしがヒュドラ家を追うわ。証しよう拠こが残ってるかもしれない……キミは従者の子と一いつ緒しよにいてほしいの。別べつ荘そうは危険だから離れてて」

　アリスが後ろへふり返る。

　夜の車道に、けたたましい警音器クラクシヨンの音が響ひびいたからだ。

「燐にお願いした医い療りようチームが来たのかしらね。……さあ行って。二人きりで話をしてるのは見られたくないわ」

「わかった」

「……イスカ」

「ん？」

「わたし、やっぱりキミが好きでよかった」

　澄すみきった微び笑しようで紡つむがれたその一言は──

　アリス自身の「はっ」と我に返った表情で、すぐに訂てい正せいされた。

「ち、違うのそういう意味じゃないの、好敵手ライバルとしての好意って意味だから！　な、……何をぽかんと口を半開きにしてるのよ。こんな大事の時に！」

「誰のせいさ!?」

　もちろんそうだとわかってる。

　なのに、なぜ？　胸の動どう悸きが止まらない理由がイスカにもわからない。

　敵のはずなのに。

　今の今まで本気の死し闘とうをしていた「魔女」の一言に。

　──なぜこんなにも動どう揺ようしてしまう？

　それこそ。

　本物とびきりの魅み惑わくの魔法にでもかけられたかのように。

「……今の、アリスの新しい罠わなかと思って身構えた」

「し、失礼なっ。そんな色いろ仕じ掛かけみたいな破は廉れん恥ちな真ま似ね、誰がするものですか!?……ああもう、いいから行きなさい。命拾いしたわねイスカ。次こそ正しよう真しん正しよう銘めいの決着をつけるんだから。覚えておきなさい！」

　王衣ドレスをひるがえしたアリスが、自ら背を向けて走りだした。

　燃えるように火ほ照てった頰ほおを隠かくすように。

「次こそ、か」

　いつか必ず。

　星の運命は変わっても、二人の決着をつけるという意思は揺ゆるがない。それはイスカもアリスも変わらない。

　だが今ではない。

　いつか必ず、すべてを決する聖戦に相応ふさわしい時が訪おとずれる。

　そう察して二人はそれぞれ走りだした。




　氷禍の魔女アリスは、戦火の続くネビュリス王宮へ。

　黒鋼の後継イスカは、仲間たちの待つ郊こう外がいへ。




　一方で──

　二人はまだ知らない。

　いまだ戦せん闘とうの続くネビュリス王宮で、さらなる異変が起きつつあることに。








Epilogue.1　『夜明け前がもっとも暗い』









　黒鋼の後継イスカと氷禍の魔女アリスの再戦。

　それと時同じくして。




「知らんのか？　太陽の隠れた夜はの、月が見張っておるのじゃよ」

　ネビュリス王宮、敷しき地ち内──

　帝てい国こく軍の砲ほう火かも届かない植林地。ざわざわと風のなびく森の外れで、月明かりに照らされたのは車くるま椅い子すの老人だった。

　キィと音を立てる車輪を進ませながら。

「おかしいの。異い端たん審しん問もんを受け、牢ろう獄ごくに入っていたはずの小こ娘むすめがなぜか帝国軍の襲しゆう撃げきにあわせて獄を抜ぬけだしておる」

「…………」

「それも、ルゥ家の第三王女シスベルを背中におぶっておるとはな」

　ゾア家当主グロウリィ。

　使徒聖ネームレスから受けた肩かたの傷もそのままに、この屈くつ強きような老人は月ゾアの塔とうを抜けだしてはるばる外へやってきたのだ。

「のう小娘。ヴィソワーズとかいう名じゃったか」

「あー。しまった。見つかっちゃったか」

　外がい套とうを羽織った赤毛の少女が、ペロッと舌を出しておどけてみせる。

　その背中にはルゥ家の第三王女シスベル。薬で眠ねむらされているのか、この会話の最中も目を開ける気配はない。

「これは意外だねお爺じいちゃん。帝国軍の侵しん入にゆうで大はしゃぎしてたと思ったけど」

「それもあるがの」

　老人の背後では、今もネビュリス王宮が火の粉に包まれている。

　帝国軍には撤てつ退たいの気配が見え始めているが、老人はそれに一いつ切さいの関心を抱いだこうとはしていなかった。

「使徒聖は罪の星せい霊れいが追いかけておる。ワシも当主として、それなりに立場ある振ふる舞いを意識せんとな」

「へえ。っていうと」

「ワシの目を欺あざむけると思ったか？」

　老人の嗄しわがれた嗤わらい声。

　距離にして五メートル程ほどだろう。その先に立っている赤毛の少女を指さして。

「帝国軍を招いたのは貴様の主タリスマンであろう？」

　そう宣告した。

「先の女王暗殺計画もそう。太陽きさまらは常に水面下で動いておる。なかなか尻しつ尾ぽを出さぬから気づかぬフリをしていたが。第三王女シスベルを連れさろうとするのが何よりの証拠。夜風に吹ふかれて待っていた甲か斐いがあったわ」

「へえ？　そんな歳としでやるじゃんお爺ちゃん」

　シスベルを背負うヴィソワーズが、愉ゆ快かいそうに片目をつりあげた。

　太陽ヒユドラの塔に運びこもうとする姿を目撃された。この言いい逃のがれようもない状じよう況きようで、むしろその緊張感スリルが望むところと言わんばかりに。

「それゾア家はみんな知ってる？」

「余計な推察は混乱を生む。話すには、この場を抑おさえてからで十分であろう」

「なるほど。じゃあお爺ちゃんが単独で嗅かぎつけたってわけか。ちょっと見直しちゃったけど、皮肉だね。世の中には知らない方が幸せなこともある」

「それは貴様が異形の姿になるという話かの？」

「…………」

「異端審問会での聴ちよう取しゆは聞いておる。第八州リースバーテンでシスベルを襲った貴様が、まるで人間とは思えぬ姿に変へん貌ぼうしたと」

　今のヴィソワーズは暗い外套を羽織っている。そこから覗のぞく素す足あしはすらりと白く艶なまめかしいが、あくまで人間の肌はだ色いろだ。

　ヴィソワーズがどんな怪かい物ぶつに変貌するのか、この老人もまだ知らない。

　──見せてみろ。

　言外に、月ゾアの当主グロウリィはそう挑ちよう発はつしているのだ。

「年のせいか疑うたぐり深い。自分の目で見ないものは信用できんのでな。むろんそのままでも構わんが、ワシから逃れられると思っておるかの」

「憐あわれな爺さん」

　魔ま女じよがクスッと嗤った。

「そんなに引退したいんだ。でもあいにく、あたしはシスベルちゃんを連れて行くので忙いそがしい。だから別の相手を用意してあげる」

「む？」

「あたしより怖い魔女を」

　ざわっ。

　生なま温ぬるい、肌にからみつくような風が周囲の木々をざわめかせた。

　瘴気ミアズマ。はるか古いにしえより穢けがれを帯びた「悪あしき空気」とされる伝説の毒気さながらの、不ふ吉きつな風が当主グロウリィの肌を粟あわ立だたせた。

「なにっ」

　老人がふり返る。

　クスクス。クスクス、と。

　何者かもわからない艶つややかな嬌きよう笑しようが、この林に幾いく重えにも響き始めたではないか。

「さよなら爺さん。もう会うことなさそうね」

　シスベルを背負うヴィソワーズが地を蹴けった。

　ヒト一人を抱かかえているとは思えない挙動で離はなれていくが、老人はそれを咎とがめない。

　追いかけられなかった。

　あたり一面に渦うず巻まく魔ま性しようの風と嬌笑に、全身が総毛立つのを禁じえない。

　──何かが来る。

　齢よわい七十を超こえる歴戦の純血種が、かつてあらゆる戦場でも相まみえたことのない未知の脅きよう威いを感じとったのだ。

「この尋じん常じようならざる妖よう気き、何者かっ！」

　地を蹴る気配。

　後ろ？　車椅子をその場で強ごう引いんに旋せん回かいさせた当主グロウリィが頭上を見上げる。自分を照らしていた光がさっと陰かげったからだ。

　上か？

　老人が見上げたのは月。その月の光を遮さえぎるかたちで、ソレは空中にいた。




　──適合型・神星変異『■リー■■■』（通つう称しよう、被ひ検けん体たい『Ｅ』）




　漆しつ黒こくのドレス。

　カラスの濡ぬれ羽ば色いろのごとく黒い星霊光が満ちて、月の光を覆おおっていく。恐おそろしく妖よう艶えんな女性の肉体美もうかがえるが、定さだかではない。

　その肌が、影かげで塗ぬりつぶしたように真っ黒だからだ。

　双そう眸ぼうだけが星のように爛らん々らんと輝かがやいている。当主グロウリィさえ息を吞のんで見上げるしかない、人じん智ちを超えた怪物がそこにいた。

「……魔女……か」

　星霊使いという意味ではなく、世界に災さい厄やくをもたらす悪意の象しよう徴ちよう。

　そう。かつて第三王女シスベルはこの怪物を目撃したことで、恐きよう怖ふから部屋を一歩も出ることができなくなった。

　そんな未知の怪物が──

『ああ残念。まだ「声」が乱れてしまう』

「……なに？」

『完全完星にはほど遠い。まだ星霊が馴な染じんでいないから』

　二重音声。聞き惚ほれそうなほど美しい女声と、底知れぬ怪物の声がまざりあった混こん沌とんの声こわ音ねを響ひびかせた。

『諸もろ人びとよ、挙こぞりて見上げよ』

　月を遮って浮ふ遊ゆうする黒の魔女が、両手を広げた。

　オペラホールの歌手さながらに。




　──『星の鎮魂歌レクイエムを聴きかせてあげる』




　数時間後。

　通りがかった星霊部隊が、当主グロウリィの車椅子だけを発見することになる。
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　朝日が昇のぼって。

　ネビュリス王宮に伝わる速報に、すべての家臣と兵たちが震ふるえ上がった。

　絶対安静１名。

　──女王ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世（命に別状なし）

　行方ゆくえ不明者３名。

　──ルゥ家第一王女イリーティア（帝てい国こく軍により拉ら致ち）

　──ルゥ家第三王女シスベル（ルゥ家の別べつ荘そうで、帝国軍により拉致）

　──ゾア家当主グロウリィ（一切不明・目撃者を募つのる）








Epilogue.2　『百億の星に少女は祈いのり』









　一面が真っ白だった。

　わずかな汚よごれもない白のペンキに塗りつぶされた床ゆかと天てん井じようと壁かべ。自分が寝ねかされていたベッドも白。

「……ここはどこですか……痛っ」

　身体からだを起こした拍ひよう子しに後頭部が激しく痛んだ。

　おそるおそる手でさぐると、そこには小さな瘤こぶの感かん触しよく。何かが頭にぶつかって、それで自分は気を失っていたのだろうか。

「イスカ？」

　弱々しく呼んだ名前は、むなしく部屋にこだまするだけ。

「……ミスミス隊長？　音ネ々ネさん？　ジン？」

　自分を護衛していた帝国部隊はどこだ。

　ルゥ家の別荘で、自分はタリスマン卿きようの私兵たちから必死に逃にげていた。だがそこから先の記き憶おくがない。

「っ、そんな!?」

　あらためて部屋を見まわして、第三王女シスベルは息を吞んだ。

　扉がない。自分はどうやってこの部屋に入れられた。何かしらの星せい霊れい術じゆつ？　それとも隠かくし扉がどこかにあるのか？

「…………」

　徐じよ々じよに不安が現実味を帯びてくる。

　イスカたち帝国部隊がいない。一人きりで部屋に放ほうり込まれ、その部屋には出入りする扉もない。

　この状況から推測できることは一つだけ。

「……わたくしは……誘ゆう拐かいされたのですか……」

　記憶を辿たどるかぎり、相手はヒュドラ家しかいない。

　ここはおそらく太陽ヒユドラの塔とうのどこか。他の王家には知られていない隠し部屋の一つや二つあっても不思議ではあるまい。

　だが、自分を誘拐して何をする気だ？

　灯ともしびの星霊があれば女王暗殺計画の首しゆ謀ぼう者しやがヒュドラ家とわかってしまう。それを危険視しているのは間ま違ちがいない。

　口くち封ふうじ？　いや、そうであればこんな密室に閉じこめる真ま似ねはしない。

　ルゥ家に対する人ひと質じちか。

　あるいは自分シスベルの力を何かに利用するための、懐かい柔じゆう案でも用意しているのか。

「冗じよう談だんではないですわ、誰だれが服従などするものですか！」

　どんなに吼ほえても壁に声が反はん響きようするだけ。

　そう知ってなお、シスベルは喉のどから声を振ふり絞しぼった。今すぐ恐怖に負けてしまいそうな我が身を鼓こ舞ぶするために。

　……負けません。勇気を出すのですシスベル！

　……わたくしは、何もこれが初めてではないでしょう？

　過去に経験したことがある。

　同じように捕とらえられ、今以上に凄せい惨さんな死と辱はずかしめに迫せまられた恐怖を覚えている。あの時と比べれば、何を恐れることがあるだろう。

「────」

　胸に手をあてて、心を静める。

　思いだせ。あんな絶望の時にも救いの手はあった。自分を帝国軍の牢獄から解放してくれた常識外れの帝国兵がいたではないか。




〝静かにしてて。いま外に出してあげるから〟

〝どうして？　わたしを……逃がすの……？〟




　あの時からずっと信じてきた。

　今もそう。確信がある。どんな窮きゆう地ちでも第九○七部隊かれらは自分を見捨てないと。

「……わたくしが信じずしてどうするのです！」

　ぎゅっと服の裾すそを摑つかむ。

　肩かたをふるわせて、唇くちびるを嚙かみしめて。

「この星を導く星霊たちよ。どうかお願い」

　星に願いを。

　祈りに言こと霊だまが宿るというのなら、何度だって自分は祈りを捧ささげよう。

「お願い。第九○七部隊あのひとたちに、わたくしの声を届けて……！」








あとがき









　星の運命がもたらすものは決別か、それとも……？




『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（キミ戦）、７巻を手に取って頂きありがとうございます。

　一章開始の早々から全力全開での大乱闘バトル編、いかがでしたでしょうか。

　今巻のテーマは「世代交代」。

　帝てい国こく・皇おう庁ちようそれぞれの精せい鋭えいが火花を散らすなか、一本の刃やいばが女王に迫せまって──

　ネビュリス皇庁という国そのものの変革。そして帝国との関係も、今まで以上に激しい変化が訪おとずれることになる気がします。

　そして何よりも──

　女王ミラベアと超越の魔人サリンジヤーという旧世代かつての二人が陥おちいった運命に、新しき世代のイスカとアリスがどう向き合うのか……そんな物語を楽しんでもらえたら嬉うれしいなと。




　と。ここで一つ幕間を挟はさまなければ──

　この７巻は、本編に触ふれるより先に触れねばいけないことがありまして。

　……ええ、あの。

　…………

　刊行が延びてしまって、本当にごめんなさい！

　これについては『キミ戦』の展開を考えての苦く渋じゆうの延期だったのですが、なかには細さざ音ねが体調を崩くずしたのかな？　と心配してくださる方もいて、長らくお待たせして申し訳ない気持ちでした。

　結論からいって細音は元気です。

　既すでに『キミ戦』８巻の原げん稿こうもほとんど完成していて、７巻でお待たせしてしまった分、ここから先は楽しいお知らせがたくさんできるかなと。




　さてさて。

　本編にお話を戻もどして。

　イスカとアリス、女王ミラベアと超越の魔人サリンジヤーのたどる物語に加えて、今回もう一つのメインが純血種VS使徒聖という精鋭同士の激げき突とつでした。７巻の刊行をお待たせしてしまいましたが、その分ぎゅっと詰つめこんだ内容になっていればいいなと思います。

　個人的にも思い入れのあるシーンがたくさんあって──

　純血種キッシングと冥メイは、やんちゃ対決というか、決死ながらも華はながあり。

　当主グロウリィとネームレスは、互たがいが意図せずして「世代交代」のテーマに触れた、熟練の古ふる強つわ者ものにふさわしく。

　帝国とネビュリス皇庁の正義──

　この７巻では攻せめこまれる皇庁側にスポットを多めに当てましたが、帝国にも譲ゆずれない意地があるというのが、冥やネームレスのやりとりの端はし々ばしに込めたバトルにしたくて、ずっと前から温めていたエピソードでもありました。

　そんな二大国の因いん縁ねんのすべてが──

　最後にはイスカとアリスの運命ラブに集約されるという、『キミ戦』を象しよう徴ちようするようなお話がこの７巻になっていれば嬉しいなあと。

　そして、次の８巻も全力です。

　刊行は冬頃ごろかなと。

　皇庁動乱編の最終局面クライマツクスへ。次はバトルに加えラブ要素も大増量（？）を予定しています。どうかご期待くださいね！

▼追記

　旧世代の二人（ミラとサリンジャー）のエピソードも、二人の出会いから秘密の出来事まで書きたいことが本当に沢たく山さんあって……いつか番外編で一冊書きたいですね！

　さてさて。

　振ふり返りはここまでにして色々とお知らせを。

　来月（10月）に『ファンタジア文庫大感謝祭』イベントが東京・秋葉原で開かい催さいされるのですが、こちらでサイン会をさせて頂くことになりました！




▼『ファンタジア文庫大感謝祭２０１９』サイン会

　10月20日（日）

　会場「ベルサール秋葉原」。（秋葉原駅から歩いてすぐ）

　メロンブックス秋葉原１号店様で抽ちゆう選せん券も配布決定！

　この本が出ている頃には、ファンタジア文庫や細音のTwitterで詳しよう細さいもお知らせできていると思います。サイン会は何度かお呼び頂いてるのですが、ファンタジアレーベル主しゆ催さいのサイン会って実はこれが初めてで、細音もすごく楽しみです。

　さらにさらに！

　今回はファンタジア文庫大感謝祭でのイベントなので、この日は会場に『キミ戦』グッズの展示や販はん売ばいもありそうです。よければぜひ遊びに来てくださいね！




▼『キミ戦』コミックお知らせ

　雑誌ヤングアニマルにてコミカライズが連れん載さい中です。（作画okama先生）

　コミック版も先日に２巻が刊行されました。こちらは原作１巻のクライマックス収録で、最新の連載ではちょうど原作３巻に突とつ入にゆうしたところです。

　こちらも小説と一いつ緒しよに楽しんでもらえたら嬉しいなあと。




　あと一つ、『キミ戦』と同時展開中の物語をご紹しよう介かいさせてください。

▼ＭＦ文庫Ｊ

『なぜ僕の世界を誰だれも覚えていないのか？』（『なぜ僕』）

　現在７巻まで刊行中で、８巻に向けて執しつ筆ぴつ中です。

　こちらも小説＆コミックが大重版ですごく好調です。実は７月に『なぜ僕』サイン会も開催されていて、お越こしくださった皆みなさま本当にありがとうございました！




　最後に、お礼を。

　イラストレーターの猫ねこ鍋なべ蒼あお先生。

　キッシングの魅み力りよくを百二十パーセントで描えがいて下さった美び麗れいなカバーイラスト、ありがとうございます。無数に描かれた「棘とげ」に綺き麗れいさと怖こわさがあって、魅力あふれるキッシングをもっともっと活かつ躍やくさせていきたいなあと！

　担当編集Ｙさま。

　短編や長編の読みこみはもちろんのこと、『キミ戦』のあらゆるイベントでご尽じん力りよく頂いています。その一つ一つが細やかで配はい慮りよにあふれていて、本当に嬉しく感じています。

ここからが本番と思っているので、これからもお力ちから添ぞえをお願いします！

　そして何より、７巻を手に取ってくださったすべての方にお礼れいを。

　剣けん士しイスカと魔ま女じよ姫ひめアリスの物語──

　帝国・ネビュリス皇庁の双そう方ほうが新時代の局面を迎むかえるなか、星の運命は二人を巻きこんでさらに加速していきます。

　世界が激げき震しんする第８巻に、こうご期待です。




　ではでは──

　冬予定の『キミ戦』８巻でお会いできますように。

　そして再告知になってしまいますが、よければ『ファンタジア文庫大感謝祭２０１９』にも遊びに来てくださいね。

（見所がたくさんあるはず……！）











真夏のお昼に　細音啓けい






　おまけ

　細音の個人ツイッター　https://twitter.com/sazanek

　最新のお知らせなどお伝えしてます。もしよければ時々見に来てくださいね！




























キミと僕ぼくの最さい後ごの戦せん場じよう、あるいは世せ界かいが始はじまる聖せい戦せん７








細さざ音ね　啓けい
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